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「……どうしても、やらなきゃだめなの？」


　閉め切られた部屋の中（夕ゆう凪なぎ荘そう二〇三号室）。


　切なげな声と潤うるんだ瞳で、ミニスカート姿のネコマタ娘むすめが見上げてくる。


「わたし、こんなこと初めてだから、よくやり方とか分からないのに……」


　畳たたみの上にぺたんと座り込んだ美み亜あは、ひどく不安げな顔だった。


「大丈夫。やり方は僕が教えてあげるから」


「で、でも～……」


　ふるふると心細げに首を振る美亜。いつの間にか真っ白なネコミミとネコシッポがぴょこんと飛び出ている。


「や、やっぱり不安だよ～。今までこんなのやったことないし。痛くないの……？」


「痛くなんかないって。それに終わればきっと美亜たちもすっきりするだろうし……ちょっとのガマンだよ、ね？」


「にゃ、にゃ～……」


　いまいちノリ気でない美亜を何とか説得する。


「……本当に、やるのか？」


　その隣となりから、今度は神様幼女が神しん妙みような顔でそう問いかけてきた。


「当然じゃが儂わしもこのようなことは初めてじゃ。ゆえにそれなりの心構えというものも必要であるし……。そ、それに何も三人同時にやらなくてもいいのではないか？　ほれ、こういうものはやはり手取り足取り一人ずつ……」


　微び妙みように顔を赤らめつつそんなことを言ってくる。


「でもその方が都つ合ごうがいいから……」


「むう、それはそうじゃが。しかし三人まとめてとはいささか乱暴ではないか……あ、こ、こら、勝手にそんなところをめくるでない」


　慌あわてた声で弘ひろ司しの手を押さえるさくら。


「そう言われても、こうしないと始まらないし……」


「わ、分かっておる。分かっておるが……やはり見られるのは恥ずかしいのじゃ」


「うーん……」


　弘司が困っていると。


「美亜さん、さくらさん、ワガママを言ってはダメですよ～」


「千ち鶴づるさん……」


「こういったことはみなさんでいっしょにやった方がきっと楽しいです～。もう準備はばっちりですので早く始めましょう～。恥ずかしいのは最初だけで、すぐに平気になりますから～。ほらほら、精力と滋じ養ようの強壮のために、特製の栄養ドリンク『絶対絶ぜつ倫りん天国』をたくさん用意しましたよ～。他ほかにもまむし酒やニンニク卵黄なども用意してあります～」


　ただ一人、割と乗り気な霊れい鳥ちようお姉ねえさんが、にこにこ笑顔を浮かべながら怪しい色の液体が入ったビンをテーブルに並べた。


「……そだね。もう覚かく悟ごを決めないと。わたしはヒロのお嫁よめさんなんだから」


「初めての相手ならば、やはり弘ひろ司ししかおらんの……儂わしはお主ぬしの妻つまじゃしな」


　心を決めたかのように、美み亜あとさくらがゆっくりと顔を上げた。


「ヒロ、お願い……」


「この身の運命はお主ぬしに委ゆだねようぞ……」


　潤うるんだ目で弘司の顔を見つめてくる。


「じゃあとりあえず力を抜いて。そんなガチガチじゃ握ることもできないし……」


「う、うん、分かった」


「りょ、了解じゃ」


　こっくりとうなずく二人。


「私はいつでもオッケ～ですよ～」


　頰ほおに手を当てながら、千ち鶴づるもにっこりと微笑ほほえむ。


「じゃあいくよ」


　どうやら三人とも準備はできたみたいである。いざ、ヤるべきことをヤろうとして──


「あんたら何の会話よ……」


　とそこで、麦茶（弘司の冷蔵庫から勝手に出した）を飲みながら弘司たちの様子を見ていた奈な々なが、呆あきれたような口調で突っ込んできた。


「え？」


「……さっきから聞いてると、なんかすごくヤラしい会話に聞こえるわよ」


　ジト目でこっちを睨にらんでくる。


「？　ヤラしいって、僕らは宿題の話をしてただけなんだけど……」


　弘司たちがしているのは、終わっていない夏休みの宿題をどうするかについての、正確に言えばこの期ごに及んで宿題をまったくもってやりたがらないどころかノートをめくろうともシャーペンを握ろうともしない美亜とさくらをいかにやる気にさせるかについての会話である。ヤラしいところなんて何一つないはずなのに……


「そ、それは分かってるわよ。でも……」


　そこまで言って黙りこむ奈々。なぜかその顔が少し赤い。


「あー、もういいわ！　一人でこんなこと言って、なんかバカみたい、あたし……」


「??」


　相変わらず奈な々なの思考経路はよく分かりません。


「──とにかく早く始めよう。もうあんまり時間もないし……」


　美み亜あたちの方に向き直って言う。


　現在の時刻は八月三十一日（夏休み最終日）の午後一時。


　科目によってバラつきはあるものの、宿題の提出期限（初日提出）まであと二十時間しかない。それまでにこの三人の雪のように真っ白な宿題ノートを埋めなければならないのだ。


「ヒロ、優しくしてね……」


「うむ。初めての行為というものは、そのやり方次第では心的外傷になったりするものじゃからの」


「女の子にとって、初体験はとっても大事ということですね～」


　三人がじ～っと弘ひろ司しを見つめながら言う。


「…………美亜ちゃんたち、わざとやってない？」


　ものすごく疲れた声で奈々が息を吐はいた。


「にゃ？」


「あらあら～？」


「む？」


　揃そろって頭の上にハテナマークを浮かべるネコマタ娘むすめ霊れい鳥ちようお姉ねえさん神様幼女の三人。


「……まあ、いいわ。それより三人の宿題をやんなきゃいけないんなら、あたしも手伝ってあげるわよ。弘司一人じゃ大変でしょ」


　麦茶を飲み干して、奈々が弘司の顔を見た。


「あ、うん」


「何にせよ長期戦になりそうね。この量じゃ、ヘタすると徹夜も覚かく悟ごしないといけないかもしれないし」


　さて、何だってこんなドロボウを見つけて手て錠じようを金型から作り始めるようなギリギリな事態になっているのかというと。








　きっかけはほんの一時間ほど前、翌日の新学期に向けて宿題のラストスパートをかけていた弘司に美亜・千ち鶴づる・さくら（いつものごとく弘司の部屋に集結）がかけてきた言葉だった。


「ね、何やってるの、ヒロ？」


「何やら書き物のようですが～」


「儂わしへの〝らぶれた～〟でもしたためておるのか？」


　弘司の手元を見ながら、美亜たちは不思議そうな顔をして言った。


「何って、宿題だけど……」


「しゅくだい？」


「うん」


「ん～……」


　その言葉に、美み亜あは念仏でも聞いたみたいにうにゃんと首をかしげる。そしてあろうことかこんなことを続けた。


「ね、祝しゆく鯛だいって何それ？　おさかなさんの種類？」


「……」


　本気で言っている顔だった。


「美亜さん、美亜さん～」


　と、霊れい鳥ちようお姉ねえさんがぴこぴこと顔の前で指を振って。


「それは違います～。〝しゅくだい〟というのは、火をつけたロウソクを立たせておく台のことで～……」


「……それは燭しよく台だいです」


「あらあら～……」


　一字違いだけど、モノとしては全然違う。


「まあそのしゅくだいとやらが何だかはよく分からんが──」


　今度はさくら。


「どうせ大したことではないのだろう？　ほれ、そんなことよりも〝てれび〟でも見ようぞ。今日はこれから〝しゃなのあにめ〟があるのじゃ。ふふふ、楽しみ楽しみ」


「……」


　テレビのリモコンを楽しそうにいじりながらそんなことを言う。


「おお、ほれほれもう始まる──む、何じゃこれは？　何だこの〝たいふうじょうほう〟とやらは？　〝しゃなのあにめ〟はどうしたのじゃ？　むう……」


　……そういえば、この三人が宿題ってものをやっている姿を一秒たりとも見たことがなかった気がします。


「……三人とも、まさかとは思うけど宿題──」


　恐る恐る訊きいてみると、予想通りというか、三人が三人ともきょとんとした顔で『??』と首をかしげた。


「…………みんな、今から宿題をやるよ」


　お気き楽らくなことこの上ない三人に宿題とは何であるかについて説明しつつそう告げると、三人（特にネコマタ娘むすめ）は実にイヤそうな顔になった。「え～、勉強なんてやりたくないよ～。それより夏休みも今日で終わりなんだから、プールにでも遊びに行こ～よ。新しい水着を見てもらいたいしさ、ね、ね？」


　そんなことを言い出す。


　だけど。


「そういうわけにもいかないんだって……」


　旭あさひヶが丘おか学園はいちおう県内でもそれなりの進学校であるため、こういった宿題の提出などにはけっこううるさかったりする。さらに休み明け初日（明日）には宿題の範囲内から確認テストが行われることになっていて、それで赤点（三十点より下）を取った者には補習及びその後の追試が課せられるのだ。


「それに追試でまた赤点を取ったら、留年とかも有り得るって話だし……」


「りゅ～ねん？」


　美み亜あがネコミミをぴこっと動かした。「ね、りゅ～ねんってな～に？　おいし～の？」


「……いや、だから食べ物じゃないって」


　相変わらず思考の幅にかなりの偏かたよりがあるネコマタ娘むすめです。


「留年っていうのは、もう一回二年生をやらなきゃいけないことだよ。簡単に言うと、みんなと別れて一人だけ違う学年になるってことかな」


「えっ……」


　それを聞いた美亜の顔色が変わった。


「そ、そうなの？　わたし、ヒロと離れ離れなんていやだよ～」


　ネコミミをぴんと逆立てながらうにゃ～と叫ぶ。


「ええ、そうですね～、それは困ります～」


「……むう、確かに。最悪の場合は神しん力りよくで何とかできないわけではないが、あまりやりすぎると地脈のバランスが崩くずれるしの……」


　ようやく少しはコトの重大性に気付いたのか、三人が真ま面じ目めな顔になって弘ひろ司しの服をぎゅっと摑つかんできた。


「だから、そうならないためにも宿題をちゃんとやって少しは勉強しとかないと……」


　普段からあんまり勉強していない弘司が言えた台詞せりふでもないけれど、それはこの際置いておく。


「う、う～、でもわたし、やり方とかよく分からないよ～」


「宿題というもの自体、初めて聞く言葉ですし～……性せい天てんに辟へき易えき、ですか～??」


「右に同じじゃ」


　不安そうに言う三人。


「大丈夫だって。やり方は僕が教えてあげるから」


「う、うん」


「そうですね～、弘司さまがそう仰おつしやるのでしたら～」


「む、むう……」


　というわけでようやく最初の場面へと戻るのである。








　　　１




　宿題開始から一時間が経過した。


「う～ん、う～ん……」


「あらあら～、けっこう簡単ですね～。すらすら～」


「むう……ああ、なるほど。ここがこうなってそうなるのじゃな？」


　客間のテーブルを囲んで宿題の山と向かい合う三人。


　だけどその進しん捗ちよく具合については、見事なまでに明暗がはっきりと分かれていた。


「え、えと～、ここのえっくすがわいになって……あれ？」


　やれどもやれどもちっとも進まないネコマタ娘むすめ。


「そうですね～、ここには余よ弦げん定理を用いて～……はい、できました～」


　意外にも全すべての教科（特に理数系）において優秀な能力を発揮した霊れい鳥ちようお姉ねえさん。


「ふむふむ、つまりここの『べし』は意思を表すものであるわけだから……なるほどそういうことか」


　最初こそ苦戦したものの、一度理解してしまえば途中からはなかなかいい調子で進み始めた（主に文系）神様幼女。


　まさに明めい（千ち鶴づる＆さくら）と暗あん（美み亜あ）だった。


「だ、だって、こんなの見たことも聞いたことも食べたこともないんだもん……」


　美亜がまろやかな胸（Ｃ）の前でつんつんと指を合わせ、


「鶴女つるめ一族の出納すいとうは私が行っていましたからね～。こういった計算や分析などの分野は得意中の得意ですよ～」


「ふん、よく見てみれば歴史と古語なども混じっているではないか。こちらの〝えいご〟とやらも上級古こ代だい語ごの解読に比べればいくらか易やさしいしの。ふっ、楽勝じゃ」


　千鶴とさくらが、得意げにそれぞれの豊かな胸（Ｄ）となだらかな胸（Ａ）を反そらす。


「千鶴さんとさくらちゃんはともかく……美亜ちゃんのこれはいかんともしがたいわね」


　隣で様子を見ていた奈な々なが渋しぶーい顔をした。


「いくら何でも、全すべての教科の全ての分野においてまんべんなくダメダメなんて……」


「にゃ、にゃ～……」


　情けない声を出す美亜。


「……うん。このままじゃ──」


　確かに限りなくマズイ。


　宿題は、まあ最悪弘ひろ司しや奈々のモノを写すなりすることで何とかなるかもしれないが、休み明けの試験はそうはいかない。正直今の美み亜あを見る限り、赤点どころか二ふた桁けたの点数を取ることができるかすらも果てしなく怪しい状態である。


「いちお訊きくんだけど……美亜ちゃん、真ま面じ目めにやってるわよね？」


　一＋一＝『田』と書かれたノートを見て、奈な々ながこめかみに指を当てた。


「や、やってるよ！　わたしはいつだってマジメだもん！　ネコマタの里では『マジっ娘こ美亜ちゃん』って呼ばれてたくらいで──」


「……とすると、事態はなお悪いわね」


　絶望的な声でそうため息を吐つく。


「適当ならまだしも真面目にやってこれなんて……このままじゃ本当に留年まで覚かく悟ごしないとマズイかも……」


「え、えっ……」


　残ざん酷こくな現実を突きつけられ、美亜の顔が情けなくふにゃんと崩くずれる。「りゅ、りゅ～ねん？」


　さくら＆千ち鶴づる（優秀）も、


「残念じゃがネコ、どうやら来年からは主ぬしだけお別れのようじゃな。……短い間じゃが、なかなかに面白いひと時じゃったぞ」


「春は出会いと別れの季節ですし～。あでゅ～、ですね～」


「え、えっ、えっ……」


　ぱたぱたと手を振る二人を見て、


「え、え～ん、わたしだけ、ほしゅ～でついしでりゅ～ねんなの？　ヒロたちと離れ離れになっちゃうの？　そ、そんなのヤだよ～」


　とうとう美亜はわんわんと泣き出してしまった。


「む……」


「あらあら～……」


　さすがにさくらと千鶴もちょっと気まずそうな顔になる。


「ま、まあネコ。いくら絶望的とは言ってもまだ完全に決まったわけじゃなし……」


「そうですよ～。泣きっ面にスズメバチで七しち転てん八ばつ倒とう、地じ獄ごくで鬼おにに金かな棒ぼうという言葉もありますし～」


「それってトドメを刺しまくってる気がするんだけど……」


　千鶴のフォローだか何だかよく分からない言葉に奈々が突っ込む。


「と、とにかく、まだ主のがんばり次第では何とかなる可能性はあるということじゃ。ほんのメダカの涙くらいの可能性かもしれんが」


「そうですよ～。いくら果てしなく限りなくどこまでもゼロに近い可能性とはいえ、いちおうゼロじゃないんですから～、諦あきらめるのは早いです～」


「で、でも、でも～」


「…………こうなったらもう、特訓しかないわね」


　奈な々ながぼそりとつぶやいた。


「……とっくん？」


　泣きながら床ゆかに「の」の字を書いていた美み亜あがゆらりと顔を上げる。


「そう。もうそんなに時間はないけど、それしか手はないわ。元にあんまり余分な知識が入ってない分、今から死ぬ気で詰め込めばきっと何とか赤点だけは避けられる──」


「ほ、ほんとっ？」


「──かも、しれないわ」


　美亜ががくっと肩かたを落とした。


「にゃ……かも、なんだね……」


　そりゃあ今の美亜の状況（苦手科目全教科全分野）からすれば、断言することなんて限りなく不可能だと思います。


　ネコミミが元気なく下を向いた美亜の頭に、弘ひろ司しはポンポンと手を置いた。


「──とにかく、やれるだけのことはやってみよう。美亜だって留年したくないよね？」


「う、うんっ」


　首がちぎれんばかりの勢いでこくこくとうなずく。


「だったらがんばろう。僕たちもできる限りのフォローはするから」


「ヒ、ヒロぉ～……」


　美亜がうるうるっとした目で見上げてくる。


「……まあ、仕方なかろう。困っている者を助けてやるのも神たる儂わしの務めじゃ」


「うふふ～、鶴女つるめは友愛と博はく愛あいを司つかさどる霊れい鳥ちようなのですよ～」


「さくら、チヅル……」


　どうやらこの二人も協力してくれるみたいだった。


「さ、そうと決まったらすぐにでも取り掛かるわよ。今は一分一秒だってムダにできない状況なんだから」








　　　２




「それじゃ数学と物理は千ち鶴づるさんが、古典と日本史はさくらちゃんが、残りの科目はあたしと弘司とで教えるってことでいいわね？」


「りょうかいしました～」


「うむ、任せておけ」


「分かった」


　という奈な々な（この中で最も成績が良い）の指示の下、美み亜あの勉強会が始まったのだけど──








　一時間目：数学（講師千ち鶴づる）。


「いいですか～、二ふた桁けた以上の暗算をやる時は一のケタからやっちゃダメなんです～」


「んにゃ？」


「つまりですね～、二桁のものなら十の位から、三桁のものなら百の位からやることにより計算効率が格段に上がって～……」


「えと、わたしそもそも二桁の暗算なんてできないんだけど……」


[image: ]


「あらあら～」


「一桁でも両手の指を合わせた数より多いと大変かも。あ、でも足の指も使えばいいのか～」


「……」


　千鶴は沈黙した。





　二時間目：古文（講師さくら）。


「古語は一見すると難しそうに思えるかもしれんが、要は古こ代だい語ごを使う場合と同じにやればよいのじゃ」


「ふんふん。あ、それならわたしもできるかも」


「む、そうか？　何じゃネコ、もしや主ぬしも古こ代だい語ごが使えるのか？　それなら古語も──」


「うん、得意だよっ。りずむ感があるって褒ほめられたこともあるんだから」


「……は？　リズム感？」


「そ、小こ太だい鼓こでしょ？　たかたかたか～♪　って」


「……」


　さくらは沈黙した。





　三時間目：現代文（講師奈々）。


「ほら美み亜あちゃん。ここでこの女の人はどんな心境だったと思う？」


「ん～、お腹なか空いたな～、とか？」


「そ、そうじゃなくて、ほらここに『物狂おしい気持ち』っていう表現があるから……」


「あ、そか」


「分かった？」


「うんっ！　くるっちゃいそうなくらいにお腹が空いたな～、ってことだよね？」


「……」


　奈な々なは沈黙した。





　四時間目：英語（講師弘ひろ司し）。


「つまりここのthatは接続詞のthatじゃなくて関係代名詞のthatであるわけだから、先行詞がこっちの……」


「ね、ね、ヒロ」


「ん？」


「いっしょ～けんめい勉強しなくちゃいけないのに、適当でいいの？」


「は？」


「だって〝ざっと〟って言ったよね、今。だからざ～っと適当にやればいいのかな～って」


「……」


　弘司は沈黙した。








　開始から僅わずかな時間で、部屋内は鉛なまりのような重苦しい沈黙に包まれていた。


「…………これは、相当マズイわね」


　奈々が、美亜以外のみんなの心を代表するかのようにつぶやく。


「ううむ、日頃から馬鹿だ阿あ呆ほだとは思っていたが、まさかここまでとは……」


「私たちも、まだまだ美み亜あさんの絶大なる潜在能力（の低さ）をみくびっていたということでしょうか～？」


　なんか微び妙みようにひどいことを言っているさくらと千ち鶴づるだが、だけど確かに美亜の学力レベルはそれくらい絶望的なものだった。


　何ていうか、けして頭そのものがどうしようもないほど悪いのではないと思うけれど、いかんせん圧倒的に知識がない。基本的に忍耐力もない。おまけにあまり興味もないようだ。あるのは若じやつ干かん空回り気味なやる気だけである。まあ美亜はまだ仔こ猫ねこだし（人間でいうと十歳さいくらい？）、それもしょうがないといえばしょうがないのだけれど……


「う、ううう～……」


　とはいえ、今はそのやる気も微妙に減退しているみたいだった。


「わたし、何でこんなにおばかなんだろう……うう、生まれてきてごめんなさい……」


　部屋の片隅でヒザを抱えてどんよりと落ち込む美亜。うーん、確かにここまでとことんできないとなあ……


「……しょうがない、こうなったらアレを使ってみるしかないわね」


　奈な々なが思い切ったかのように顔を上げた。


「アレ？」


「うん、そ。こういう時のための最終兵器。──じゃーん！」


　そう言って奈々が取り出したのは──


『ネコでも分かる高校英語』


『ネコでも分かる高校数学』


『ネコでも分かる高校現代文』


『ネコでも分かる高校古文』


『ネコでも分かる高校日本史』


『ネコでも分かる高校物理』


「……」


　いや、また何てばっちりなものを……


「どう？　秘蔵の猫びよう文ぶん社しや『ネコでも分かるシリーズ』。これならいかな美亜ちゃんでもマスターできるはずだわ」


　まあそれはそうかもしれない。でも──


「……奈々、何だってこんなものを？」


　こんな（いろんな意味で）アレな入門書、成績のいい奈々には明らかに不要だと思うんだけど……


　すると幼おさな馴な染じみはにっこりと笑って、


「ん、これ？　ほら、こないだ絢あやちゃんが来た時に『お兄様にこれを渡しておいてください。私がいない間に勉学が遅れるといけないので』って言われてさ。そしたら幻まぼろしの『ネコでも分かるシリーズ』じゃない。あんたにぴったりだと思って♪」


「……」


　どうやら弘ひろ司しは妹と幼おさな馴な染じみにネコレベルだと認識されていたようだった。ちょっとへこむ……


「とにかく、これなら美み亜あちゃんでも理解できるでしょ？　せめてこれで基礎を理解できれば少しは状況も変わってくるかもしれないし」


「それはそうかもしれないけど……」


　問題はこの『ネコでも分かるシリーズ』で本当に美亜が理解できるかである。何せ美亜は比ひ喩ゆでも何でもなく正しよう真しん正しよう銘めいのネコであるわけで、まさかこの『ネコでも分かるシリーズ』も本当にネコを対象にして書かれているわけであるはずもなく──


「ん～と、ん～と、活いきのいいサンマ十五匹ひきをタマとミケの二匹ひきで取り合っていて……うん、なるほどなるほど～」


「……」


　本当にネコを対象にして書かれていました。


「そっかそっか、だからここはこうなって、残りのサンマが十三匹になって～……」


　いったいどういう購こう買ばい層そうを想定して書かれたのか果てしなく謎なぞだったけれど、これなら美亜でも分かるかもしれないなーと思ったのも束つかの間ま。


「う、う～ん…………」


　突然、うめき声を上げながら美亜がばったりとテーブルの上に倒れこんだ。


「み、美亜!?」


　見るとその小さな顔がユデダコみたいに真まっ赤かになっていた。


「ネ、ネコ、頭から煙が出ておるぞ！」


「あらあら～、ショートしてしまったんですかね～」


「そ、そんなことより早く水を──ううん、氷マクラの方がいいわね。弘司、『南極天国』とかあったでしょ、持ってきて！」


「わ、分かった」


　大急ぎで冷凍庫からペンギンがプリントされた保冷剤（南極天国）を取ってきて美亜の頭に乗せる。プシューという音とともにハデに水蒸気が上がり、それで美亜の顔色がようやく元に戻った。


「美亜、大丈夫？」


「う、うん……」


　オデコに『南極天国』を乗っけたままゆっくりと顔を上げる。


「いったい何が……？」


「……よく分かんない。色々と考えてたら急に顔と頭がにゃ～って熱くなって、それで……」


「……」


　それってオーバーヒート？　それとも知恵熱？


　いずれにしても、どうもこのネコマタ娘むすめには根本的に勉強というものが圧倒的・致命的なまでに向いていないらしかった。


「ネコにも分かるって書いてあるのに……もう、JAROに訴えてやろうかしら」


　奈な々なはぶつぶつとそんなことを言っていた。


「それにしてもこれでもダメか……」


　この『ネコでも分かるシリーズ』でムリだとなると、はっきりいってもはやお手上げのような気がしなくもない。


「……こうなったら、もうヤマを張るしかないわね」


　奈々が難しい顔でそうつぶやいた。


「……おやま？」


　身体からだを起こしながら、きょとんと首をひねる美み亜あ。


「そう、ヤマ。これなら理解しなくてもその範囲を機械的に覚えれば何とかなるでしょ？　美亜ちゃん、暗記ならできるわよね？」


「う、うん。覚えるのは得意だと思う。…………たぶん、きっと、おそらく」


　後ろの方にかなーり不安な単語を三つほど付けつつ美亜が答える。


「よし、だったらそれでいくわ。というかもうそれしか手段はないし……ここまできた以上、何としてでも美亜ちゃんを赤点→補習→追試→留年の人生転落スパイラルになんか陥らせはしないから！　そう、白しら瀬せの名にかけて！」


　美亜の両肩かたを摑つかんで、奈々が一昔前の熱血教師のようにがーっと吠ほえる。その目には何やら真まっ赤かな炎ほのおがめらめらと燃え盛っていた。


「……でもヤマって、そんな簡単に何とかなるもんなの？」


　弘ひろ司しとしては少しばかり疑問だった。それで何とかなるなら世の中に試験勉強で苦しむ者なんて存在しないような気もするんだけど……


　すると奈々は、


「そのヘンはだいじょうぶよ。現代文、古文はどうせ宿題の中の文章が出るだろうから、ポイントと全訳を暗記すればおっけー。数学も同じ問題の数字変えだろうからこっちも丸暗記で対たい処しよ。日本史と物理にも基本的には同じ方法が使えるわ。要するに理解はしなくていいから、とにかく覚えて覚えて覚えまくるのよ！」


「け、けど、すっごくたくさんあるよ？　これを全部覚えるの……？」


　宿題プリントの山を見て不安そうな声を上げる美亜。


「だいじょうぶ、一晩寝ないで詰め込めばこれくらいは軽い軽い。美亜ちゃんならできるわ！」


「そ、そだね。うん、わたし、がんばるよっ！」


　何事にも前向きなのはこのネコマタ娘むすめのいいところである。


「それじゃ善ぜんは急げよ、美み亜あちゃん！　夕飯までに二科目分くらいは終わらせちゃう勢いで！」


「うんっ！」


　元気に返事をする美亜。


　宿題提出及び休み明け試験まで、あと十八時間だった。
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「ん～と、男もすなる日記といふものを……」


　ヤマかけ＆丸暗記作戦が始まって二時間が経過した。


　ネコミミが飛び出っぱなしの頭に『見るな、感じろ！』と書かれたハチマキを巻いて、なぜかネコシッポにも『弱肉強食』とある小さなハチマキ（リボン？）をちょこんと付けて、美亜は一所懸けん命めいな顔でプリントの山のヤマの部分と格闘していた。


「……で、ここの『じょど～し』が『みぜんけいせつぞく』だから…………」


　そのいつになく集中している様子を見て、奈な々なが満足そうにうなずく。


「うんうん、美亜ちゃん、がんばってるわね。偉えらい偉い」


　まるで娘を見守る母親のような顔である。


「どう、美亜は？」


「なかなかいい感じ。やっぱり理解は捨てて暗記に専念したのがよかったみたい。我ながら、この作戦は大当たりね」


　嬉うれしそうに笑う。


「この調子でいけばたぶん明日あしたまでには何とかなるわ。美亜ちゃんも一所懸命やってるから、きっとだいじょうぶよ」


「そっか」


　どうやら見通しはそれなりに明るいようである。少しだけ展望が見えて、弘ひろ司しの気持ちも軽くなった。


（がんばれ、美亜）


　ハチマキ姿でにゃ～にゃ～うなる美亜の後ろ姿に、弘司は心の中からそっと声援を送った。


「──さてっと、あたしはこれからどうしよう。美亜ちゃんが集中してる間は特にやることないし……あ、そうだ、洗せん濯たく物ものを取り込んどかないとまずいか」


　奈々が思い出したかのようにそう言った。


「洗濯物って、もう？」


　冬場ならともかく、日差しの強い夏のこの時間ではまだしまうには早いと思うんだけど……


「ん、あんた知らないの？　ほら、外見てみなさいよ」


　怪け訝げんそうな顔になる奈な々な。


　言われた通り窓から外を見て──


「あれ？」


　この時間帯にしては、やけに外が暗いことに気付いた。


「なんか、雲行きが怪しいような……」


　カーテンを閉めていたため気付かなかったが、いつの間にか空には真っ黒な雲が立ち込めていて、いつものこの時間なら遠くに見えるはずの山をすっかり隠してしまっている。今にも降ってきそうな雰囲気。加えて風も出て来ているのか、庭に生えている桜さくらの木（いつかさくらが植えたあれである）の太い枝がバサバサと揺れていた。


「大きな台風がこっちに近づいてきてるんだって。中心気圧九四〇ヘクトパスカルくらいだったかしら。今日の夕方から夜にかけて上陸するかもしれないって話よ」


　奈々が説明してくれる。


　言われてみれば、さっきニュースでそんなことを聞いたような気もする。宿題だ何だで忙しくてすっかり忘れていたけれど……


「けっこう大きな台風みたいだから、いちおう注意しておいた方がいいんじゃない？　もしかしたらだけど、木の枝とかが折れたりするかもしれないから」


　窓の外にそびえたつ大きな桜の木を見ながら、奈々がそう付け加えた。


　と、


「む、何を話しておるのじゃ？」


　その声を聞きつけたのか、さくらがとことこと弘ひろ司したちのところへとやって来た。


「あ、うん。台風が近づいてるから、少し注意しておいた方がいいかなって」


　奈々から聞いた情報を伝えると、


「何だ、それなら心配は無用じゃぞ。この夕ゆう凪なぎ荘そうの周囲には儂わしの特殊結けつ界かいがあっての、一定以上の物理力は無効化あるいは弱体化される。よって深刻な被害を被こうむることはまずないじゃろう」


　さくらはそう言った。


「けっかい？」


　奈々が不思議そうな顔をする。


「うむ。退たい魔まと対物理を兼ねる高等結界じゃ。まあ見えない壁のようなモノだと考えればいい。そのヘンの三流神などにはなかなか張れぬ優れモノじゃぞ。ほれほれ、褒ほめるがいい。ふっふっふっ」


「へえ……」


　いまいちよく分からなかったけれどさくらがそう言うのならそうなんだろう。とりあえずうなずいておいた。


「あらあら～、みなさん、何やら折れ曲がって不能になるだとか物理的に弱々しくなるだとか色々と楽しそうなお話をしてらっしゃいますね～」


「千ち鶴づるさん……」


　そんなことを話していると、ダイニングの方から霊れい鳥ちようお姉ねえさんの声（また微び妙みような言い回し）が聞こえてきた。


「ですが～、それはとりあえず置いておいてそろそろ夕飯にしませんか～。みなさんお腹なかも空いた頃だと思いますし～。ほら、もうすっかり準備はできているのですよ～」


　にこにこと手招きをしてくる。さっきから姿が見えないと思ったら、どうやら食事の支し度たくをしていたらしい。


　ダイニングを見てみると、テーブルの上には美お味いしそうにほかほかと湯ゆ気げを上げる料理がいくつも並んでいた。


「ほう、うまそうじゃの」


「いい匂におい……」


　引き寄せられるように、さくらと奈々もダイニングへとやって来た。


「美み亜あさんもいかがですか～？　腹が減っては戦いくさはできぬ、ですよ～」


　珍しく用法も使う場面も間違っていないコトワザで、千鶴が客間に向かって呼びかける。


「うん、でもまだこれが終わってないから……」


　英語のプリントを手にしたまま、美亜は歯切れ悪くそう答えた。


「だけどずっとやっていても能率が上がらないです～。この辺で一休みしないと～」


「そうだけど……ここまではご飯の前に……」


　なおもしぶる美亜。


「本日は美亜さんのために～、記き憶おく力の良くなる特別料理も作ったんですよ～」


「ほら美亜、せっかく千鶴さんもああ言ってるんだから。ね？」


「──ん、分かった」


　弘ひろ司しの言葉に、ようやく美亜もふんぎりがついたみたいだった。「そだね、うん。じゃあちょっとだけ休きゆう憩けいすることにする」


　自分に言い聞かせるように笑って、とことことダイニングへと駆かけていった。うーん、大丈夫かな、だいぶナーバスになってるみたいだけど……


　ともあれ美亜が食卓についたことで、夕食が始まった。


「は～い、それではみなさんがおそろいになったところで──これが本日のメインディッシュ、美亜さんのための記憶力強化特別料理『天才灰色脳細胞全席』です～」


　楽しげなそんな声とともに、テーブル中央に鎮ちん座ざしていたシルバートレイの中から出てきたのは──


「……」


「……」


「……」


「……」


「あらあら～、みなさん、驚き桃ももの木山さん椒しよの木みたいなお顔になって、どうなさいましたか～？」


　そこにあったのは……何ていうか頭カシラだった。


「にゃ、頭だね……」


「うむ、頭じゃな」


「どこからどう見ても頭ね」


　イワシの頭。サンマの頭。そしてマグロの頭。


　とにかく魚の頭ばかりがエジプトのピラミッドのように天を衝ついてそそり立っていた。なんか、ものすごくシュールな光景である。


「あの千ち鶴づるさん、これは……？」


「はい～。料理の考え方として、足が悪い時には豚とん足そくなどの足の料理、内臓が悪い時にはホルモンなどの内臓料理という具合に、その悪いところに対応した材料の料理を食べると良いと言われているのですよ～。美み亜あさんの場合は記き憶おく力、すなわち頭ですので、こちらのものをご用意した次第なのです～。特にメダマにはＤＨＡがたくさん含まれていて脳力の全般的な向上に役立つと言われています～」


「……」


　いや記憶力が良くなるというか、この色々とセンセーショナルな場面が記憶に消えることなく悪夢として残るような料理な気がするんですが。そもそもこんなもの（魚の頭×たくさん）いつ用意してたんだろう……


「さあ、どうぞお食べください～。ちゃんと味付け及び調理をしていますので、美お味いしいですよ～」


「う……」


　にこにこと笑いながら、ある意味モザイクでもかけた方がよさそうな料理を勧めてくる。この料理上じよう手ずな霊れい鳥ちようお姉ねえさん（ほとんどプロ級）がそう言うのなら味はばっちり保証されているんだろうけど、やっぱりその微び妙みようにスプラッタな外観を前にして素直に手を出すのは、かなーりためらわれます。


「さ、さ、美亜さん、どうぞです～」


「み、美亜、ムリしなくても……」


　いくら記憶力向上のためとはいえ、さすがにこれをムリに食べさせるのはイジメに近いような気がする。ゆえに弘ひろ司しはやめさせようとしたのだけど──


「……これ食べたら、頭がよくなれるんだよね？」


「ええ、そうです～」


　何でそこまでってくらい自信たっぷりに、千ち鶴づるがうなずく。


「だったら食べるよ。このままじゃわたし、ついしでほしゅ～でりゅ～ねんだもん。そうならないためなら、何だってできるよっ」


「美み亜あ……」


　ぐっと両手を握にぎり締める美亜。その目には今まで見たことのないような真剣な光が宿っているように思え──


「それによく見たらちょっとおいしそ～かも。お魚さんだし♪」


「……」


　──たのは弘ひろ司しの勘かん違いだったのかもしれない。


　何だかんだで、やっぱりネコマタ娘むすめはネコマタ娘でした。


　でも、弘司としては少しだけ安心したような感じもしたりしなかったり。ヘンに思いつめてマジメな顔をしているよりも、こっちの方がよっぽど美亜らしいんじゃないか──なんて思う。


　そんな弘司の気持ちを知ってか知らずか、


「あ、これおいし～よ！　ね、ね、ヒロも食べてみなよっ」


　こんがりと焼けたマグロの頭にかぷっとかぶりつきながら、美亜は楽しそうに笑ったのだった。
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　さて、そんなこんなで夕食が終わり。


　今後の勉強計画（美亜の）について色々と話し合いながら、弘司たちがダイニングで食後のお茶を飲んでいると。


「……ん？」


　風が強くなってきたのか、どこか遠くで何かが倒れるようなガタンという音が聞こえてきた。


「あらあら～、何だかだんだん雨風が激しくなってきたようですね～」


　のんびりとお茶をすすりながら、千ち鶴づるがつぶやく。


「そうみたいだね……」


　確かに千鶴の言う通り、外では風や雨が屋根や窓を打つ音が次第に強くなり始めていた。時折何かが割れるような音や、車が水溜たまりを通る水音などが聞こえてくる。


「むう、台風とやらが近づいてきておるのか？」


「うーん、だいじょうぶかしら……」


　奈な々なが少し不安そうな顔になる。


「ここの造り、あんまり頑がん丈じようそうじゃないしなー。管理人さんもアメリカ産のオモチャみたいに大ざっぱで、そういうことを気にして何か対策とかしそうな人じゃないし……」


　本人が聞いたら「それじゃ奈な々なちゃん、来月から災害対策のために共益費を十五パーセント値上げねん♪」だとかを黒い笑顔で言いそうな台詞せりふである。


「平気じゃよ。朝陽あさひのやつがどうしようもなくいいかげんなのはまったくもって欠片かけらたりとも否定せんが、さっきも言った通りここには特殊結けつ界かいが張ってある。破損だの損そん壊かいだの、物理的影響が出ることはないので安心するがいい」


「そうですね～、朝陽さんはちゃらんぽらんですね～」


　さくらと千ち鶴づるもそんなことを言った。


「──まっ、でもあんま気にしてもしかたないか。どうせなるようにしかならないだろうし。ね、それよりみんな、ここらで気分を変えて自分たちの部屋でシャワーでも浴びてこない？」


　奈々が立ち上がってそんなことを言った。


「勉強の続きをやる前にちょっとひと息入れる感じでさ。ほら、あんまりぶっ続けでやっても効率は上がらないし、ちょうど汗もかいちゃってべたべたしてきたところだから、気分転換にちょうどいいと思って」


「ふむ、そうじゃの。それも悪くないの」


「ええ～、賛成です～」


　さくらと千鶴が賛同する中、


「う～ん、シャワ～か～、でもそろそろお勉強をはじめないと～……」


　一人だけ考え込む美み亜あに、


「ほらほら、美亜ちゃんもそうしよ？　根こん詰めすぎてもかえって良くないし、頭をすっきりさせてから再開した方が絶対にいいと思う」


「そうですよ～、何事も過度に集中しすぎてはかえって有害です～。適度な休きゆう憩けいと気晴らしとが脳を最も活動的な状態にするのです～。ええと、下へ手たの考え休むに似たり、ですか～？」


「ネコのくせにそこまで思いつめるのは似合わんぞ。ほれ、いつものようにもっと締まりのない顔をせんか」


　奈々、千鶴、さくらの三人がそう言い、


「そう、かな？　──ん、だったらみんなの言う通りにするね」


　ネコマタ娘むすめはうにゃんとうなずいた。


「じゃ決まり。どう、弘ひろ司しもこの間に浴びてきたら？」


「うーん、僕は後でいいや」


　別にそんなに汗はかいてないし、シャワーを浴びると眠ねむくなりそうだから今はやめておくことにした。


「そう？　まあムリにとは言わないけど。じゃ、あたしたちはちょっと行ってくるから」


　そう言って奈な々なは玄げん関かんへと向かい、その後ろに付いていた美み亜あたちも同じように玄関へと向かって……と思いきや、途中でくるりんと方向を変え、弘ひろ司しの部屋のバスルームへと入ろうとして──


「……って、何で普通にそっちに行くのよ！」


　奈々に止められた。


「何でって、わたしはいつもここでシャワ～を浴びてるんだよ？　はんにばるくんもいるし」


「？　何かおかしいですか～？」


「ここで駄だ目めならば儂わしらにどうせよと？」


　不思議そうな顔をする美亜たち。


「自分たちの部屋で浴びればいいでしょうが……」


　呆あきれきった声とともに、奈々は深々とため息を吐つき、


「──というか弘司！　あんたまだこの部屋で美亜ちゃんたちをお風ふ呂ろに入れてたの！　あれほど自分たちの部屋で入らせるように言ったのに！」


　矛ほこ先さきを弘司の方に向けてきました。


「い、いやそれは……」


　そんなこと言われても美亜たちは聞かないし、別に弘司にとっても迷めい惑わくというほどのことでもなかったため何となくそのままだったんだけど……


　さらに美亜たちも、


「え～、でもわたし、ヒロのところじゃないと落ち着かないよ～」


「それにまだお勉強が終わったわけではありませんし～。お風呂でしかできないお勉強もあります～」


「というか、儂の部屋の風呂場は神具その他の物置きに使ってしまっておるのじゃが」


「……」


　その反論に奈々は一瞬黙り込み、


「…………分かったわ」


　やがて何かを決意したかのようにこう言った。


「だったらあたしもここでシャワーを浴びるから」


「え？」


「聞こえなかったの？　あたしもここで浴びるって言ったの」


「いや聞こえたけど……」


　また何だってそんな結論が出て来るんでしょうか？


「だってあんたの部屋であんたがいるのに美亜ちゃんたちだけでシャワーを浴びさせるなんて、倫理的にこの上なく危険じゃない。そ、その、裸はだかになるんだし……。だ、だいたいあんたには海での前科もある上に、それに加えてあんたは台風とかが迫ってくると妙みようにむらむらと興奮したりするタイプでしょ？　だ、だから監かん視しよ、監視！」


「…………」


　ものすごい言われようです。


　というかむしろ奈な々なの方がそういうタイプなんじゃないかなーとも思ったが、口にしたら真っ先に弘ひろ司しの顔面辺りにハリケーン（鮮血の）が吹き荒れるような気がしたのでやめておいた。


「そういうわけであたしも美み亜あちゃんたちといっしょに入るから。分かった？」


「……別に、いいけどさ」


　入る人数が三人から四人に増えたところで弘司としては大きく変わりはない。


「ん、よろしい。……あ、いちお警告しとくけど、覗のぞいたりしたらコロすからね？（にっこり）」


　笑顔の中に強烈な殺気を含ませた台詞せりふを残して、そのまま奈々たちは風ふ呂ろ場へと消えていった。








「ふう……」


　四人の後ろ姿を見送って、とりあえず一息つく。


「そういえばあの風呂場に四人（プラスはんにばるくん）も入れるのかな……」


　ちょっと疑問に思った。


　アパート付きの浴室としては広い方だけど、全体としては狭せまい部類に入るあの風呂場じゃせいぜい三人が限度のような気がする。いったいどうするつもりなんだろう。


　などと考えていると。


『あ、こら美亜ちゃん、狭いんだからあんまり動いちゃダメよ』


『え～、でもはんにばるくんが……』


『湯船にでも浮かべておけばいいじゃろうが……って、こら、ヘンなところに押し付けるな！』


『あらあら～、はんにばるくんは小さいのがお好きということなのでしょうかね～』


　風呂場から響いてくるそんな声。


『あ、そか。なんかナナとさくらにばっかり反応するかと思ったら、そういうことだったんだ、はんにばるくん』


『ええ、謎なぞは全すべて解けました、です～』


『…………ちょっとそれ、どういう意味よ』


『…………それは遠まわしに、儂わしらが発育不全だと言っておるのか？』


「……」


　……いやあの四人（プラスはんにばるくん）はいったい何をやってるんだろう。というかはんにばるくんにはそんな特殊な能力（サイズサーチ）があったなんて……と、そんなことを考えていたその時だった。


「……あれ？」


　ふいに部屋の蛍光灯が二、三回チカチカと瞬またたいた。


　何かなーと弘ひろ司しが立ち上がったところで。


「!?」


　パチッ！　という音とともに。


　突然、部屋の全すべての電気が消えたのだった。


「な、何だ？」


　何が起こったんだ？　怪奇現象？　停電？　一いつ寸すん先は闇やみ？


　突然の出来事に弘司が混乱していると。


『にゃ、にゃ～、なに、なに、敵襲!?』


『何も見えないです～』


『い、いったい何が……』


『ちょ、ちょっと何よこれ!?　弘司、悪ふざけもいいかげんに……』


　よりいっそう混乱しているのか、風ふ呂ろ場の方からそんな絶叫混じりの声が聞こえてきた。……そ、そうだ、美み亜あたちを何とかしないと！　真っ暗な中、タイルの上でもしも足でも滑すべらせたら大怪け我がをすることになりかねない。とにかく風呂場へと向かおうとして──


「ヒ、ヒロ～！」「弘司さま～」「ひ、弘司よ！」「弘司っ！」


「う、うわっ！」


　逆に、風呂場の方から弾だん丸がんのように飛び出してきた四つの影にタックルされて、そのまま床ゆかに転がった。
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「こ、怖いよ～、闇やみに紛まぎれてナマハゲさんが襲ってくるよ～……」


「私は鳥目なもので、暗いと何も見えないのです～」


「こ、怖くなどないぞ。た、ただ真っ暗なのは昔オシオキで閉じ込められた物置の中を思い出してイヤなだけで……」


「ひ、弘司ぃ……」


「ちょ、ちょっと……」


　何やら身体からだの各所にものすごく柔らかい感触をいくつも感じる。音にすると「ふにゃり」だとか「ぷにゅり」だとか「むにゃり」だとか。……そ、そういえば美亜たちはシャワー中だったわけだし、シャワー中ということは当然服とかは何も着ていないわけで、服を着ていないってことは生まれたままのありのままの姿であるわけで──ってことは、こ、これらはもしかして!?


「ま、まずいって、みんな！」


　その柔らかな感触の先にあるものを想像して、弘ひろ司しは必死に四人を引き剝はがそうとするものの、


「ヤだよ～、ヒロ、離さないで～！」


「あらあら～、何も見えません～」


「オ、オシオキはイヤじゃ……」


「そ、そこにいるのよね、ひ、弘司……」


　四人はなおも必死にしがみついてくる。しかもその一つ、ひときわスベスベとした感触のものが、何ていうか、その、弘司の太ふと腿ももの付け根辺りに触ふれていて……


「だ、だからダメ……」


　そのあまりにデンジャラスな感蝕（色んな意味で）に、弘司の心の中で何か大切なもの（理性の糸）がぷちーんと切れてしまいそうになったその時。


　がちゃり。


「!?」


　突然玄げん関かんのドアが開かれた。


「弘司くんたち、だいじょぶ～？」


　懐かい中ちゆう電灯とロウソクを持った管理人さんがいつものお気楽な笑顔で入って来たのだけど。


「なんか強風でどっかの電線が切れたとかで停電になっちゃったみたいねー。それで困ってるんじゃないかと思ってロウソクを持って──」


　その視線が絡からみ合う弘ひろ司したちの身体からだにさしかかったところで、言葉が止まった。


「……」


「……」


「…………ごめん、お邪じや魔まだったわねん♪」


　ぐっと親指を突き出して、そのまま出て行こうとする。


「ちょ、ちょっと、何事もなかったかのようにさわやかに去っていかないでください！　ていうかその顔は何なんですか!?」


「え？　『真夏の夜、暗くら闇やみの中を原初の本能の赴おもむくまま酒しゆ池ち肉にく林りんにくんずほぐれつもつれ合っちゃった若い男女五人にカンパイ！』って顔だけど」


「誤解です！」


「またまたー、別に隠さなくたって──」


「本当ですって！」


「うーん、だってこの状況だけ見るとねー」


　明らかに信じていない目で管理人さんが腕うでを組む。


　改めて現状を見てみると、倒れた弘司の上に絡からみつくようにあるいはしがみつくように、バスタオル姿（しかもところどころはだけている）の美み亜あたち四人がくっついていた。


「う……」


　言い訳は、限りなく不可能に近かった。


　ちなみに太ふと腿もものところでは、はんにばるくんのつぶらな瞳（ソフビ製）が、じーっと弘司のことを見上げていた。








「なるほどね～、美亜ちゃんたちがシャワーを浴びててね～」


　いそいそと服に着替えた美亜たちを見て、楽しそうに管理人さんが言う。


「分かってくれましたか？」


「うん、おっけーおっけー、りょうかい。ま、弘司くんがみんなと仲がいいのは今に始まったことじゃないし、周囲の迷めい惑わくにならないくらいに適度に節度さえ守ってくれれば、ナニをしても私としてもそんなにうるさく言うつもりはないから。その点は安心していいわよー♪」


「……」


　何にも分かってくれていなかった。


「それより真っ暗じゃ色々とヤリにくいだろうから、とりあえず懐かい中ちゆう電灯一個とロウソクを何本か置いてくわね」


「あ、すいません」


「んー、でももしかして真っ暗な方がよかった？　見えない方が想像力がくすぐられてより刺激的だったりもするしね、うふふ」


「……」


　もういいからとっととどっかに行ってください……


「はいはーい、それじゃ邪じや魔ま者は去るとしましょうかねー」


　弘ひろ司しの心を読んだのかそんなことを言うと、にやにやと笑いながら管理人さんは去っていった。……相変わらず疲れることこの上ない人です。


「……とりあえず、ロウソクを点つけようか」


　管理人さんの話では、電線が復旧する見込みは当分ないらしく、ヘタをすると明日あしたの朝くらいまで停電状態が続くかもしれないとのことである。何でも街の外れにある変電所に障害が起きたとか。普段だったらそれでもそんなに問題はないのだが、今日はまだ千ち鶴づるとさくらの宿題及び美み亜あの暗記が終わっていない以上、真っ暗なままというのはまずかった。


「よっ、と」


　管理人さんが置いていってくれたマッチで火を点けると、真っ白なロウソクにオレンジ色の炎ほのおが灯ともり、部屋の輪りん郭かくがぼうっと浮かび上がった。


「な、なんか不ぶ気き味みだね」


「う、うむ。この前の海での怪かい談だんを思い出すというか……」


「そ、そうね……」


　千鶴以外の三人が、三方向からきゅっと弘司の服を握ってきた。


　確かに何となくホラーな感じである。普通のロウソクとは違う、どこかおどろおどろしい雰囲気があるというか……


　何気なくもらったロウソクの箱を見てみると。


『仏ぶつ壇だん用ロウソク』


　そこには飾り気のない地味な字で、そう書かれていた。


「……」


　いやまあ。


　日本でロウソクといえば一番ポピュラーなのはこれかもしれないけれど……


　何となく、一同に気まずい沈黙が流れる。


「そ、そうだ、あたし、いいこと考えちゃった！」


　そんな微び妙みようにどんよりとした空気を吹き飛ばすかのように、奈な々ながムリヤリに明るい声を出す。


「きっとロウソクが一本だけだからマズイのよ。ほら、こうして部屋のあちこちに置けば……」


「……」


「……」


「……」


　何だか百物語でもやってるみたいで、余計に不ぶ気き味みだった。


「だ、だったらこうしたらどうじゃ？　ほれ、一人一人頭のところに何本か立てれば……。これなら視界の先が明るく照らされるし、各人の顔も判別しやすいじゃろう？」


「……」


「……」


「……」


　丑うし三みつ時どきにワラ人形と五ご寸すん釘くぎ片手に暗い樹海の中を徘はい徊かいしているのがとっても似合いそうな姿だった。


　なんかもう、やればやるほど事態はどんどんと悪化していく一方である。


　やがて諦あきらめたのか奈な々なが、


「と、とにかく勉強の続きをやるわよ！　あとひとふんばりなんだから、ここでがんばらなきゃ。心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼しっていうじゃない」


　ほとんどヤケクソ気味にそう言った。


　マッサージイスに座っている時みたいに震えた声なので説得力はまったくもってなかったけど、ともあれロウソク（仏ぶつ壇だん用）の不気味な光が部屋内をちろちろと照らす中、勉強が再開されたのだった。
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「ん……」


　弘ひろ司しがふと気付くと、辺りは静かになっていた。


　カーテンの隙すき間まからは蒼あおい月の光が漏もれていて、周りを見るとテーブルに倒れ伏すようにして千ち鶴づるとさくら、奈々がすやすやと寝息を立てている。


　──あれ、何で……？


　ぼやけた頭を振って覚かく醒せいさせる。どうしてこんな状況になっているんだっけ……


　と、そこで記き憶おくがよみがえってきた。


（そうか、確か千鶴さんとさくらの宿題が終わって……）


　午前一時頃にようやく霊れい鳥ちようお姉ねえさんと神様幼女の宿題が終わり、その後みんなで美み亜あの手伝いをやろうとしたところまでは覚えている。だけどそれ以降の記憶が曖あい昧まいなことから、たぶんそのまま眠ねむってしまったのだろう。


（そうだ、美亜は？）


　記憶の最後の時点でただ一人まだノルマが残っていたネコマタ娘むすめのことを思い出す。やっぱりいっしょになって眠ねむってしまったのかと思いきや──


「ん～と、七一〇ナツトウ食べよう平へい城じよう京きよう、七ナ九ク四シたお魚は平へい安あん京きようで……」


　ゆらゆらと揺れるロウソクの炎ほのおに囲まれて、美み亜あは見たことのないほど真剣な顔でプリントと向き合っていた。


「美亜……」


　弘ひろ司しが声をかけると、美亜はネコミミをぴこぴこさせながらゆっくりと顔を上げた。


「あ、ヒロ、ごめんね。もしかして起こしちゃった？」


「え、いや」


　慌あわてて首を振る。今の今まで熟じゆく睡すいしていたんだし、うるさかったなんてことはまったくない。


「それより美亜、ずっと起きて……？」


「あ、うん。だってまだ全然終わってないから……」


　困ったような顔でてへへと笑う。


　だけど美亜はそうは言うものの、最後に見た時に比べてプリントの山はだいぶ減っていた。弘司たちが寝こけている間にも、きっと一人で勉強し続けていたに違いない。


「美亜は偉えらいな……」


「え？」


　美亜はきょとんとした表情になった。


「こんな時間まで一人でがんばって……」


「そ、そんなことないよっ」


　顔の前でぶんぶんと手を振って、否定する。


「だってわたしはおバカだから、ヒロたちの何倍もがんばらないとだめなんだもん。そうしないとヒロの傍そばにいられないし……だからこれくらい、何てことないんだよっ」


　えへっと笑う美亜。


　その健気けなげともいえる表情を見ていると、何だか急に美亜がいじらしく思えてきた。


　普段は底抜けに明るく少しやかましいけど、純粋で真ま面じ目めでがんばり屋なネコマタ娘むすめ。そんな彼女のがんばりに、自分もできる限りの手助けをしてやりたい──と、心からそう思った。


「美亜、何か僕にもできることはない？」


　だから弘司の口からそんな言葉が出て来たのは、ごく自然のなりゆきとも言えた。


「にゃ？」


「何か手伝えること……何でもいいんだけど」


「ん～……」


　美亜は少し考え込んで、


「ヒロの気持ちはうれし～けど、今は特にはないかな…………あ」


　ネコミミがぴくんと動く。


「ん、何？」


「ひとつだけ……いい？」


「一つと言わずに、できることなら何でも」


　すると美み亜あはうにゃっと顔を赤く染めて、


「え、えとね……〝ぎゅっ〟てして、〝いいこいいこ〟してほしいな」


「……え？」


「〝ぎゅっ〟てして、〝いいこいいこ〟」


「いや二度も言わなくても分かるけど……」


　そうじゃなくて、〝ぎゅっ〟てして、〝いいこいいこ〟って……


「……だめ、かな？」


「う……」


　そもそも自分で言い出したことだし、そんなゴホウビを欲しがる仔こ猫ねこみたいな顔（まんまである）で見上げられてノーと言えるほど、弘ひろ司しは大人おとなじゃなかった。


「わ、分かった。〝ぎゅっ〟てして、〝いいこいいこ〟……でいいんだよね？」


「うんっ」


「じゃ、じゃあ……」


　少しためらいつつも、他ほかのみんな（特に奈な々な）がぐっすりと寝ていることを確認して、弘司は美亜の身体からだを抱きしめた。


「えへへ、ヒロの匂においだ～」


　シャンプーのいい香りと柔らかい感触。


　嬉うれしそうにネコミミとネコシッポがぴこぴこと動く。


「ね、ね、〝いいこいいこ〟も～」


「い、いいこいいこ……」


「ごろにゃ～♪」


　ノドを鳴らして気持ちよさげな顔になる美亜。「ヒロにくっついてると、何だか身体の中から元気が出て来るような気がする……」


「そ、そう？」


「うんっ。にゃ～♪」


　そのまま十分ほどそんなことを続ける。


「も、もういい？」


　さすがに段々と恥ずかしくなってきたので弘司が言ったところ。


「うにゃっ、充じゆう電でん完了！」


　美亜は満足げな表情で弘司から離れて、


「ヒロ、わたしがんばるねっ！」


　いつも通りの無む邪じや気きな顔で笑いながら、そう言ったのだった。








「お、終わったにゃ～……」


　美み亜あのそんな声が響き渡ったのは、もうすっかり朝になろうとしていた頃、時間にして午前七時過ぎのことだった。


「ぜ、全部覚えたよ。一イ一イ九カ二ニ食べよう鎌かま倉くら幕ばく府ふ。[image: ]は1・7320508ひとなみにおごれや。『あはれ』は趣おもむき深い様子…………」


　疲れきった顔で、次々と覚えた内容を口に出していく。


「すごいよ、美亜……」


　およそ十九時間前のネコマタ娘むすめ（一＋一＝『田』）からは考えられないほどの進歩である。これなら試験もきっと何とかなるに違いない。


「え、えへへ、ヒロのおかげだよ。ヒロが〝ぎゅっ〟てして、〝いいこいいこ〟してくれたから力が出たんだ～」


　ネコシッポをぴこぴこ振りながら、少しだけ照れくさそうに笑いかけてくる。


「そんなことないよ。美亜が頑がん張ばったからここまでできたんだ。美亜の力だよ」


　弘ひろ司しはソレにほんのささやかな手助け（ぎゅってして、いいこいいこ）をしたに過ぎない。


「ヒロ…………うんっ、ありがと♪」


「えっ、み、美亜！」


　美亜がきゅ～っと抱きついてきた。


「えへへ～」


「こ、こら、学校の準備とかしないといけないから……」


「いいでしょ、少しだけ～」


　ごろごろとノドを鳴らしながら頰ほおずりしてくる。


　そんなことをしている内に。


「あ、あれ、あたし……」


「う～ん、まぶしいです～……」


「むにゃむにゃ……」


　他ほかの三人も目を覚まし始めたみたいだった。


「!?　ほ、ほら、もう離れて」


「む～」


　美亜はまだ物足りなさそうだったけど、他ほかの三人（特に奈な々な）に見られては余計な誤解というか鉄てつ拳けんというか血ち煙けむりを招くだけである。朝からそんな惨さん劇げきが引き起こされる前に、弘司はネコマタ娘むすめを離れさせた。


　まあとにかく。


　あれだけがんばったんだから、美み亜あは絶対に大丈夫に決まってる。


　そう確信して、弘ひろ司しは登校の準備を始めたのだった。
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　で、学園。


　登校した弘司たちを待っていたのは。


「……なんか、校門が閉まってるんだけど」


　がっちりと監かん獄ごくのように閉じられた校門だった。


　加えて、


「何でこんなに人がいないんだろう……」


　いつものこの時間なら教師や生徒たちで賑にぎわうはずの地じ獄ごくの坂道にも、今は人っ子一人見当たらない。


「みんな遅刻、なんてはずないわよね……」


「それは有り得ないと思うけど……」


　なんとなーくイヤーな予感とともに周囲を見回していると。


「あー、やっぱここにいた。奈な々なー、水みな上かみくーん！」


　後ろの方から声がした。


「おーい、こっちこっちー」


　振り返ると弘司たちの方に向かって走ってくる私服姿の佐さ藤とうさんの姿。


「友ゆ香か……どうしたのそんな格好で？」


「どうしたってそれはこっちの台詞せりふだよー。今日、休校なのに学園に来てるしー……」


「休校？」


　奈々が首を傾ける。


「うん。何でも昨日きのうの台風で校舎の一部が壊こわれたとか何とかで、明後日あさつてまでお休みなんだって。今け朝さ一番の連絡網もうでそう回ってきたのー」


「えっ、でも電話なんて……」


　かかってこなかったわよね？　と弘司の顔を見ながら奈々が言う。ちなみに女子の連絡網の順番は奈々の前が佐藤さんである。


　すると佐藤さん、


「かけたよー。七時くらいから何回も奈々の家いえ電でんと携帯の両方にかけたのに、全然出ないしさー。いつもみたいに水上くんちにいるのかと思ってそっちにかけても出ないし……」


「……」


　そういえば、勉強の邪じや魔まになるといけないので電話の音は携帯を含めて全部オフにしておいたような……


「で、いつまで経たっても連絡がつかないからまさかと思って夕ゆう凪なぎ荘そうに行ったんだけどー、そしたら管理人さんに奈な々なたちは制服姿で仲良く学園に行ったって言われて、ありゃーこれは分かってないなーって思って、それで急いで追いかけてきたんだよ。はー、疲れた……」


　そこまで言うと、佐さ藤とうさんは肩かたで息をしながらその場に座り込んだ。


「それって……」


　えーと。


　いまいち信じたくないんだけど、今の佐藤さんの話を総合すると──


「つまり今日明日あしたは学園は休み……」


「ってことになるわよね……？」


　顔を見合わせる弘ひろ司しと奈な々なに、


「そうだよー。ちなみに宿題提出と休み明け試験も明後日あさつてに延期だってー」


　と佐藤さんが実に軽ーく答えた。


「……」


　……やっぱり。


　それはすなわち、昨晩あんなに必死になって宿題及び勉強をやった意味が半分くらいはなくなるということで…………弘司と奈々は、揃そろってうなだれた。


「えっと～？」


「あらあら～？」


「むう、どういうことなのじゃ？」


　一方いまいち状況をよく認識していないネコマタ娘むすめたち。


「あのさ、実は……」


　弘司が事情を説明すると。


「え、あさって？　テストがあさってになっちゃったの？　そ、そんな、あさってまで覚えてるなんてむりだよ～」


　情けない顔で美み亜あが叫ぶ。


「あらあら～、かわいそうに～」


「なるほど……まあここは町の中でも結けつ界かいの薄い場所じゃからのう。少しは台風とやらの影響が出ても無理はないと言えるな」


　千ち鶴づるとさくらは他人事ひとごとのようにそんなことを言っていて、


「──とにかく、こうなったらしょうがない。明後日に備えて昨日きのう覚えたことをできるだけ忘れないようにするしか……」


「うにゅ、そんなの絶対むりだよぉ……」


　美み亜あの絶望的な声が、人ひと気けのない校門に寂しく響き渡るのだった。








　そして後日。予定通り試験は行われ、運命の採点結果が戻ってきた。


　試験までの二日間で覚えたことをきれいさっぱり忘れ去っていて、おそらくは追試であることは間違いないであろうネコマタ娘むすめに何て言葉をかけようか考えつつ恐る恐る答案を見せてもらった弘ひろ司したちは、


「……」


「……」


「……」


「……いや美亜ちゃん、何で？」


「うにゃ？」


　そこに書かれていた数字を見て、みんなが言葉を失った。


「英語九十点、数学八十五点、現代文七十六点、古文七十二点、日本史九十三点、物理八十七点で平均八十四点って……あたしとあんまり変わらないじゃない」


「……というか、僕よりも遥はるかに上なんだけど」


　平均点にしてざっと十点以上は高いってのはどういうことなんでしょうか？


　美亜が目をぱちくりさせながら首をひねる。


「ん～、よく分かんない。なんかね、選ぶ問題とかは〝ちょっかん〟と〝せんす〟とでささ～っとやってみたの。で、穴あなを埋める数字とかもこれかな～って思うのをてきと～に書いてみたんだけど……」


「……」


　答案を見ると、穴埋め問題の正答率は九割を超えていた。しかも選択問題に至っては全問正解である。いくらマークシートだからってこれは……


「そういえば～、ネコマタ一族は『運』の強い一族として知られていましたね～」


「……そうじゃの。確かその異常なまでの『運』の強さと生せい来らいの体力の豊富さだけで高等妖よう怪かいに名を連ねているという……」


　千ち鶴づるとさくらがそんなことを言う。


「……」


　ということは、別にあんなに必死になって勉強することなかったんじゃ？


「わ～い、これでヒロとお別れしなくてすむんだね！　よかったよ～」


　まあでも美亜は喜んでいるみたいだし、これはこれで良かったの……かもしれない。


　微び妙みように複雑な気分の中、そんなことを思った九月の午後であった。
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　九月に入って二回目の土曜日のことだった。


　半日で授業を終えた弘ひろ司したちは、この日もまた夕ゆう凪なぎ荘そう二〇三号室でまったりのんびりとくつろいでいた。


「あはは、面白～い」


「今日もいいお天気ですね～。洗せん濯たく物ものがよく乾かわいて嬉うれしいです～」


「むう、少し見ぬうちに背ビレのところにホコリが……」


「わー、このスイーツ美お味いしそう。あ、これもいいかな」


　秋の柔らかい日差しがカーテンを通して薄く降り注ぐ中、美み亜あはテレビを見ながら楽しそうに笑っており、千ち鶴づるは窓際でにこにこと洗濯物を干している。さくらは海に行った時にもらった呪のろいの半はん魚ぎよ人じん像ぞうの手入れに夢中になっていて、奈な々なはアイス片手に雑誌を読んだりしている。


　いつものごとく平和な光景。


　そんな四人の様子を眺めながら、弘司もゆったりリラックスしていると、


　ピンポーン♪


　玄げん関かんのチャイムが鳴り響いた。


「？　だれだろ？」


　土曜の昼間にここにやって来そうな主要メンバーは、もうすでに全員揃そろっている（美亜、千鶴、さくら、奈々）。考えられる人物として管理人さん辺りがいるが、あの人はそもそもまともにチャイムなんて鳴らしやしない。ごくナチュラルにドアを開けて（カギがかかっている時は合鍵を使って）入ってくるのが常なはずである。


「勧かん誘ゆうか何かかな……」


　可能性として他ほかには佐さ藤とうさんも有り得るが、彼女も彼女で呼び鈴りんを鳴らすよりも「奈々ー、水みな上かみくーん」と呼びかけてくるはずであるから、それもまた考えにくい。


　首を傾げながら、とりあえず他の四人はだれも動く気配がないので、弘司が玄関へと向かった。


「はい、どちらさまですか」


　玄関のドアを開けると、


「……こんにちは、お久しぶりです」


　そこに立っていたのは、髪かみの長い清せい楚そな感じの女の人だった。弘司を見ると、落ち着いた表情ですっと頭を下げてきた。「お元気にしていらっしゃったでしょうか？」


「あ、えっと……」


　いきなりのことで、弘ひろ司しは戸と惑まどった。


　お久しぶりと言われても、目の前の女の人がだれであるかが思い出せない。どこかで見た覚えがあるような気もするのだが、あいにくお世せ辞じにも良好とは言えない弘司の記き憶おく力ではそれくらいが精一杯であった。


「あの、あなたは……」


　なので失礼とは思いながらも訊きいてみると、女の人は納得したかのように「ああ」と小さくうなずいて、


「そうですね。ずいぶんと時間が経たってしまいましたから、お忘れになられていても仕方がないかもしれません。──いつぞやの春の日に、桜さくらの木の下で介かい抱ほうしていただいた……と言えば分かるでしょうか？」


「あっ……」


　そこまで言われてようやく思い出した。


　半年ほど前に、さくらと初めて出会った桜の木の下（ややこしい）で金曜夜のサラリーマンのごとく泥でい酔すいしていたあの女の人。ずいぶんと雰囲気──というか口調や仕し草ぐさが違う気がするけれど、目の前にいるのは確かにあの時の彼女だった。


「思い出していただけましたか？　その節せつはお互いに色々と大変でしたね」


　女の人が静かに頭を下げる。


「え、ええ」


　だけど弘司が思い出せなかったのもムリもなかったりする。あの時の酔っ払いを絵に描かいたような女の人と、今ここでこの上なく落ち着いた素振りで話をしている女の人が同一人物だなんて、いったいだれが想像できるだろうか。


「でも、どうしてあなたがここに……？」


　あの時いっしょに連れていかれた交番で少し話はしたけれど、夕ゆう凪なぎ荘そうの住所などは教えていないはずだ。というかあれから半年も経っているのに、今さらなぜこの女の人が自分のところにやって来るのか弘司にはさっぱり分からなかった。……まさかとは思うけれど、あの時の痴ち漢かん疑惑を追及しにきたとかじゃ──？


　恐る恐る顔を窺うかがうと、女の人は「はい、それは──」と口を開きかけて、


「…………む、何やら聞き覚えのある声がすると思えば」


「あ、さくら」


　いつの間にか隣となりに、難しい顔をしたさくらが立っていた。


「……やはりお主ぬしか、瑞みず葉は。いったい何をしに来たのじゃ。特別な用がない限りここには来るなと言っておいたはずだが」


　何やらマングースに遭そう遇ぐうしたアマミノクロウサギ（鹿児島産）のように複雑そうな表情である。


「さくら、この人のことを知ってるの……？」


　何が何だか分からなかったため訊きいてみると。


「ん、まあ、な。こやつは──」


「──待ってください。そこから先は私が」


　言いかけたさくらを遮さえぎり、


「こんにちは。水みな上かみ弘ひろ司し様……で、よろしいですね？　私は児こ玉だま瑞みず葉はと申します。あの公園における御ご神しん木ぼくの管理人で、さくらの後こう見けん人にんも兼ねております。あの時は体調不良により醜しゆう態たいを見せてしまい申し訳ございませんでした。正式にご挨あい拶さつをするのは初めてですね。よろしくお願いします」


　女の人──瑞葉がそう言って、再び頭を下げた。


「あ、こちらこそよろしくお願いします」


　体調不良って、アレが……？


「ふん、こやつは酔うと性格が変わるからの。そのクセ酒好きだし……」


「さくら」


「本当のことじゃろうが。今日もどうせまた酒を携帯しておるのだろう。つい最近まで知らなかったが、世間ではそれを〝あるちゅう〟と言うそうではないか」


「これはお神み酒きですから。神しん事じを行う巫み女ことしての必需品です」


　しれっと答える瑞葉。


「……ふん、相変わらず口だけはよく回る。で、何の用じゃ。まさか挨拶をするためだけに来たわけでもあるまい？」


　さくらが再び問うと、瑞葉はこくりとうなずいて、


「さくら、今日はあなたを迎えに来ました」


　静かな口調でそう言った。


「儂わしを迎えに？」


「ええ、そうです。すっかり忘れているようですが、すでに九月に入って二週……今年の儀ぎ式しきをやる時期でしょう」


「……む、そうか、もうそんな季節か」


　さくらが何かを思い出したような顔になる。


「その通りです。さくらから自発的に戻ってきてもらえれば私とてわざわざこのような不意打ちみたいな真ま似ねをしなくても済んだのですが……。ここでの生活が楽しいのも分かりますが、やるべきことはしっかりとやっていただかないと。それが約束でしたよね？」


「う、それはそうじゃが……」


　気まずそうに目を逸そらすさくら。


「そういうわけですので、これから私といっしょに『社やしろ』まで戻ってもらいます。いいですね？」


「……やれやれ、しかたないの」


　面倒くさそうに、でもしっかりとさくらはうなずいた。


「ということじゃ、弘ひろ司し。儂わしは用事ができたので一寸ちよつと出かけてくる。妻つまたる儂がいなくて寂しいからといってネコやツルの毒どく牙がにかかるでないぞ」


「あ、うん」


　この二人の会話の内容はいまいち不明だったけれど、どうやらさくらはどこかに出かけるようだった。


「……もし良ければ、弘司様も来られますか？」


「え？」


　突然、瑞みず葉はがそんなことを言い出した。


「弘司様にはいつもさくらがお世話になっていますから。常々、そのことには感謝の意を表明したいと思っていたのです。『社やしろ』まで来ていただければ色々と歓迎もできますし、それに──」


「？」


「それに、さくらもその方が喜びます」


「な、瑞葉、お主ぬしは何を……」


「違うのですか？」


「う、い、いや、わ、儂は、その……」


　瑞葉の言葉に、さくらが何やらごにょごにょと口ごもる。


「そんなに照れなくてもよろしいのに。それで弘司様、いかがでしょうか？　さくらも賛成のようですが……」


「あ、ええと……」


　いきなりそんな『社』だとか何だとか聞き慣れない単語を言われて、どうすればいいのか分からずに弘司が戸と惑まどっていると、


「え～、なになに、ヒロ、どっか行くの？」


「弘司さまがお出かけになられるのならば、私もお供ともいたしますよ～」


「どこに行くのか知らないけど、あたしも行くわ。ちょうどヒマだったし」


　声を聞きつけたのか、美み亜あたちも玄げん関かんまでやって来てそんなことを言い出した。


「よろしければあなた方もいっしょにいらっしゃいますか？　あなた方にもさくらがお世話になっているようですので、歓迎いたします」


　瑞葉がゆるりと顔を向ける。


「あ、うん、行く行く～！」


「うふふ、お出かけですね～」


「それじゃ支度したくしないと……」


　美亜たちが嬉うれしそうにうなずき、


「ふん、こやつらには世話になどなっておらぬというのに……ぶつぶつ……」


　こうして、何だかよく分からない内に五人で（正確には二人と一いつ匹ぴきと一いち羽わと一ひと柱はしらで）出かけることとなったのだった。
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　さくらたちの言う『社やしろ』とは、御ご神しん木ぼくの立つあの夕ゆう凪なぎ河川かせん敷じき公園にあるらしい。


「正確には『社』そのものではなく、入り口があるのじゃがな」


「？」


　入り口があるのなら普通は本体もそこにあるものなんじゃなかろうか。


「まあ行けば分かる。というか口では少し説明しづらいのでな。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずというところじゃ」


　とのことだった。


　そんなわけで、よく分からないまま六人で公園までやって来たものの……


「それらしきものは見当たらないんだけど……」


『社』というからには何か建物のようなものなのだろう。


　だけどこの公園にそんな建物はなかったような気がするし、実際問題、辺りを見回してみても目に入ってくるのは少しばかり紅くれないに色づいた木々といくつかのベンチ、そして御神木である大きな桜さくらの木だけである。


「ああ、慌あわてるでない。さっき言った通りここはあくまでも入り口にすぎぬ。今から『門』を開くので、お主ぬしらは下がっておれ」


「『門』？」


「そうじゃ」


　首をひねる弘ひろ司したちの前で、さくらは御神木の桜に近づくとゆっくりと幹に手をかざした。さくらの手が触ふれると同時に、御神木が白く光り始める。


「にゃ、なんか光ってるね。ホタルイカの漁りようみたい」


「夜の街のいかがわしいネオンのようにまぶしい光です～」


　美み亜あと千ち鶴づるのそんな言葉に、


「ええい、集中できぬから主らは黙っておれ！」


　さくらがうるさそうに叫ぶ。


「まったくこれだから頭の悪いネコとツルは…………ほれ、開いたぞ」


　ぶつぶつと文句を言いながらさくらが示した先──御神木の隣となりには、白く光る扉とびらのようなモノがぼんやりと浮かび上がっていた。


「これが『門』じゃ。『社やしろ』はこの地の守しゆ護ごの要かなめじゃからな。普段は余計なモノが入ってこぬように術で隠されておる」


「へえ、なんかすごいのね……」


　奈な々なが驚いたような声を上げる。


「それでは皆様、どうぞここからお入りを。ああ、入る時には私かさくらの手を握るのを忘れないようにしてください。時々転移に失敗して煉れん獄ごくなどに飛ばされてしまうこともありますので」


　淡々とした口調で、瑞みず葉はは何やら怖いことを言っていた。


「何、だいじょうぶじゃ。弘ひろ司しに何かあったのならば、例えそこが煉獄だろうと黄泉国よみのくにだろうと、すぐに儂わしが助けに向かう」


「さくら……」


「儂は弘司の妻つまじゃからのう」


　少し得意げにはにかむ。


「まあ、ネコとツルはそうなったら自力で戻ってくるがよい。儂には動物愛護の趣味はないのでな」


「む～、さくらのいぢわる」


「あらあら～、いけずですね～」


　美み亜あと千ち鶴づるがそれぞれに不満そうな顔をして、


「あたしはどうなるのかしら……」


　奈々が一人寂しそうにそうつぶやいていた。








　扉とびらの向こうは、何とも不思議なところだった。


　どこまでも広がる真っ白な空間。


　果ての見えないその広大な空間には、数十とも数百とも思えるほどの桜さくらの木が立っていて、そのどれもが九月にもかかわらず見事なピンク色の花びらを付けている。


　とても神秘的で幻想的な風景。何だか、前にあの妙みようなタヌキと会った夢の中の場所にどこか似ているというか……


「わ～、桜がいっぱい。なんか雪みたいだねっ」


「ここがさくらさんの属する場所なのですか～」


「キレイ……」


　隣となりでは、美亜たちも思い思いの感想を口にしている。


　そしてそれら無数の桜の木の中央には、高さ三メートルほどの生いけ垣がきに囲われた神社のような大きな建物があった。


「あれが『社やしろ』じゃ」


　建物を指差してさくらが言う。


「いちおうは、儂わしの実家にして生まれ故郷ということになるのかの。……ふん」


「？」


　なぜかその口調はあまり楽しそうなものではなかった。


「皆様、こちらです」


　瑞みず葉はに誘導されて、建物へと近づいていく。


　間近で見てみると、『社』はかなり大きなものだった。広さにしてざっと夕ゆう凪なぎ荘そう五つ分くらいあるだろうか。造りも立派で、神社というよりもちょっとした屋敷といった感じがする。


「へ～、さくらってすごいところに住んでたんだね～」


「羨うらやましい限りです～。私たち鶴女つるめ一族は六畳じよう一間のアパートに兄弟四人暮らしが普通でしたのに～。さすがは神しん霊れいというか～」


「さくらちゃん、実はお嬢じよう様？」


　美み亜あたちがそんな感想を述べる中、そのまま大人おとなの身長の倍ほどもある大きな門をくぐり敷地内（？）へと歩み入ると、


「あー、さくら様だー！」


「え、ほんとですかー？」


「どこどこー？」


　何やらやたらと元気な声とともに、建物の中からハカマ姿の小さい女の子（×三）がぴょこぴょこと跳はねるように飛び出て来た。


「この子たちは……？」


「あれは『木こノ葉は』どもじゃ。桜の葉から創つくられた式しき神がみの一種で、ここの管理や雑用などをやっておる」


　さくらが説明をしてくれる。


「シキガミ……？」


「まあ、分かりやすく言えば霊れい力りよくで動く人形のようなものじゃ。ただ──」


　さらに何か言いかけたさくらを、


「さくら様、お帰りー」


「ずっと会えなかったから寂しかったよー」


「首を長くして待っていたですー」


　獲物に襲い掛かる軍隊アリのように群がる女の子たちが遮さえぎった。


「ね、ね、そこの人たちはだれ？　さくら様の下げ僕ぼく？」


「違うよ、そっちの男の子はきっとさくら様の〝おっと〟だよー」


「え、そうなの？　さくら様、やりましたねー」


　矢や継つぎ早に言葉を浴びせてくる。


「──人形にしては、やたらとやかましいがの」


「はは……」


　女の子たちが楽しげにさくらにまとわりつく様子は、さくらを含めて、まるで保育園や幼よう稚ち園えんのお昼休みの光景を見ているようだった。……もちろん弘ひろ司しとしては余計なとばっちりを受けたくないから、口には出さないけれど。


「さ、皆様、とりあえずこちらの本殿までいらしてください。お茶をお出ししますから」


　建物の入り口のところで、瑞みず葉はが弘司たちに向かって手を振りながらそう言った。


「どうぞどうぞ、こちらへどうぞー」


「よければお荷物をお持ちしますよー」


「何てったってさくら様の〝おっと〟様ですからねー。丁てい重ちようにお迎えするですー」


　木こノ葉はたちに押されるようにして、弘司たちは建物の中へと入っていった。


　本殿の中も、外観通りどこかの上等なお屋敷のような造りになっていた。


　ひんやりとした板張りの廊ろう下か、広々とした部屋に高い天てん井じよう、池とシシオドシを備えた立派な屋内庭園まである。


　弘司たちが通されたのは、その中でも一段と広い客間のような部屋だった。


「粗そ茶ちやですが、どうぞー」


「ついでにお団だん子ごもどうぞー」


「食べて食べて飲みまくりやがれ、ですー」


　木ノ葉たちによって運ばれてきたお茶を飲みながら、しばらくは世間話に興じていると、


「ね、ね、それで『ぎしき』って何をするの？」


　好奇心（食欲）旺おう盛せいなネコマタ娘むすめが、団子を頰ほお張りながらふいにそんなことを言い出した。


「それをやるためにここまで来たんだよね？　それって楽しいの？　みんなでぱ～っと飲んで騒いで踊って何かおいし～ものを食べたりするとか？」


「お主ぬしは儀ぎ式しきを何と勘かん違ちがいしておるのじゃ……」


　さくらが呆あきれ顔になる。


「しかし、美み亜あさんの言われることも大きくは外れていないかもしれません」


　と、瑞葉が横から言った。


「『儀式』自体は真しん柱ちゆう結けつ界かいの補強のためにおこなわれるさくらの神しん[image: ]ぎ舞まいが主ですが、その後には祝いの宴うたげを開くことになっています。そこでは様々な料理や飲み物を振る舞わせていただきますので」


「わ～、そうなんだ？　やった、ごちそうごちそう♪」


　その言葉に美亜は無む邪じや気きに喜んでいたけれど、


「……しんちゅうけっかい？」


　その中に、弘ひろ司したちには聞き慣れない言葉があった。


「はい。この夕ゆう凪なぎ市全体には御ご神しん木ぼくを中心として大きな結けつ界かいが張ってあるのです。退たい魔まと地脈維持を兼ねたとても大きくて強力な結界。古いにしえより夕凪市を霊れい的てき厄やく災さいから守護するそれを私たちは真しん柱ちゆう結界と呼んでいるのですが、年に一度それを補強しなければならないのです」


「へえ……」


　そんなに大層なモノがあったんだ……


「そしてその補強には結界を構成している御神木──すなわちその化身たるさくらのチカラが不可欠となります。というよりも、さくらがいなければこれらの結界を維持できないと言った方が正しいかもしれません」


　瑞みず葉はがそう説明してくれて、


「ちなみに毎年九月にやるのは、十月にはさくら様のチカラが減退するからなのですー」


「十月は神無月かんなづき、神がチカラを弱める月ですからねー」


「さくら様もだめだめになるのですー」


　木こノ葉はたちがそんなことを付け加えた。


「にゃ～、何だかよく分かんないけど、さくらって意外とすごいんだね～」


「ただの道どう祖そ神しんではなく祭神レベルだったのですか～、驚きました～」


「夕凪全体だとか退魔だとか、何だかスケールの大きな話ね……」


　お茶を飲みながら、美み亜あたちも感慨深げにそうつぶやいていた。


　その後も色々と『儀ぎ式しき』や『社やしろ』についての話を教えてもらい、


「──さて、それではそろそろ儀式の準備を始めようと思います」


　ひと通り話が終わったところで、瑞葉が立ち上がった。


「あまり時間に余よ裕ゆうがあるわけではありません。なるべく早く済ませてしまうに越したことはありませんから」


「そうですねー、準備準備ー」


「がんばりますですよー」


「木ノ葉ぱわーを見せてやるです」


　木ノ葉たちもちょこまかと動き出す。


「そういうわけですので、弘司様たちは適当にくつろいでいてもらえますか？　この本殿の中でならご自由にしていただいて構いませんから」


「はあ……」


　まあ、やることがあるのなら仕方がないだろう。


「それでは、失礼します」


「また後での、弘司」


　そう言って、瑞葉とさくらも行ってしまった。


　結果、本殿の中には、弘ひろ司し、美み亜あ、千ち鶴づる、奈な々なの四人が残される。


「どうしようか？」


　奈々たちの顔を見回して訊きいてみる。


「うーん、まあ言われた通りにここでくつろいでるしかないんじゃない？　勝手にうろうろすると瑞みず葉はさんたちに迷めい惑わくがかかりそうだし。……特に美亜ちゃんとか」


「そうだね……」


「にゃ？」


　放っておくと何やら色々とやらかしそうなネコマタ娘むすめ（落ち着きなし）を見ながらうなずく。


　というわけで、各自で適当に時間を潰つぶすことにしたのだけれど。


「う～、ひまだよ～……」


「はい～、翼つばさを奪われた紅あかブタさんの気分です～」


「言っちゃ悪いけど、ここ何もないもんね……」


　すぐにやることがなくなった。


　最初こそはちょっとした体育館のように広いタタミの上で開脚前転をやったり（美亜）、庭園の池のほとりで鯉こいにエサを与えたり（千鶴）、本殿に置いてあった壺つぼを眺めたり（奈々）していたものの、すぐにそれらにも飽あきてしまったようだった。


「さくらちゃんたちはまだまだ忙しそうだし……」


「うーん……」


　瑞葉やさくら、木こノ葉はたちは時折こちらに姿を見せるものの、常に忙しく動き回っているため、声をかけたりするのはためらわれた。


「んー、何かやることはないかな…………あ、そうだ。だったらあたしたちも瑞葉さんたちを手伝おうよ。ほら、瑞葉さんたちが忙しそうにしてるのにあたしたちだけだらだらしてるのもアレじゃない？」


　奈々がそう提案した。


「にゃ、そうだね、ひまだし」


「退たい屈くつはお肌の大敵です～」


　美亜と千鶴も賛成する。


　確かに、ここでだらだらとヒマを持て余しているよりはそっちの方がいいかもしれない。


「うん。じゃあそうしようか」


　その旨むねを申し出ると、瑞葉は少し戸と惑まどいつつも、快く了承してくれた。


「お客様であるあなた方に働いていただくのも気が引けるのですが……では、お願いしてもよろしいでしょうか？」


「はい」


「ありがとうございます。──それではさっそくで悪いのですが弘司様、この本殿から少し離れた場所に物置があるのですが、そこから儀ぎ式しきに使う神具を取ってきていただけますか？　それなりに重いもので、私たちだといささか大変で……」


「あ、はい。いいですよ」


「よろしくお願いいたします。案内も兼ねてさくらを同行させますので。──さくら」


「む？」


　庭で何やら作業をしていたさくらが、手を止めて弘ひろ司したちを見る。


「さくら、悪いけれど弘司様といっしょに『蔵くら』まで行ってくれませんか？　取ってきてほしいものがあるのです」


「…………『蔵』か」


「よいでしょう？　弘司様もいっしょなのですから」


「……」


　何やらさくらは複雑そうな顔をして少し迷っているようだったが、


「……分かった。よかろう」


　やがてこくりとうなずいた。


　それを見ていた美み亜あたちが、


「はいはいっ、ヒロが行くならわたしも行く～」


「弘司さまが行かれるところには常に私の姿もあるのです～」


　即座に（〇・七秒）そう名乗り出るものの、


「……申し訳ありませんが、美亜さんたちには他ほかにお願いしたいことがあります。もう少しで『儀式』も始まりますので」


「え～」


「あらあら～」


　そんな言葉を返され、不満そうに唇くちびるを尖とがらせていた。


「そういうわけです。すみませんが二人だけで頑がん張ばってきていただけないでしょうか？」


　瑞みず葉はがなぜかちらりとさくらの顔を見て、そんなことを言った。


「……ふ、ふん、瑞葉め、余計な気を遣つかいおって」


　弘司にはその意味がさっぱり分からなかったが、さくらは微び妙みように頰ほおを赤らめながら何やらぶつぶつとつぶやいていた。


「ほ、ほれ、行くぞ弘司」


「あ、うん」


　さくらに急せかされて、弘司は歩き出した。
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　というわけで、さくらと二人で物置へと荷物を取りに行くことになったのだけれど。


「うわ……」


　本殿から物置へと至る道は、まるでちょっとした迷路のようであった。


　どこを見ても同じような景色が延えん々えんと続いていく。


　真っ白な空間のあちこちに無数に生える桜さくらの木と、そこから降り注ぐたくさんのピンク色の花びら。白とピンクとが複雑に混じり合って不思議な色の流れを作り出している。


　しかも降り注ぐ花びら一つ一つの色がやけに鮮明で、見ていると何だかそのまま吸い込まれていきそうな感覚に襲われる。まるで視界いっぱいに広がる万まん華げ鏡きようでも見ているような気分というか……


（なんか……気持ちよくなってきた──）


　蜜みつの香りに誘われたカブトムシのように思わずふらふらと桜の木の方へと歩いていきそうになったところで、


「──ろし、弘ひろ司し！」


「……え？」


　ぺちぺちと頰ほおを軽く叩たたかれて、弘司は我に返った。


　見ると、目の前には心配そうに弘司のことを見上げるさくらの顔。


「あれ、僕……」


「しっかりせよ。だいじょうぶか？　気を付けよ。この辺りの桜には幻げん惑わく効果があるのじゃ」


「幻惑効果？」


「そうじゃ、見る者を惑まどわせ迷わせ目的地へ辿たどり着けなくさせる。それゆえにここは無限回かい廊ろうとも呼ばれておる。貴き重ちような神具のある『蔵くら』へおいそれと侵入者を近づけさせぬためのものなのじゃが……最初に言っておくべきじゃったな、すまぬ」


「あ、いや」


　たとえ事前に言われていたとしても、こんな見事な桜吹雪ふぶきを目の前にしてはきっと見み惚とれずにはいられなかったに違いない。


「とにかく、何か手段を講じなくてはな。ただでさえ弘司は体質上、こういったモノには反応し易やすいのじゃから。ふむ……」


　さくらはしばし何かを考え込むような素振りを見せ、


「…………むう、やはりこれが一番か。──ほ、ほれ」


　ためらいがちに、その小さな手を差し出してきた。


「ええと……？」


　意図がよく分からない弘ひろ司しに、さくらはなぜか少し焦あせった顔で目を逸そらした。


「こ、これは、その、何じゃ、離れて歩いているとまたお主ぬしだけ幻げん惑わくされてしまう可能性があるじゃろ？　それだといつまで経たっても『蔵くら』まで辿たどり着けんし……。儂わしに触ふれていればその点はだいじょうぶなのじゃ……だから、そのだな──」


　要するに手を繫つなぐようにと言っているらしい。


「うん、じゃあ頼むね」


「う、うむ」


　微び妙みように挙動不審なさくらの手を握り、舞い散る花びらの中を進んでいく。


　しばらくすると、立ち並ぶ桜さくらの木の中に大きな建物がぼんやりと見えてきた。正面に大きな扉とびらのある、石造りの二階建ての建造物。


「見えてきたな。あそこじゃ」


　弘司の手を握ったままさくらが顔を向けた。


「『社やしろ』における様々な神具、祭具を収納している物置……通称『蔵』という」


「もしかしてあそこにも何か仕掛けがあったりするとか？」


　さっきの桜の例があったので訊きいてみると、さくらは首を横に振った。


「いや、特に心配することはない。ただここには神具や祭具が仕し舞まってあるため、それらのチカラが暴走しないように特別な封ふう神しん結けつ界かいが張られておる。ゆえにこの中では霊れい力りよくや神しん力りよく、妖よう力りよくの類たぐいはいっさい使うことができんが、それはお主ぬしにはあまり関係なかろう？」


「あ、うん」


　確かに、そういったオカルトというかファンタジーなチカラを直接使うことができない弘司には無用な心配である。


「では入るぞ」


　さくらの手によって扉が開かれて、弘司たちは中へと入った。


　物置の中は薄暗く、灯あかりといえば格子こうし窓から降り注ぐ僅わずかな光だけだったが、それでも視界に困るというほどではなかった。


「けっこう広いんだね……」


　辺りを見回しながら弘司が素直な感想を口にすると、さくらは先生が生徒にするような物知りげな顔で人さし指を立てて、


「いちおう二階建てじゃからの。ああ、暗いから足下には気を付けるのじゃぞ。儂わしはここの構造を熟知しておるからよいが、初めて入るお主にはなかなか危ないので──ぬおっ!?」


　べちゃり。


「さ、さくら！」


　などと説明をしている途中で、足下にあった箱のようなものにつまずいてそのまま転んだ。


　顔面から地面へとストレートに突っ込む、見事な転びっぷりだった。


「だ、大丈夫？」


「む、むう何とか……。あ、い、いや、というか今のは違うのじゃ！　た、たまたま少しばかり立ちくらみがして倒れただけで、け、決してこの箱につまずいたわけではない！」


「……」


「ほ、本当じゃぞ？　神たる儂わしがこんなものにつまずくなど……え、ええい、このジャマな箱め。あっちへ行け」


　涙なみだ目めでげしげしと箱を蹴けりつけるさくら。


　相変わらずヘンなところで意地っぱりだなーと思いつつ、弘ひろ司しはそれ以上は追及しないことにした。


「──こ、こほん。さ、さて、持っていくのは凶マガ事ゴト祓バライノ剣ツルギ、御ミ霊タマノ鏡カガミ、反ハン魂ゴン玉ギヨクじゃったな。あれはどこに仕し舞まってあったか……」


　気を取り直すかのように、さくらが辺りを見回した。


　物置の中は一階部分と二階部分とに分かれていて、それらは小さな梯子はしごによって結ばれている。さくらはまずは一階部分から見て回るつもりらしく、とてとてと奥へと入っていった。


「おそらくこの辺りにあると思ったのだが……弘司よ、すまぬがお主ぬしも適当にそこらの箱を開けて調べてみてくれぬか？　剣か鏡か玉が見つかったら、儂に教えてくれ」


「ん、分かった」


「頼むぞ。……まったく、早く探し出してこんなところからは立ち去りたいわ」


「？」


「ああ、こっちのことじゃ。気にするな」


　ふるふると首を振って、さくらは辺りに無む造ぞう作さに積み重ねてある箱を調べ始めた。


　それに倣ならって、弘司も近くにあった箱をいくつか開けてみる。


「うーん……」


　箱の中からは、弘司には何に使うのかほとんど分からないモノが次から次へと出て来た。色々な形に切られた紙、やたらと大きな杯さかずき、皮袋に詰められた緑色の粉。中にはなんか明らかに邪じや神しん像ぞうにしか見えない置物や、呪のろいのワラ人形を巨大化させたようなモノまであったが（……このアヤしさからしてさくらの趣味？）、これらはきっと見なかったことにした方がいいんだろう。


「こっちにはないみたいだよ、さくら」


「そうか。こちらもハズレじゃな……」


　三十分ほどかけて一階の大部分を調べてみたが、さくらの言う剣や鏡、玉などは見つからなかった。


「……むう、ということは二階じゃろうか」


　さくらが腕うでを組んで見上げる。


「本来は一階に置いておくはずなのに、おそらく木こノ葉はのやつらが去きよ年ねんの片付けの時に適当に仕し舞まいおったのじゃろう。まったく……」


　ぶつぶつと言いながら二階へと続く長い梯子はしごを上り始める。


「ほれ、弘ひろ司しも早く来るがいい」


「あ、うん」


　だが次の瞬間。


「ぬ？」


　古くなって腐くさっていたのか、木製梯子の足掛けの部分がみしりと折れ、


「さくら！」


「のおっ!?」


　そのままバランスを崩くずしたさくらが、両手をぱたぱたと振り回しながらまっ逆さかさまに地面へと向かって落ちてきた。


「危あぶない！」


　とっさに飛び出した弘司は何とかぎりぎりのところでさくらの身体からだをダイビングキャッチすることに成功したものの、


　赤旗を見たスペインの闘牛のように後あと先さき考えずに慌あわてて飛び出した勢いは止まらず、


　がたがたどたん！


　そのまま近くの箱を巻き込んで、盛大に地面にすっ転がった。


「い、いたたた……さくら、大丈夫？」


　身体を起こしながら、腕うでの中のさくらの無事を確認する。


「わ、儂わしは平気じゃ。それより弘司は……」


「僕も大丈夫。頑がん丈じようなのだけが取り得だから……」


　普段から奈な々なの鉄てつ拳けん等で鍛きたえられているため、耐久性には少しだけ自信がある。……自じ慢まんはできないけれど。


「そ、そうか、ならば良かった…………っ!?」


　と、ふいにさくらの顔が食べ頃のプチトマトのように真まっ赤かになった。


「ん？　どうしたの、さくら」


　尋ねると何やらもじもじと口を動かし、


「い、いや、その、だな。この体勢はいささか問題があるというか、いちおう儂らはまだきちんとした契ちぎりを交わしていないわけだし……」


「？　……あ」


　そこで気付いた。


　自分たちの今の状態……自分が、ほとんどさくらを横抱きに抱きかかえるようなカタチになっていることを。
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　弘ひろ司しの両手はさくらの背中と腰こしに回され、さくらの両手は弘司の首に回されている。二つに結ばれた髪かみの毛が目の前にあり、風ふう鈴りんのようにゆらゆらと揺れている。互いと互いの顔の距離は、ほんの数センチくらいしかなかった。


「ご、ごめん」


　慌あわてて離れようとするもののそれもそれで何となく悪いような気がしてできず、結果として弘司にできたのは少しだけ顔を逸そらしつつ現状を維持することだけだった。


「い、いや、弘司は悪くない。儂わしを助けてくれたのじゃから」


　腕うでの中のさくらがぶんぶんと首を振る。


「そ、そう？」


「う、うむ」


「……」


「……」


「と、とにかく助かった。儂はもうだいじょうぶじゃ──」


　慌あわてた顔で立ち上がろうとして、


「と、つつ……」


　その途中で、小さく顔をしかめた。


「さくら、ケガして？」


「む、そのようじゃな……なに、だいじょうぶ、これくらい大したことはない。放っておけばすぐに治る」


「え、でも……」


　スカートから伸びた細い足には、落ちた時にできたのか小さな傷があった。擦すれたような赤い傷。少しだけど血も出ていて、その状態で放っておくのはためらわれた。


　なので。


「ちょっとごめん」


「ぬ、ぬっ？」


　ポケットからハンカチを取り出して血を拭ふき取る。治療とまではいかないまでも、せめてこれくらいはしておきたかった。


　さくらも最初は驚いていたようだったけれど、すぐに大人おとなしくなった。


「……す、すまぬな。普段ならばあの程度の高さから落ちても何ということはないのだが、この中では神しん力りよくが封じられてしまっているため、うまく対処できなかった。夫にこのような迷めい惑わくをかけてしまうなどと、妻つまとして失格じゃ……」


　しょんぼりとした声でそんなことを言う。


「気にしないでいいって。これくらい何てことないから」


「うむ……」


　そのまま、何となく並んで物置の一角に腰こしを下ろす。


「……」


「……」


　ちょっとした沈黙。


　天てん井じよう付近にある格子こうし窓の隙すき間まから、光に混ざってピンク色の花びらが時折ひらひらと舞い落ちてくる。舞い落ちた花びらは床に落ち、しばらくするとまるで雪が溶とけるかのように空気の中に消えていく。何でも『社やしろ』に咲く桜さくらは神力によって造り出されているものなので、神力を封じるこの物置の中では存在を保てないのだとか。箱調べの途中で、さくらがそう教えてくれた。


　目の前で、降っては消えていく桜の花びら。


　それらを眺めながら弘ひろ司しが何となく物思いにふけっていると、


「……」


　ふいにきゅっと、横から服の袖そでが握られた。


「さくら？」


「……」


　不ふ審しんに思って声をかけてみるも、さくらは何も答えない。ただ袖を握る腕うでに力がぎゅっとこもったような気がした。


「どうしたの？　どっか具合でも──」


「…………ダメじゃ」


「え？」


「やはりダメじゃ……。少しだけでいいから、こうさせていてくれぬか……？　ここにいると、どうにも気持ちが落ち着かなくて……」


「それはいいけど……」


　いったいどうしたっていうんだろう？　こんな心細そうな顔のさくらを、弘ひろ司しは今まで見たことがなかった。


「すまぬな……」


　消え入りそうな声でつぶやき、それきり再びさくらは黙り込んでしまった。


　弘司の服の袖そでを握ったまま、立てた両膝ひざの間に顔を落とす。


　そのままどれくらい経たったか、


「……ここには、あまりいい思い出がないのじゃ」


　やがてしぼり出すようにぼそりと声を発した。


「ここって、この物置に？」


「……ああ」


　こくりとうなずく。


　そういえばいつだったか、オシオキで物置に閉じ込められたことがあるとか言っていたような気がした。でもそれだけで、ここまで沈んだ様子になるものなのだろうか。


「…………いや、正確に言えばここだけではないな。この『社やしろ』自体に、あまりいい思い出がないと言った方が正しいか」


「ここ自体に？」


　それってどういうことなんだろう。この『社』はさくらの実家で生まれ故郷だと言っていた。そこにいい思い出がないっていうのは……


「……そうじゃな。お主ぬしには、話しておくべきかもしれんな」


　さくらが、ゆっくりと顔を上げた。


「聞いて、くれるか？　…………儂わしの、昔の話じゃ」





　　　＊





　一方その頃美み亜あたちは。


「にゃにゃにゃにゃ～♪」


「う～ん、なかなか難しいですね～」


「な、なんであたしたちがこんなことを……」


　なぜか、三人揃そろって踊っていた。


「ほらほらー美み亜あさん、もっと腰こしを入れなきゃだめですよー」


「せっかく私たちが直じき々じきに儀ぎ式しきの前に踊る御ご前ぜん神楽かぐらを指導してるんですから、がんばってくださいー」


「ふぁいとですー」


　へにゃへにゃと頼りない腰付きで踊る美亜たちを、木こノ葉はが叱しつ咤たする。


「にゃ～、ネコマタ秘伝のねこねこ音おん頭どなら得意なのにな～」


「鶴女つるめ一族の習得要よう綱こうに舞ぶ踊とうはないのです～」


「あ、あの瑞みず葉はさん、本当にこれが必要なんですか？」


　必死な顔で踊りながら奈な々なが尋ねる。


「その、『儀式』とかいうのの前に、御前神楽？　の踊り手が必要で、それをあたしたちに頼みたいって……」


　すると瑞葉は心持ち目を横に逸そらして、


「…………はい」


　と少し遅れてうなずいた。


「何だか、その微び妙みような間が気になるんですけど……」


「…………そんなことはありません」


「でも……」


「…………ありません」


「……」


　明らかに怪しい瑞みず葉はへ疑いの目を向ける奈々に、


「ほらほらー、そこー。むだぐちたたいてるヒマがあったらどんどんいくですよー」


　木ノ葉の叱しつ責せきが飛んできた。


「こうなったら私たちがあなた方をどこに出しても恥ずかしくない神楽使いに仕上げますからねー」


「気合入れてやるですー」


「あ、う、うん」


　いつの間にか手に竹刀しないを持ちサングラスをかけた木ノ葉たちに呼ばれて、奈々は踊りの輪へと戻っていった。


「……」


　その後ろ姿を見送りながら、瑞葉は小さくため息を吐ついて、


「……弘ひろ司し様、お願いします。あなたならばきっと──」


　遠くを見ながら、そうそっとつぶやいたのだった。








　　　３




「……ついぞ数年前まで、儂わしはほとんどこの『社やしろ』から出たことがなかったのじゃ」


　さくらの話は、その一言から始まった。


「来る日も来る日も、やることと言えば修行と学問、儀ぎ式しきと祭事。出来が悪いと懲ちよう罰ばつとしてこの『蔵くら』に閉じ込められた。『社』の外に出られたとしてもそれは役目がある時だけ……。同行者の監かん視しのもとに邪じやを滅めつし、封印する。終わればすぐに『社』へ逆戻りじゃ。儂にとって世界はこの『社』の中が全すべてで、それ以上でもそれ以下でもなかった」


「どうしてそんな……」


　思わず言葉が漏もれてしまった。


　だってそれじゃあまるで監かん禁きんされていたみたいな……


「詳くわしいことは儂にも分からんよ。だがそれがここの──木霊こだまの家の方針だったらしい」


　淡々とした口調で、さくらが言う。


「礎いしずえたる神しん霊れいを管理して結けつ界かいと境界を維持する木霊の家。他ほかの宗家と比べてただ一つ神霊を保持していた神籬ひもろぎの家系だけに、秘蔵たる神のチカラを他ほかに見せたくなかったのかもしれぬが……しょせん儂には与あずかり知らぬことじゃ」


「コダマって……瑞みず葉はさんの？」


　確か瑞葉は児こ玉だま瑞葉と名乗っていた。でもあの人はとてもそんなひどいことをしそうな人とは思えない。


　するとさくらは、


「いや瑞葉は違う。むしろ瑞葉は儂を自由にしてくれたのじゃ」


　そう言って、首を振った。


「儂が自由になれたのは、瑞葉が木霊の当主になった時からなのじゃ。あやつは子供の頃から色々と儂のことを気にかけてくれていたからの。そっけないように見えて、あれであやつは一番儂のことを気遣づかってくれておる。……まあ、どうにも堅苦しいのが玉に瑕きずじゃが」


　さくらが苦笑する。


「それにあやつはけっこうなやり手なのじゃよ。酒を飲んだ勢いで先代であったあやつの叔お父じのところに乗り込んで壮そう絶ぜつな殴なぐり合いをした挙あげ句くに刀を突きつけて脅おどして半ばムリヤリ儂の解放を認めさせたと聞いておる」


「そ、そうなんだ……」


　瑞葉さん、色んな意味ですごい人です。


「まあ他にも焰ほむらの家の助けなどもあったとのことなのだが……いずれにせよ瑞葉のおかげで儂は自由になれたのじゃ。だから儂わしは瑞みず葉はには感謝しておるし、今の『社やしろ』は別に嫌いではない。あやつがいなければ、今でも儂は外の世界を知らずにただここで在るだけじゃったろうからの」


　さくらが感慨深げにつぶやく。


　どうやら、さくらの瑞葉に対する感情は別に悪いものではないみたいだった。


「とはいえ、やはりここに対する苦手意識は残っていての。今でも『社』や『蔵くら』に来ると落ち着かないというかどことなく不安な気分になるのじゃ」


「だったら何で……」


　瑞葉はそんなところにわざわざさくらを行かせたのだろう。案内だけなら、木こノ葉はのだれかか瑞葉自身がしてくれればそれで済んだ話なのに……。


　弘ひろ司しが訝いぶかしんでいると。


「……それはたぶん弘司、お主ぬしがいたからじゃ」


「？　僕が？」


「うむ」


　さくらがこっくりとうなずく。


「お主の人柄は瑞葉も知っておるからの。何の見返りも求めずに汚お物ぶつにまみれていた御ご神しん木ぼくを掃そう除じし、酩めい酊ていしていた見ず知らずの瑞葉を介かい抱ほうし、その後も突然訪れた儂を嫌いやな顔一つせずに迎え入れてくれた人間。そして儂の夫に選ばれた者。今どきの人間にしては稀け有うな性質の持ち主じゃ。そんなお主だからこそ、瑞葉はわざと儂をお主と二人で『蔵』に行かせたのじゃろうて」


「それって……」


「あやつは考えたのじゃろう。お主ならば、あるいは儂の嫌いやな思い出を何とかしてくれるのではないのかと、な。…………ふん、認めるのも何だかあやつの企みに乗せられたようで癪しやくだが、その読みは当たっておる。お主に触ふれていると、心が落ち着いてくるのじゃ。ここにいても……それほど息苦しくもなくなった」


「さくら……」


「不思議じゃな。お主の体質……人ならざるモノを引き寄せる『統ま神と者め』としてのチカラもあろうが、それ以上にお主には他ほかの者の心を落ち着かせる不思議な力があるような気がする。何じゃろう、まるで陽ひだまりのような暖かさというか……」


「僕は、そんな……」


　首を振る。


　美み亜あにも同じようなことを言われたような気がするけど、自分はそんなにいいものじゃないと弘司は思っている。


「ふふ、自覚がないのもお主のいいところじゃ。ネコもツルも奈な々なもそれに絢あやも、お主のそういうところに惹ひかれているのだろう。無論──」


　そこまで言うとさくらは少し頰ほおを赤くして、


「…………む、無論、儂わしもじゃがな」


　ぴったりと弘ひろ司しの腕うでに身体からだを寄せて、そんなことを言った。


「あ、え……」


「た、たまにはこういうのもよいじゃろう？　いつもは、その、ネコやツルなどがいるのでなかなか思うようにはできぬが……。だけど──儂も甘えたいのじゃ。…………だめ、か？」


　懇こん願がんするような目で見上げてくる。


「あ、い、いや、ダメってことは……」


　ない。決してないんだけど……。でもこんな弱気というか外見相応なさくらを見るのは初めてで、弘司としてはどう対応していいか若じやつ干かん困る部分があった。


「では、おっけ～じゃな」


「あっ──」


　弘司の返事を最後まで待たず、ぱふっと胸に抱きついてくるさくら。小さな重みが弘司の身体にかかると同時に柔らかい香りが鼻をくすぐり、心臓が少しだけどくりと動いたような気がした。


「ふふ、弘司の身体は温かいな。それにとても大きい」


「さ、さくら」


「こういうのもいいものじゃな……。やたらと抱きつきたがるネコやツルの気持ちも少しは分かるような気がする」


　気持ち良さそうにそんなことを言う。


「う、うーん……」


　まあ……いいか。


　普段から抱きつかれ慣れている美み亜あや千ち鶴づるとは違って、さくらに改めてこんなことをされるのは恥ずかしいといえば恥ずかしいのだけれど、でもたまにはこんな甘えたがりな神様幼女も悪くないかもしれないなーなどと思ってしまった。


「幸せじゃ……」


　そのままたっぷり二十分ほど、カンガルーの子供のようにくっついた状態でごろごろとした後、


「──ありがとう、弘司」


　さくらがゆっくりと顔を上げた。


「弘司のおかげでだいぶ気持ちが楽になった。ここに居ても以前のように息が詰まるということはない……。本当に感謝しておる」


「そんな、僕は別に……」


　何か特別なことをしたわけじゃない。ただされるがままになっていただけで、言ってみれば抱きマクラみたいなものだし。


　だがさくらは首をふるふると振って、


「いいのじゃ。お主ぬしはただそこに居てくれるだけで良い。それだけで……これからは儂わしも前を向いて行けるような気がするのじゃよ」


「うーん……」


　そういうものなのだろうか？


　やがてさくらはゆっくりと弘ひろ司しから身体からだを離し、


「さあ、そろそろ探し物を片付けてしまおう。いいかげん戻らんと瑞みず葉はや木こノ葉はがうるさいだろうからの」


　何かを吹っ切ったような、どこか晴れやかな表情でそう言ったのだった。
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『儀ぎ式しき』は本殿ではなく、御ご神しん木ぼくの前で行われるらしい。


　入ってきた『扉とびら』の横にそびえ立つ巨大な桜さくらの木。


　無事に荷物を探し当てて戻ってきた後、瑞葉にそう言われて弘司は一人ここに案内されてきたのだった。


　ちなみにさくらや美み亜あたちは着替えがあるとのことで（何でも儀式用の正装に着替える必要があるらしい）、まだ本殿に残ったままである。


「すごいな……」


　御神木は、いつの間にかたくさんの飾り物で覆おおわれていた。


　つい数時間ほど前にここに来た時は何もなかったのに、今は鏡かがみや玉ぎよくなどの種々の祭具が幹や枝の周辺に置かれ、さらには立派な祭さい壇だんのようなモノまでが備え付けられている。


「こんなに本格的なんだ……」


「そりゃそうですよー」


　と、木ノ葉が弘司のつぶやきに答えた。


「何ていったって御神木は『儀式』の要かなめですからねー。それはもう結婚式における新婦のお色直しのごとく立派に飾らなきゃなりません。御神木はこちら側と公園があるあちら側の両方に二重存在しているのですから、なおさらですねー」


「二重存在……？」


「ええ、そうですー。御神木はこちら側とあちら側を繫つなぐ媒ばい介かいにして、真しん柱ちゆう結けつ界かいの要となる礎いしずえにして、『社やしろ』を形作る源。御神木を基点にあちら側と対ついをなすようにして『社』は存在しているのですー。ゆえに御神木はこちらとあちらの両方の世界に唯一にして同時に存在し得る二重存在と言えるのですよー」


　木こノ葉はが両手を腰こしに当てる。


「そしてこちら側の御ご神しん木ぼくに起こった現象はあちら側の御神木にも影響を与えます。逆もまた然りですが。さらに『儀ぎ式しき』により実際に結界補強の要かなめとなるのはこちら側の影響を受けたあちら側の御神木なのであり、ゆえにこちら側の御神木を飾りつけることは『儀式』において間接的に非常に有益なのですー。分かりましたかー？」


「……」


　あんまりよく分からなかったです。


　頭の上にハテナマークを三つほど浮かべる弘ひろ司しを見て、


「うーん、弘司さんってもしかして頭悪い人ですかー？」


「良りよう妻さい愚ぐ夫ふというやつですねー」


「もう少し勉強するですー」


「うっ……」


　何やら傷つくことをずけずけと言われまくり、弘司が微び妙みようにへこんでいると、


「──木ノ葉、それくらいにしておきなさい」


　見かねたのか、瑞みず葉はが助け船を出してくれ──


「例えそれがこの上なく真実でも、あまり物事をはっきりと言っては失礼ですよ。弘司様とて弘司様なりに必死に理解しようと努めておられるのですから」


　──たように思えたのは、弘司の勘かん違いだったのかもしれない。


　というかこっちの方が弘司の胸には堪こたえます……


「それよりそろそろ『儀式』を始めます。あなたたちも所定の位置に付いてください」


「はいですー」


　瑞葉の言葉を受けて、木ノ葉たちがとことこと御神木の方へと歩いていった。


「……何か？」


　その後ろ姿を見ながら、弘司の視線に気が付いたのか瑞葉が首を傾けた。


「いえ……」


　この人もこの人でやっぱり色々と問題がある人かもしれないなーと、少しだけ思った。





　そしていよいよ『儀式』が始まる。








　それまでの比較的お気楽な雰囲気とは違い、『儀式』は非常に厳おごそかな空気で始まった。


　コップの縁ふちまで入れた水のような、ピンと伸ばした糸のような、どこか張り詰めた雰囲気。


　御神木の周りには正装した瑞葉と木ノ葉たちが座り、皆一様に神しん妙みような面おも持もちで御神木を見つめている。


　そんな中、木こノ葉はたちの後ろでぽわぽわした顔をしながら楽しそうに辺りを見回している巫み女こ服姿の美み亜あ・千ち鶴づる・奈な々な（主に前二者）だけが、何だかものすごーく浮いていた。


「それではこれより、木霊こだま家の名において結けつ界かい補強の儀式を執り行います」


　瑞みず葉はが改まった口調でそう宣言した。


「まずは露払い──御ご前ぜん神楽かぐらから行います」


　その言葉に音もなく木ノ葉たちが立ち上がり、三人揃そろって踊り始める。その動きは実に慣れたもので、見る者の目を惹ひき付ける何かがあった。


「へえ……」


　ただのやかましいだけの三人娘むすめじゃなかったんだなーと、弘司は少しだけ感心した。


　ちなみにその後ろで、何やら頼りない腰こしつきの美亜たちが怪しげな動きをしていたことについては、とりあえず見なかったことにしようと思った。


　やがて木ノ葉たちの御前神楽は終わり。


　いよいよさくらの登場となった。


「さくら──お願いします」


　瑞葉の声とともに、真っ白な巫女服を身に纏まとい全身に様々な装飾品を着けたさくらが、御神木の陰からゆっくりと姿を現す。


　その右手には物置から取ってきた古めかしい剣つるぎを持ち、左手にはやはり取ってきた鏡かがみ、虹にじ色に輝く玉ぎよくを下げていた。


　御神木の前までやって来ると、さくらは静かに口を開いた。


「ではこれより、さくらこと天あめの御み中なか桜さくら姫ひめによる真しん柱ちゆう結界補強の儀式を行う。──瑞葉」


「はい」


　合図に従い、瑞葉が懐ふところから笛ふえを取り出して口に当てた。


　静かでどこか懐なつかしいような音楽が流れ始める。


　それに合わせて、さくらがゆっくりと身体からだを動かし始めた。


「あ……」


　流れる水のように、ささやく風のように、全身に着けた装飾品を鳴らしながらさくらが舞う。


　先ほどの木ノ葉たちのものとはまた違う、静せい謐ひつで清せい浄じような舞。


　まさに美しいという言葉がふさわしい。


　そんなさくらの動きに呼応するかのごとく、やがて御ご神しん木ぼくが白く光り出した。


　幹が、枝が、舞い散る花びらまでもが淡い光に包まれていく。


「すごい……」


　その光景は今まで見たことがないほど神秘的で幻想的なもので、思わず身を乗り出して見入ってしまった。


　白い光の中。


　舞い散る花びらに溶け込むかのように、それと同じくらい白いさくらが舞い踊る。


　それはまるで映画のワンシーンでも見ているかのようだった。


　そんな時間がどれくらい続いただろう。


　やがてさくらは舞を止めると、持っていた剣つるぎを胸の前にかざし、何やら呪じゆ文もんのようなものを口にした。


　すると次の瞬間、御ご神しん木ぼくの光が一段と強さを増したかと思うと、それらは閃せん光こうとなって弾はじけるように拡散した。


「うわっ！」


　その眩まばゆさに反射的に目を閉じる。


　マブタを通して射し込んでくるほど強い光。


　光はざっと十秒ほど続き、後は波が引くようにして消えていった。


　弘ひろ司しが再び目を開けた時には白い光はすっかり消えており、目の前には色とりどりに飾られた御神木が少し前と変わらぬ姿でそこにあった。


「──これで終了、じゃ。結界は補強された。もう心配はいらぬ」


　少し疲れたような顔で、さくらがつぶやく。





　こうして、儀ぎ式しきは終わりを告げた。








　　　５




「それでは、儀式が無事に終了したことを祝いまして乾かん杯ぱいをいたします」


「待ってましたにゃ～！」


　美み亜あの楽しげな声と瑞みず葉はのひっそりとした音おん頭どとともに、お祝いの宴うたげが始まった。


　御神木の下に敷かれた大きなシートと、その上に並べられた料理や飲み物の数々。


　みんな思い思いにそれらをつまみながら、談笑をする。


「えへへ～、おいしいにゃ～」


「なるほどなるほど～、これは鰯いわしと鯖さばで出だ汁しを取っているのですね～」


「ふ、ひと仕事の後の牛乳はたまらんの」


「この栗くり金きん団とん、いい味……あ、こっちのお饅まん頭じゆうも……」


　とにかく食べまくる美み亜あ、出された料理について分析する千ち鶴づる、パックのまま両手でこくこくと牛乳を飲むさくら、何だかんだで美亜の次くらいにけっこう食べている奈な々な。


　それはまるで、ちょっとしたお花見やピクニックのように和なごやかな光景で、こういうのもいいもんだなーと弘ひろ司しがささやかに幸せな気分に浸っていると。


「あー、弘司さん。いちお忠告しときますけど、そろそろ気を付けた方がいいですよー」


　隣となりにいた木こノ葉はにそんなことを言われた。


「？　気を付けるって、何に？」


「鬼おにが目覚めるのですー」


「凶きよう悪あくで恐ろしい地じ獄ごくからの使者が、その鋭い牙きばを我々に向けるのですー」


「??」


　木こノ葉はたちの言っていることがさっぱり分からずに首をひねっていると、


「弘司く～ん、飲んでる？　ひっく」


　ふいに、後ろから何かにぎゅっと抱きつかれた。


　何やら大きくて柔らかい感触。いつもの美み亜あや千ち鶴づるに抱きつかれるのとはまた一味違う、ボリューム溢あふれる弾だん力りよくが弘司の背中を襲う。


「な、いったいだれ──」


　振り返りかけて、そこで言葉が止まった。


　弘司の首に腕うでを回すようにして抱きついていた人物。


「あ～、何やってるのっ！」


「あらあら～」


「え、ええい、弘司から離れよ、この痴ち女じよが！」


　うにゃ～と叫ぶ美亜たちの視線の先にいたのは──


「み、瑞みず葉は──さん？」


「は～い、瑞葉お姉ねえさんですよ～」


　ついぞ三分前くらいまで、眉まゆひとつ動かさずに真ま面じ目めな顔で料理を取り分けていた瑞葉だった。


　それが今は、一いつ升しよう瓶びんを片手に持ちにこにことした笑みを浮かべて弘司に抱きついている。おまけになぜか服がはだけていて胸元から肌色のモノがちらりと……。


「どうしたの～？　そんな寝ね耳みみにウォーターガン発射！　みたいな顔して～」


「あ、え……」


「あ、もしかして美人なお姉さんに抱きつかれて嬉うれしいとか？　もう、正直者ね、きゃっ」


「………………」


　あまりのキャラの違いに一瞬思考が停止するものの、改めて考えてみるとそういえば初めて会った時もこの人はこんな感じ（アッパー系テンション）だったなーと思い出す。


「お酒を飲んだ瑞葉は最悪ですー」


「酔い方のベクトルを完全に間違えてますからねー。タチが悪いったらないですー」


「というわけで、私たちは退たい避ひしますんでー。ほら、みなさんも行きましょうー」


「で、でもヒロが……」


「だいじょぶですー。ああなった瑞みず葉はは単に飲む相手が欲しいだけですから、ソッチの方面では害はありませんー。では弘ひろ司しさん、後はよろしくですー」


「え、ちょ、待──」


　困こん惑わくというかほとんど混乱状態の弘司を置いて、美み亜あたちとともに木こノ葉ははさっさと離れていってしまった。


「ほら～、弘司くんも飲んだ飲んだ」


　そんな弘司に、瑞葉はおかまいなしに酒を勧めてくる。


「あの、僕、未成年──」


「そんなの関係ないわよ～。私なんて五歳さいの時から日本酒を飲んでたんだから。……それともな～に、キミはお姉ねえさんのお酒が飲めないっていうの～？」


「い、いえ、そういうわけじゃ……」


「だったらほ～ら～」


　ハチミツを取られて禁断症状に陥った黄色いクマのように据すわった目でぐいぐいと一いつ升しよう瓶びんを押し付けてくる。


「で、ですから……」


　困った弘司は、何とか助けを求めるべく周りを見渡すも、


「さあさあさあ、もっと飲むですー」


「今日は肝かん臓ぞうが紫むらさき色になるまでいきますよー」


「ウオッカを持ってこいですー」


　少し離れたところでは、早々に退避した木ノ葉たちが瑞葉のことを敬遠していた割には同レベルのはっちゃけ具合を見せていて、


「あははははははは、なんかいい気持ちだにゃ～！（異常なハイテンション）」


「何だか身体からだが火ほ照てっています～。とりあえず脱いでしまいましょうか～（脱衣）」


「だからじゃな、そこで儂わしはカラスの攻撃を避さけて……（置物に向かって話しかけている）」


「う、うーん……頭痛い、気持ち悪い……（アルコール障害）」


　その隣となりでは、美亜、千ち鶴づる、さくら、奈な々なの四人が、プチ酒乱な木ノ葉たちにムリヤリ飲まされまくっていて、四者四様に完全に壊こわれていた。
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「……」


　……とりあえず、この場にタイタニック（完全沈没）以外の助け舟は存在しないことだけは確かなようです。


「ほら～、早く飲みなさいよ～」


「そ、それじゃ僕はこれを……」


　とりあえず何かを飲まないことにはタダで済みそうになかったことから、シートの隅すみに置いてあった甘酒（一番マシ）に手を伸ばす。


「ん～、よしよし、かんぱ～い」


「か、かんぱい」


　若じやつ干かん引き気味な弘ひろ司しの前で、瑞みず葉はは一いつ升しよう瓶びんに直接口を付けるとそのままごくごくとすごい勢いで飲み始めた。ほとんどアナコンダ並みの勢いだった。


「ぷは～、やっぱりお酒はいいわね～、生き返るわ～」


　まるで風ふ呂ろ上がりの中年お父とうさんのような台詞せりふを口にして、瑞葉は空になった一升瓶を地面に置くと、


「ねえ、弘ひろ司しくん、さくらとはどこまでいったの？」


　いきなりそんなとんでもないことを言い出しました。


「ぶっ！」


　思わず飲んでいた甘酒を噴ふき出しそうになった。こ、この人、突然何を言い出すんだ!?


「だってあの子がキミのところに行ってからもう半年でしょ？　男女が出会って半年もあればいきつくとこまでいってもおかしくないじゃな～い」


「い、いきつくところって……」


　返答に困る弘司を見て、さらに楽しそうににやりと笑う。


「どうなの？　イっちゃったんでしょ？　ほらほら、お姉ねえさんにだけこっそりと教えて～。みんなには黙ってるから」


「そ、そんな、だいたい美み亜あたちもいるんですし……」


　弘ひろ司しがそう答えると、瑞みず葉はは何やら思案顔になり、


「…………はっ、まさかすでに四人同時にイっちゃってるとか？　もしかして酒しゆ池ち肉にく林りん？　いや～ん、鬼き畜ちくね、弘司くん」


「……」


　もう何も言うことはなかった。


　この人のタチの悪さはもはや管理人さんレベルだった。


「あはは～、楽しいわね、弘司く～ん」


「……」


「ほら、もっとじゃんじゃん飲みなさいよ～、弘司く～ん」


「…………」


　それからも延えん々えんと瑞葉の酔っ払いトークに付き合わされ。


「あはははは、お酒っておいし～ね～、ヒロ～」


　さらには限界を超えたアルコールにより暴走した美み亜あたちまでもが弘司に絡からんだ挙あげ句くにその場で次々と電池が切れたかのように寝始めるという死し屍し累るい々るいな状況を経て。


　精神も肉体も極限まで疲労して徹夜が三日続いた受験生のようにボロボロになったところで。


「……ね、弘司くん」


「は、はい？」


　また何かとんでもないことを言われるのではと身構える弘司に、


「……さくらのこと、よろしくね」


　ふと真ま面じ目めな顔に戻って、瑞葉がそんなことを言った。


「え……」


「あの子はああいう素直じゃない性格だし、意地っ張りでめったなことじゃ弱みを見せないけど、本当はとても寂しがりで甘えたがりな子なの。それに……見た目ほど強くもない」


「……」


　そのことは弘司にも分かっていた。


　いつもは気き丈じようなさくらが、物置の中で見せた心細そうな顔。


　普段は物事に動じずに気丈に振る舞っているけれど、きっと物置でのあれもさくらの一面なのだろうと弘司は思う。


　瑞葉が顔を上げて御ご神しん木ぼくを見た。


「キミがどこまでさくらから話を聞いたのかは分からないわ。でも、あの子はきっとキミのことを頼りにしてる。今日、夕ゆう凪なぎ荘そうであの子の顔を見た時に分かった。あんなに楽しそうな、心を許した顔をしたさくらのこと……私はほとんど見たことがなかった。私が見ていたのはいつも寂しそうな顔をしたあの子だけ。だから──」


「……大丈夫、ですよ」


「え？」


　瑞みず葉はの言葉を遮さえぎり、弘ひろ司しは言った。


「さくらは、大丈夫です。確かに昔は一人だったかもしれないけど……でも今は僕だけじゃなくて、美み亜あも千ち鶴づるさんも奈な々なだっています。管理人さんや佐さ藤とうさんたちだっています。それにここには瑞葉さんや木こノ葉はたちだっているじゃないですか」


「弘司くん……」


「だから、さくらは大丈夫ですよ」


　昔のことはそれを体験したわけじゃない弘司には完全には分からないけれど、少なくとも今のさくらは幸せそうに見える。美亜や千鶴、奈々たちと笑い合って、いっしょにご飯を食べて、時にはケンカをしたりするさくらは、瑞葉が言うような寂しい顔はしていない──と思う。


「そうね……」


　瑞葉はふっと微笑ほほえんで、


「うん、だいじょうぶよね、あの子は。…………何ていったって、こんなに素敵な〝だ～りん〟がいるんだから」


「ええ、そうです──って、ええ!?」


　さりげなく既成事実なことを言われ焦あせる弘司に、


「うふふ、照れちゃって、か～わいい♪」


　オデコを人さし指でつんつんと突っつきながら、瑞葉がイタズラっぽく笑った。


「……」


　最後まで、やりにくいことこの上ない人だった。





　結局、その日はみんな揃そろって『社やしろ』に泊まることになった。








　翌朝。


「あうー、さくら様、行ってしまわれるのですねー」


「寂しくなりますー」


「毎日見るのが瑞葉様のシケた顔ばかりじゃ飽あき飽きですよー」


『扉とびら』の前。


　夕ゆう凪なぎ荘そうに帰るさくらに、木ノ葉たちが雛ひな鳥どりのようにまとわりつきながら別れを惜おしんでいた。


「ほれ、いいかげんに離れよ。またすぐに遊びに来る」


　さくらが、優しい目で木ノ葉たちの頭を一人一人撫なでながら言う。


「ほんとですかー？」


「そんなこと言って、全然来てくれなかったじゃないですかー」


「さくら様は口ばっかりですー」


　なおも別れを惜しむ木こノ葉はたちにさくらは、


「だいじょうぶじゃ。以前ほどここに対する苦手意識もなくなった。これからはもっと気楽にここまで来られるじゃろう。…………弘ひろ司しのおかげでの」


「ん、何か言った？」


　名前を呼ばれたような気がしてそう訊きくと、さくらは笑いながら首を振った。


「いや、何でもない」


「？」


　何だか分からずに弘司が首をひねっていると、


「弘司さんたちもまた来てくださいねー」


「さくら様の〝おっと〟として恥ずかしくないよう、ちゃんとお勉強を教えてさしあげますからー」


「二十四時間付きっきりのスパルタ教育ですー」


　木ノ葉たちが弘司の袖そでを引っ張ってそんなことを言った。


「はは…………」


　それはそれで、なかなか丁てい重ちようにお断りしたい申し出だった。


「それじゃばいば～い、ミズハ、コノハ」


「色々とお世話になりました～」


「どうもごちそうさまでした。美お味いしかったです」


　挨あい拶さつをして、美み亜あと千ち鶴づる、奈な々なが『扉とびら』の向こうへと消えていく。


「それじゃ僕も。また」


　最後にもう一度瑞みず葉はに頭を下げて、弘司もその後を追う。


「……これからも、色々とよろしくお願いします、弘司様。いえ──さくらの〝だ～りん〟」


『扉』をくぐる直前に、背後から瑞葉のそんな声が聞こえたような気がした。


　……まだ、昨日きのうのお酒が残っているんでしょうか？


　一いち抹まつの恐怖を感じ、弘司は慌あわてて『扉』をくぐったのだった。





　こうして、色々とあったさくらの里帰り（？）は幕を閉じた。
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「……さくら、一つ報告があります」


　弘ひろ司したちが無事に転移するのを見届け、最後に『扉とびら』をくぐろうとしたさくらを呼び止めて、瑞みず葉はが言った。


「何じゃ？　……今度来る時には手て土産みやげに幻の銘めい酒しゆ『白熊百年殺ごろし』を買ってこいとか言うのなら、聞かんぞ」


「そういうことではありません。──どうも、少々問題のあるのが街に入り込んだようなのです」


「む？　どういうことじゃ」


　さくらが怪け訝げんな顔になる。


「おそらくはこの前の台風の日でしょうね。激しい風雨のどさくさに紛まぎれて街を囲っている結けつ界かいの一部が破られていました。強ごう引いんな破り方といい、結界管理者である私たちのところに挨あい拶さつに来ないことといい、十じゆつ中ちゆう八はつ九く『魔』に属する連中だと思われます」


「あの時か……」


　美み亜あの勉強やら停電騒ぎやらでドタバタとしていたことを思い出す。あの夜は色々と大変で注意力が散さん漫まんになっていたので、多少の結界の異常には気付けなかったのだろう。


「こちらでも調べておきますが、何かあった場合にはさくらにお願いすることになると思います。いつでも動けるように心構えだけはしておいてください」


「……分かった。儂わしも注意しておこう」


「ええ、よろしくお願いします」


「うむ、お主ぬしも気を付けろよ」


　うなずき、さくらも『扉』の向こうへと消えていった。


「──さて」


　それを確認して、瑞葉がそっと上を向いた。


「……朝陽あさひさんにも伝えておく必要があるかもしれませんね。まだ時期尚しよう早そうとは思うけど、弘司様が狙ねらいという可能性も捨てられない以上、焰ほむらのチカラが入いり用ようになるかもしれない──」
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　九月下旬のある放課後。


　下校する制服姿の生徒やら部活を行うジャージ姿の生徒やらで賑にぎわう校庭では、他ほかの運動部に混じって陸上部が練習をしていた。


　ハードルを飛び越える男子生徒、高跳とびをやっている女子生徒、その他色々。


　そんな中、校庭の隅すみにある競技用のトラックでは、ショートパンツ姿の奈な々なが百メートルのタイム測定を行っていた。


「わー、奈々、すごいすごい、新記録だよー」


　走り終えた奈々に、佐さ藤とうさんがそう声をかける。


「えっ、ほんと？」


「うん。前よりも〇・一秒上がってる。これなら今度の大会もきっとばっちりだねー。さすが奈々」


「ありがと、友ゆ香か」


　ストップウォッチ片手に嬉うれしそうに手を振る佐藤さんに、奈々も笑顔で応こたえた。


　そんな二人に、


「すごいね、白しら瀬せさん」


「どうやったらそんなに早く走れるんですか？」


「この調子で大会もがんばってくださいね」


　他の陸上部員も練習を中断して集まってくる。


　さらにトラック脇わきの金かな網あみ越しからは、


「かわいいよなあ、白瀬さん……」


「ちょっと気が強いっていうか活発だけど、そこがまたいいっていうか」


「彼氏とかいるのかなあ……？」


　密かに見物している男子生徒たち（奈々目当て）のそんな声が漏もれていたりするのだが、奈々本人はまったくもって気付いていない。今日も何だかたくさん見学に来てるわね、みんな陸上部に入りたいのかなー……くらいにしか思っていない。弘ひろ司しと三人娘むすめ（プラス絢あや）に関することにだけはものすごーく勘かんが働くが、それ以外のこと──特に自分のことについては──ヒヨコ並みにこの上なく鈍かったりするのである。


「それじゃ、もう一回計ってみよっかー？」


「あ、うん、お願い、友香」


　そう言って、奈々が再びトラックのスタート地点に戻ろうとした時、


「──白しら瀬せさん」


　背後から声をかけられた。


　振り返ると、そこに立っていたのは一人の女子。


「黒くろ崎さきさん……」


　同じ陸上部員にして、ＰＴＡ会長の娘むすめ、クラスメイトの黒崎沙さ耶や香かだった。


　いつものように二人の取り巻き（陸上部員ではない）を連れて、不敵な笑顔とともに奈な々なのことを見つめている。


「こんにちは。今日も調子がいいみたいですわね」


「あ、うん、まあ」


「よろしければ、いっしょにタイムを計りませんこと？」


　長い髪かみを後ろに払いのけながら、沙耶香が前に出る。


「え、いっしょに……？」


　少しばかりためらう。


　基本的に人に対する好き嫌いはない奈々だけど、いつも取り巻きを連れていて事あるごとに何かと張り合ってくる、この黒崎沙耶香のことは少しだけ苦手だった。


　奈々が言葉を濁にごしていると、ぴきっと沙耶香のこめかみが動いた。


「…………私といっしょなのは、イヤなんですの？　それはつまり二年生期待のホープは私なんかは眼中にないってことで？」


「え？　そ、そういうわけじゃ……」


「ならいいですわよね？」


　戸と惑まどう奈々に、ずいっと沙耶香が顔を寄せてくる。


「あ、え……」


「いいじゃん、奈々。いっしょに計ればー」


　佐さ藤とうさんが明るくそう言った。


「別に減るものじゃないしー。それに一回やってあげれば黒崎さんも満足するでしょ？　ほら、私がストップウォッチやってあげるからさー。ちゃちゃっとやっちゃいなよー」


「う、うん……」


　奈々が困こん惑わく気味にうなずく。


「そうこなくては、ですわね。ふふん、今日こそ二年生ナンバーワンの座からあなたを引きずり下ろしてさしあげますわ」


　というわけで奈々と沙耶香の対決（？）が始まったのだが。


　三分後。


「はい、また奈々の勝ちだねー」


「くっ……」


　あっけなく奈な々なの勝利で終わっていた。


「これで奈々の通算三十七戦三十七勝だねー。あ、公式戦とか含めるともっとかなー」


　楽しげにそう言う佐さ藤とうさんの声を受けて、沙さ耶や香かが悔くやしそうにうなだれる。「こ、こんなはずじゃ……」


「うーん、黒くろ崎さきさんも毎回いいところまではいってるんだけどー、相手が悪いかなー」


「まだよ、もう一回──」


　沙耶香が言いかけたところで、


「奈々ー、お客さんだよ」


「え、あたしに？」


　他ほかの陸上部員に呼ばれて奈々が振り返る。


「うん、同じクラスの男の子だって。なんか今晩の夕食の献こん立だてがどうのこうのって言ってるらしいけど……」


「あ、そうなんだ。分かった、今行くから」


　その言葉に少しだけ表情を柔らかくして、奈々は返事をした。


「ごめん、そういうわけだからちょっとあたし行ってくる。黒崎さん、続きはまた今度ね」


「え、ええ……」


　渋しぶ々しぶといった感じにうなずく沙耶香。


「えっと、それじゃ」


　そう言うと、ちょっとすまなそうに頭を下げて奈々は去っていった。








　小走りに駆かけていく奈々の後ろ姿を、少し離れた木陰から覗のぞき見ていた沙耶香は、


「…………何で勝てませんの？」


　死神のようにぼそりとつぶやいた。


「部活も、勉強も、男子の人気も……どこに行っても何をやっても私が一番で、今までこんなことなかったのに、なのに、なのに…………きしゃ～っ!!」


　奇声とともに近くにあった木に回し蹴げりを放つ。校舎の二階分はあろうかという木がぎしぎしと大きく揺れ、葉っぱがぱらぱらと舞い落ちた。


「何とかあの白しら瀬せ奈々に一ひと泡あわ吹かせる方法はありませんのっ！　まったく、腹立たしい！」


「さ、沙耶香さん、そんなゴリラみたいに興奮しないで落ち着いてください」


「パ、パワーとか性格の悪さとかでなら、きっと沙耶香さんが勝ってますって！」


　フォローどころか火に油を注ぐようなことを言う取り巻き二人。ちなみに性格うんぬんはともかく、パワーに関しては奈々もいい勝負であることを二人は知らなかった。


「はあ……はあ……」


　しばらくがしがしと木を蹴けり続けた後、疲れたのか沙さ耶や香かは肩かたで大きく息をしながら、再びその視線を奈な々なの方へと戻した。


「しかもこの私との勝負を中断しておいて男子とのんびり立ち話とはまた小こ癪しやくな……あら？」


　と、そこで沙耶香の言葉が止まった。


「──ねえ、あれってうちのクラスの水みな上かみですわよね？　そういえば普段から何やらやたらと親しそうですけれど、白しら瀬せ奈々とはどういう関係なのかしら？」


「あ、ええと……確か幼おさな馴な染じみだって話ですよ。幼よう稚ち園えんの時からの付き合いで、住んでいるところも近いとか何とか……」


「ふうん……」


　沙耶香の視線が弘ひろ司しと話す奈々の顔に注がれる。そこに普段は見ることのできない奈々の初うい々ういしい表情を見つけ、沙耶香はにやりと笑った。


「もしかしたら、コレ、使えるかもしれませんわね」





　これが、僅わずか五日前のことだった。
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　それまで暑かった気候も次第に過ごし易やすいものとなり、制服も夏服から冬服へと衣ころも替がえがなされる十月。


　道の脇わきに生えている街路樹の葉も次第に色づき始め、行き交う人々の姿も心なしかどこか物寂しそうに見え出すそんな中。


「ねね、チヅル、今け朝さのあれ美お味いしかったよね～。あの甘あま酸ずっぱいやつ」


「あ、柚ゆ餅べ子しですね～。ええ、あれは自信作なのですよ～。ありがとうございます～」


「ふむ、ツルはエロのくせに料理だけは上う手まいからの」


「朝からあんな本格的なのを作れるなんてすごいわね……あたしも頑がん張ばって何か作ってみようかな」


「あ、あはは、奈々はやめといた方がいいんじゃないかって私は思うよー」


　今日も今日とて左腕うでに美み亜あ、右腕に千ち鶴づる、背中にさくら、前に奈々という幸せフォーメーションに、途中で会った佐さ藤とうさんを加えた総勢六名で、涼しくなってきてもなおきつい傾斜角三十度（推定）な坂道を、えっちらおっちらとゾウガメのように登っていく弘司の姿があった。


「ね、ね、そういえば昨日きのうのテレビでね～、けん玉のやり方をやってたんだよ。ほらほら、見て見て～」


「あらあら～、さすがに美亜さんは手先が器用ですね～。穴に棒を挿いれるのがお上じよう手ずです～」


「むう、ネコのクセに生なま意い気きな……」


「ちょっ、ちょっと千ち鶴づるさん、あ、朝から何を!?」


「んー、何赤くなってるの、奈な々な？」


　地じ獄ごくの坂道をものともせずに会話に華はなを咲かせる女の子陣じん。


　相変わらずこの五人はいつでも元気だなーなどと思いながら学園へと向かい歩いていると、


「おはようございます、水みな上かみさん」


　背後から声をかけられた。


　よく通る高めの声。振り返るとそこには──


「あ、おはよう、黒くろ崎さきさん」


　クラスメイトの黒崎沙さ耶や香かがいた。


「今日もみなさんで賑にぎやかですわね。私もまたご一緒させていただいてもよろしいかしら？」


「うん、もちろん」


「ありがとうございます」


　にっこりと笑って弘ひろ司したちの横に並ぶ。


　沙耶香が弘司たちといっしょに登校するのは今日で三日目である。


　彼女とはクラスメイトとはいえこれまではあまり接したことはなかったけれど、四日前にたまたま廊下で前を歩いていた沙耶香が偶然落としたハンカチを弘司が拾ってあげたのをきっかけに話すようになり、今では会えばいっしょに登下校などもするような関係になっていた。


「だいぶ涼しくなってきましたね。空気も澄んできて、いい感じ」


　長い髪かみを軽く手で払はらいながら、沙耶香が笑いかけてくる。


「うん、そうだね」


　最初、沙耶香はどこぞのお嬢じよう様だと聞いていたので、弘司としてはとっつきにくいのかなーと思って身構えていたりもしたけれど、話してみると案外そうでもないようで、けっこう気さくというか話しやすいところもあった。


「この時期は過ごしやすくていいですわ。──ねえ、白しら瀬せさんもそう思いません？」


「え？」


　ふいに向けられた沙耶香の言葉に、前を歩いていた奈々がはっと顔を上げる。


「あ、ご、ごめん、何？」


「涼しくなってきて過ごしやすいですわね、と言ったんですの。どうです？」


「う、うん、そうね」


　どこかぎこちない様子だった。


「？　奈な々な、どうかした？」


「う、ううん、何でもない」


　不ふ審しんに思って訊きいてみるものの、奈々は慌あわてた顔で首を振るだけである。「い、いいの、気にしないでっ」


「??」


　ゾウガメのように鈍ーい弘ひろ司しには分からないことだけれど、奈々としては何でまた沙さ耶や香かが急に弘司と仲良くなったのかその理由が分からず、気が気でなかったりもするのだ。


「う～ん、でも涼しいのもいいけど、もう少ししたらこたつが欲しいよねっ。おこたおこた♪」


「あらあら～、ずいぶんと気が早いですね～。今はまだ人肌の温ぬくもりで十分ですのに～」


「ふん、相変わらずぐうたらなネコじゃな」


「だってあの中でごろごろ丸くなるのってすっごく気持ちいいんだもん。ね、サヤカもそう思わない？」


「コタツ……そうですわね、確かに気持ちいい──こ、こほん、い、いえ、私はそんな庶しよ民みんのモノは使ったことがないので分かりませんわ」


　一方の美み亜あたちは、沙耶香の出現に対してもいつものままのようだった。特に変わった様子もなく、ごく自然に沙耶香と接している。今までの三人の行動パターンからして沙耶香に絡からむのではないかとも思われたのだが、そんなデンジャラスな兆ちよう候こうは今のところない。


　ま、沙耶香は美亜にとってはクラスメイトだし、他ほかの二人もようやく学園に慣れてきて少しは大人おとなになってきたのかなーと弘司はこの上なくお気き楽らくに考えていた。


「なるほどー、本能で真に警戒すべき人とそうでない人を区別してるのかー」


　佐さ藤とうさんが周りには聞こえないほどの声でぼそりとつぶやく。


「うーん、さすがだなー。だれかさんもそういうところを少しは見習わないとー」


　うなずきながらちらりと奈々の方を見る。


「な、何よ、友ゆ香か」


「ま、でもムリかー。恋は盲もう目もくっていうしねー。それに奈々は少しくらい危機感を持ってる方がいいのかもねー」


「？」


　訝いぶかしげな顔で首をひねる奈々。


　しばらく、みんなでそんなたわいもない話をしていて。


「ねえ水みな上かみさん、そういえば今日の体力測定、どなたと回るのかしら？」


　沙耶香が思い出したかのように言った。


「え、特に決めてないけど……」


　体力測定とは、旭あさひヶが丘おか学園で春と秋の年二回、だいたい四月と十月に行われる運動系の能力測定のことである。名称こそ体力測定だが、そこでは身長体重などの計測を含む簡単な身体測定も行われるため、実質は総合的な健康診断と言っても過言ではない。


　朝から午後まで丸一日をかけて行われるこの体力測定は、時間内に全すべて回ることさえ出来ればどこをどういう順番で回るかは個人の自由であり、大抵は何人かでまとまって回るのが普通である。


「そうなのですか？　でしたらいっしょに回りません？　私、水みな上かみさんといっしょがいいですわ」


　にっこりと笑いながらそんなことを言ってくる。


「え、僕と？」


「はい」


「うーん」


　突然の申し出に若じやつ干かん戸と惑まどいつつも、他ほかにだれかと約束をしているわけでもなし、別に構わないかなーと弘ひろ司しがうなずきかけて、


「あ、ならわたしもヒロといっしょに行くっ」


　ネコマタ娘むすめが、うにゃんと手を上げた。


「〝たいりょくそくてい〟って身体からだとかを色々調べるやつなんでしょ？　ヒロにはわたしの身体のこと、全部知っててもらいたいもん。お嫁よめさんだし♪」


「はいは～い、私もごいっしょいたします～。私には弘司さまの健康状態について知っておき知られておく義務があるのです～。侍じ女じよですので～」


「は、恥ずかしいが、弘司になら知られても良いぞ。…………あ、あのようなところとかこのようなところとか……つ、妻つまじゃしな」


　いつものごとく誤解を招くような発言をする三人。


　ちなみにこの三人は学園に転校してきたのが五月の頭のことなので、体力測定は今回が初めてだった。


「どんなことやるのかな～、楽しみだねっ、サヤカ」


「え？　え、ええ、まあ……」


「いっしょにカラダの隅すみ々ずみまで分かり合いましょうです～」


「こ、こんなことをするのは弘司にだけじゃぞ……」


「…………何でこの子たちまで」


　無む邪じや気きに喜ぶ美亜たちと微び妙みように複雑そうな顔をする沙さ耶や香か。


　その隣となりでは。


「ほらー。早く奈な々なも『あたしもいっしょに回っていい？』って言わなきゃ」


　佐さ藤とうさんが奈々の背中を突っつきながらそう促うながすものの、


「あ、あたしは……」


「今言わないとタイミング逃しちゃうよー？　いっしょに行きたいんでしょ？」


「で、でも……」


　当の奈な々なは、顔をうつむかせてごにょごにょと小さな声を出すだけである。


　それを見て佐さ藤とうさんが軽くため息を吐ついた。


「もー、相変わらずこういうことになると消極的だなー。まあそこがかわいいところでもあるんだけどー。──ねー、水みな上かみくん、私たちもいっしょしていいかな？　奈々も水上くんのこと色々と知りたいんだってー」


「ゆ、友ゆ香か！」


　奈々が大きな声を出す。


「ね、いいでしょー？」


「あ、うん。別にいいんじゃないかな」


　人数は多い方が楽しいし、別にダメと言う理由もなかったため、割と何も考えずに弘ひろ司しはうなずいた。


「し、白しら瀬せさんまで…………」


　佐さ藤とうさんたちの申し出に、一瞬沙さ耶や香かがさらに複雑そうな顔になるものの、


「──ん、待てよ。そうですわね。よく考えてみれば、白瀬さんが近くにいた方が見せつけるのには好都合ですわ……」


　すぐに何かに気付いたような表情になって、そんなことをつぶやいた。


「？　何か言った、黒くろ崎さきさん？」


「え、いえ、何でもありませんわ」


「？」


「楽しみですわね、体力測定」


「??」


　にこやかにそう答えながら、沙耶香が心の中で密かに反乱を企たくらむ宮廷宰さい相しようのような不敵な笑みを浮かべていたことに、弘司はまーったく気付かなかった。








　　　２




「たいりょくそくてい、たいりょくそくてい♪」


　ネコマタ娘むすめが楽しそうに歌いながらぴょんぴょんと飛び跳はねている。


　体操服姿の生徒で賑にぎわう昇降口。


　ホームルームを終えて制服から着替えた弘司たちは、現在ここ高等部の昇降口の前に集まっていた。教室で体力測定についてとりあえず一通りの注意を受け、これから先は生徒各自で自由行動ということになっているのである。


「ほらほらヒロ、早く行こうよ～」


「分かったって」


　ぐいぐいと袖そでを引っ張ってくる美み亜あ。


　ハーフパンツから伸びる足はさっきからその場でとたとたと足踏みを繰り返し、太陽みたいにまん丸な目はもっぱら校庭の方へと釘くぎ付けである。よっぽど体力測定が楽しみな模様です。


「美み亜あさん、楽しそうですね～」


「うん！　だって身体からだを動かすのは大好きだもんっ」


「能天気じゃな……どうでもよいが、儂わしらにはやることがあるのを忘れるでないぞ」


　ちなみに測定の行われている場所は校庭、体育館、保健室の三箇所。それぞれ外で行う運動系の測定（百メートル走、走り幅跳とび等）、屋内で行う運動系の測定（反復横飛び、垂直ジャンプ等）、健康系の測定（身体測定、視力測定等）と分かれているため、分ぶん岐き点てんはここ昇降口ということになる。


「ええと、それじゃまずはどこから行こうか？」


　美亜たちに訊きいてみたところ。


「はいはいっ！　わたし、お外がいい！」


「いえ～、まずは身体測定から～。何事もカラダが資本ですので～」


「体育館で良かろう？　何も好き好このんでこんな朝からわざわざ激しい運動をすることもあるまい。儂わしはまだ眠ねむいのじゃ」


「……」


　意見は、見事なまでにばらばらだった。まとまりないなあ……


「黒くろ崎さきさんは？　どこからがいい？」


　この三人に任せておくと平行線なことはまず間違いないので、第三者に意見を求めてみる。


「私はどこからでも構いませんわ。みなさんの判断にお任せいたします」


　すると、そんな実に大人おとなな返事が戻ってきた。一人として譲る気配のないネコマタ娘むすめたち三人とは大違いです。


「……だってどうせどれからやるにせよ、白しら瀬せさんに見せつけることには変わりませんもの」


「え？」


「いいえ、何でもありません。こちらのことです。うふふ」


　黒崎さんが微び妙みように不ふ審しんな笑みを浮かべる。


「だからお外がいいよ～。いい天気なんだし、運動したら気持ちいいと思うよっ」


「いえ、まずは胸などを含めたカラダの成長具合を確認してすっきりとした気分になってからが好ましいと～」


「……それは何か、儂と奈な々なにいきなり劣等感を植え付けようとかいう、そういう魂こん胆たんか？」


　さくらが半はん眼がんになる。


「…………あたしもセットなんだ」


　微妙にダメージを受ける奈な々なをヨソに言い合いを続ける三人。


　このままじゃいつまで経たっても決まりそうにない。


「んー、だったら体育館から行こうよー」


　どこまでも平行線な状況を見かねたのか、佐さ藤とうさんが言った。


「身体測定だと男子と女子に分かれちゃうし、いきなり外での運動測定だときつくて大変だから、まずは準備運動代わりってことで体育館からがいいんじゃないかなー？」


　妥だ当とうな意見だった。さすがこのメンバーの中では一番まともな思考の持ち主ぬしの佐藤さんです。


「うん、僕もそれがいいと思うけど」


　なので弘ひろ司しがうなずくと、


「む～、ヒロがそう言うならいいけどさ～。なんかさくらの言う通りにするってゆうのが引っかかるんだよね。特に理由はないんだけど～……」


「しかたありませんよ～。敬老の日も少し前にあったことですし、ここは年長者を敬うやまうということでさくらさんの顔をお立てすることにしましょう～」


「……ネコ、ツル、主らはケンカを売っておるのか？」


　美み亜あたちも渋しぶ々しぶといった感じではあるが承しよう諾だくしてくれた。


「じゃあ行こうか」


　そういうわけで弘司たちは体育館へと向かうことになった。








　で、体育館。


　朝一番にやって来た割には、体育館の中にはそれなりに人の姿があった。


　見回りの教師や、測定の用意をしている係の生徒たちの他ほかに、ざっと見ただけで五、六十人の生徒の姿が確認できる。みんな考えることは同じ（準備運動代わりに体育館）ということなのだろう。


「それじゃまずは準備体操からだねー。ちゃんと身体からだをほぐしておかないと思わぬケガとかしちゃうしー」


　陸上部らしく、佐藤さんがそう言った。


「むう、準備運動とはどのようなことをやればよいのじゃ？　あいにく儂わしはそういった下しも々じもの者がやるようなことはやったことがないのでな、分からん」


　さくらが首をかしげる。


「ん～、アレでいいんじゃないかな」


「アレじゃと？」


　美み亜あの言葉にさくらが首を傾げる。


「うん、そ。あのね、ネコマタ一族には代々伝わる〝ねこねこ柔じゆう軟なん〟ってゆうのがあるんだよ。それがいいんじゃないかな～って」


「あらあら～、ずいぶんかわいらしい名前ですね～」


「むう、何だかよく分からんがそれで良い。やってみよ」


「うんっ！　んじゃさくら、ちょっと腕うでを出してみて」


「む、こうか？」


「えっと、確かここをこうして……」


　さくらの腕を取り、何やら怪しげなことをやり始める美亜。


　この三人のことだから、何を始めるんだか弘ひろ司しとしては少しばかり心配だったけれど、まああくまで体操である以上（名称はともかく）そこまで騒ぎになるような事態にはならないだろう。そう楽観視して、自分の準備体操の方を始めようとしていると、


「ねえ水みな上かみさん、良かったら、ごいっしょにやりません？」


　沙さ耶や香かがそう声をかけてきた。


「いっしょに？」


「ええ。ほら、柔じゆう軟なんはなかなか一人ではやりにくいでしょう？　だからごいっしょにやった方がいいと思ったのですけれど……」


「あ、なるほど」


　確かにその通りだったので、あまり深く考えずに弘司はうなずいた。「うん、分かった。いっしょにやろう」


「ありがとうございます。──では、ここを押さえていてくださるかしら？」


「え……」


　そう言って沙耶香が示したのは彼女の細いウエスト部分。しかも素す肌はだに体操服一枚という微び妙みような姿である。鈍いというかこういうことにあまり気が回らない弘司も、さすがに少しばかり躊ちゆう躇ちよしてしまった。


「お願いしますわ」


「う、うん……」


　とはいえ本人がいいと言っているのだし、自分ばかりが変に意識して遠えん慮りよするのもかえって失礼にあたるような気もする。思い切って、弘司は沙耶香の腰こしに手を回した。


「こ、これでいい？」


　柔らかくてほっそりとした感蝕が手を伝い、香水のようないい香かおりが漂ただよってくる。


「ええと、もう少しきつく支えてくださいます？」


「あ、ご、ごめん」


　言われる通りに手に力を入れる。


　普段から美み亜あたちに抱きつかれることは多いとはいえ、自分から女の子の身体からだに意識的に触ふれるなんてことはほとんど経験したことのないシチュエーションなため、どうしても緊張してしまう。


　沙さ耶や香かがくすりと笑った。


「そんなに固くならなくてもだいじょうぶですわよ。私、水みな上かみさんになら触れられてもイヤじゃないですから」


「え……」


「だけど優しくお願いしますね。女の子の身体はデリケートなんですもの」


「あ、は、はい」


　ぱちりとウインクをする沙耶香に、弘ひろ司しは思わず赤くなった顔を逸そらした。


　そんな弘司を見ながら沙耶香は、


（うふふ、こんなのはまだまだ序の口ですわよ。こういうちょっとした触れ合いイベントは男女が親密になる絶好のチャンス……これから徐じよ々じよに本ほん領りよう発揮して、今日中には水上弘司を落としてみせますから。そうすればきっと、白しら瀬せさんも──）


　などと、そこはかとなく邪じや悪あくな笑みを浮かべていたりした。
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「…………ふう」


　一通り準備運動を終えて、体育館の片かた隅すみで奈な々なは一人重いため息を吐ついた。


　視線の先には、沙耶香といっしょに仲良さそうに柔じゆう軟なんをする弘司の姿。お互いに腰こしを支え合ったりなどして、楽しげに身体を動かしている。


　その様子はまるで親しい友達同士やあるいは恋人同士であるかのようで。


　ますます奈々の気持ちを滅め入いらせた。


　ちなみにその隣となりでは、


「ぬ、ぬおお！　う、腕うでがそんな方向に曲がるか！　い、痛い、痛いというのに……」


「ん、あれ～？　こうじゃなかったかな？　ここをこうぽきぽきっと」


「う、うぎゃあ!!」


「う～ん、見事に関節が極まっていますね～。お手本のような素す晴ばらしい腕ひしぎ十字固めです～」


「の、呑気のんきに解説などしていないでこのアホネコを止めよ！　う、腕が折れる！」


「あらあら～」


　美み亜あたちが三人並んで柔軟体操（サブミッション）をしていたりしたのだが、それはまったくもって奈な々なの視界には入っていなかった。気になるもの以外は目に入らない恋する乙おと女めの困ったヴィジョンである。


「やっぱり、ああいう黒くろ崎さきさんみたいに女の子らしいのがいいのかな……」


　さらさらの髪かみ、長いまつ毛、真っ白な肌はだ。沙さ耶や香かは同性である奈々の目から見てもキレイで、上品な美人という表現がぴったりだった。


「……ふう」


　再びため息。


　自分にはないモノを持っている美人なクラスメイトが、それなりの好意（推定）を持って弘ひろ司しの傍そばにいるという事実に、どうしてだか奈々はひどく落ち着かない気分になった。


　と、


「なーな♪」


「きゃあっ！」


　突然の背後からの声に、奈々はアマガエルのように跳とび上がった。


「ゆ、友ゆ香か……驚かせないでよ」


「えー、そんなつもりはないんだけどなー。何かにぼーっと見み惚とれてちゃって、注意が散さん漫まんになってたんじゃない？」


「そ、そんなこと……」


　と佐さ藤とうさん、奈々の視線の先を追って、


「んー、そっかそっかー」


　にんまりと笑ってうなずいた。


「な、何よ」


「今までの美亜ちゃんたちのお嫁よめさんとか侍じ女じよだとか妻つまだとかはどこか夢みたいっていうか非現実的で、いまいち現実味がなかったけど、身近に現れたライバルのおかげでようやく奈々も現実的な危機感を持ったってわけかー」


「な、そ、そんなんじゃ。た、ただあたしは弘司が黒崎さんに迷めい惑わくをかけてないか心配だっただけで……」


　真まっ赤かになって否定する。


　だけど佐藤さんは笑ったまま、


「うんうん、いいことだよー。傍はたから見たらまる分かりなのに、奈々はいまいちっていうか全然自覚が足りなかったからねー。これはいい機会だよー」


「だ、だから……」


　そうじゃないのに……と言おうとするものの、自分でも何だかこのもやもやとした気持ちの意味がよく分からずに、奈々は言い訳じみたことを口にするしかできなかった。


「ていうか自分でもよく分かってないのかなー？　まあそれも奈な々ならしいっていえばそうだけどー」


　佐さ藤とうさんはうなずき、


「とにかくがんばれー、私は何があっても奈々の味方だからねー」





　　　＊





「わ～、なんかたくさんあるんだね～」


　準備体操（サブミッション）を終え、体育館の中を見回していた美み亜あが声を上げる。


　ここでやるべき測定は、反復横飛び、垂直ジャンプ、上体反そらし、立りつ位い体前ぜん屈くつ等々。順番などは特に決められていないため、どれからやるのもどれを後に回すのも全すべて生徒たち個人の自由である。


　その中で、とりあえず一番体育館の入り口側にあったことから、まずは上体反そらしをやってみることにした。


　上体反らしとは、マットの上でうつぶせに寝転んだ状態から上半身を反らして背筋などの柔じゆう軟なん性を計るアレである。


「お布ふ団とんだ～」


　床ゆかに敷かれたマットを見るなり、美亜が目を輝かせてごろごろと転がり始めた。気持ち良さそうな顔で、今にもネコミミやネコシッポが飛び出してきそうな勢いである。


「美亜、ダメだって」


　弘ひろ司しがやんわりと注意するも、


「え～、何で？　ほらヒロもいっしょにごろごろにゃんにゃんってしよ～よ。いつも夜やってるみたいにさ」


「あ、なっ!?」


　逆に、周囲に聞こえたらまた弘司が糾きゆう弾だんの対象に晒さらされそうな超問題発言が返ってきた。


「こ、こらっ」


「にゃあっ？」


　慌あわててネコマタ娘むすめの口を両手で塞ふさぐ。


　弘司にとってはこの上なく幸いなことに、今の問題発言は周りの生徒や沙さ耶や香かには聞こえていなかったみたいだった。


「ふう……」


　心の底から安あん堵どする弘司に、


「ねえ水みな上かみさん、よろしければ記録を見ていてくださいませんか？」


　隣となりに敷かれたマットから沙耶香がそう声をかけてきた。


「あ、う、うん」


　胸を撫なで下ろしつつ、沙さ耶や香かのもとへと向かう。


「じゃあ、お願いしますね」


　にっこりと笑うと、沙耶香がゆっくりと上体を反そらし始める。それとともに体操服の下の慎つつましやかなふくらみ（Ｂ）が重力に従ってささやかに揺れる。


（うふふ、男なんて単純だから、こういった即物的な攻撃に弱いはずですわ。ほら、もっと私のブリリアントな胸を見なさい。これでもう水みな上かみ弘ひろ司しのハートは私のモノに……）


「ん、何か言った？」


「いえ、何でもないですわ。それよりも続きを──」


　とその時、


「あらあら～、けっこう難しいですね～」


「？」


　頼りなげな千ち鶴づるの声が聞こえてきて、弘司の意識はそちらに向けられた。


　見るとそこにはマットの上でうんうんとうなっている霊れい鳥ちようお姉ねえさん。何やら苦しそうな様子である。


「だ、大丈夫ですか？」


「あ、はい～」


　思わず駆かけ寄ると、千鶴はちょっと困った顔をしながら頭を上げた。


「どうしたんですか？」


　この何事にも器用な霊鳥お姉さんが困っているなんて珍しい。


　すると、


「あのですね～、先ほどからこの上体反らし、ですか？　をやろうと思っているのですがどうしてかうまくできないのです～。なぜでしょうか～？」


「……」


「不思議です～」


「…………」


　いやそれは確実に胸の前部に実っているたわわな重り（Ｄ）のせいだと思います。


「このままでは測定ができません～。困りました～……」


　首を傾げながら、さらに胸の前の重り（Ｄ）をゆらゆらと揺さぶる千鶴（無意識）。


「…………え、ええと、たぶんなんですが腕うでを身体からだの前で組めば大丈夫なんじゃないかと──」


「腕をですか～？」


「は、はい、その、下から胸を支えるように……」


　そうすることで、重量が少しは緩かん和わされるはずだ。……おそらく。


「下から……ええと、こうでしょうか～？　──あ、ほんとですね～、いい塩あん梅ばいです～。何やら前に傾く感じがなくなって、これならいけそうな気がします～」


「……」


　両腕うでに胸（Ｄ）をゆさゆさと乗せて素直に喜ぶ（やっぱり無意識）。


　いやこれもこれでなかなか壮そう観かんというか……って、そんなことを考えてる場合じゃない！


「と、とにかく、これで大丈夫ですよね？　じゃあ計りますよ」


「はい、さすがは弘ひろ司し様です～。でもありがとうございました。わざわざお手数をおかけしてしまいまし──あらら～？」


　上体を反そらした体勢のまま無理にぺこりと頭を下げようとして、千ち鶴づるはふらりと体勢を崩くずした。


「あらあらあら～」


「えっ……」


　そしてそのままゆらりと前に倒れてこんでくる。その真ん前でヒザを着いて上体を屈かがめていた弘司は、必然的にそれを真正面から受け止めることとなった。……顔で。
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「うわわっ」


　ぱふっ、と。


　高級ウォーターベッドに頭から突っ込んだかのようなふにゃりとした感触。


　顔一面が、柔らかくいい匂においのするモノにぴったりと隙すき間まなく覆おおわれる。


「あらあら～、すみません弘ひろ司しさま～。ええと、ないすきゃっち、でいいのでしょうか～？」


「な、何でもいいですから、早くどいてくださ──」


　い、息が出来ません！


「あ、はい～」


　分かってるのか分かっていないのか、のんびりとした動作で千ち鶴づるが身体からだを離す。鼻と口とを塞ふさいでいた柔らかい凶きよう器きが離れ、ようやく息が出来るようになった。


「だいじょうぶですか、弘司さま～」


「な、何とか……」


　危あやうくあと一歩で、おそらく世の中で三番目くらいに幸せなやり方で天国へと行ってしまうところだったけれど。


「……とにかく、さっさと計っちゃいましょう」


「そうですね～、やってみます～」


　で、何とか千鶴の記録を計り終わり。


　沙さ耶や香かのところへ戻ろうとする弘司の視界に、


「ね、ヒロ、これってこうでいいの？」


「く……ま、曲がらん……」


　今度は、マットの上で器用に名古屋名物シャチホコのポーズをとるネコマタ娘むすめと、顔を赤くして思いっきりブリッジをしている神様幼女の姿が飛び込んできた。


「……」


　……だれか、正しいやり方を教えてあげてください。


　だけど奈な々なは何か考え事でもしているのか、何だかぼーっとしていて気もそぞろだし、佐さ藤とうさんもそんな奈々を気にしていて美み亜あたちの方にまで気が回っていないようだった。


「……僕がやるしか、ないか…………」


　しかたないので、結局美亜とさくらの面倒も弘司が見ることになり。


「あ、なるほど。そうやって計ればいいんだ」


「ふっ、わ、儂わしは最初から分かっておったぞ。い、今のはちょっとした余よ興きようというか例の準備運動のようなものであってだな……」


　そんなこんなで、沙さ耶や香かのもとへと戻るまでにけっこうな時間を取られてしまった。


「あ、ごめんね。じゃあ今度はちゃんと黒くろ崎さきさんの記録を見てるから」


「……あ、ええ」


「黒崎さん？」


「…………そうですわね。お願いします」


　沙耶香が曖あい昧まいにうなずく。


「くっ……いいところだったのに、台無しですわ」








　それからも、体育館内の測定場所をいくつか回ったわけだけれど。


　やっぱりというか何というか、お騒さわがせなネコマタ娘むすめたちは各所で色々と問題を起こしてくれたりもした。


　反復横飛びでは。


「それでは水みな上かみさん、回数を数えていてくださいね」


「うん」


（ふふ、さっきは失敗しましたが、ここはチャンスですわ。足がもつれたフリをしてさりげなく抱きつきでもしてか弱い一面をアピールすれば……）


「あ、あれれ？　なんか足が……にゃ、にゃあっ！」


「美み亜あ？」


「あ、ヒ、ヒロ、～～～っ！」


「!?」


　どさりばたばた。


「え、えへへ、がんばりすぎて足がからまっちゃった。もう少しで顔から転んじゃうとこだったよ。ありがと、ヒロ」


　美亜が足をもつれさせて、覆おおい被かぶさるように弘ひろ司しに抱きついてきたり。


「…………」


「あ、えっと黒くろ崎さきさん、どうかした？」


「え、い、いえ……」


　垂直ジャンプでは。


（……今度こそうまくやってみせますわ。計測ボードに手が届かないけれど一所懸けん命めいに手を伸ばして何とかしようとするいじらしい面をアピールして……）


「…………む、むう、と、届かん……」


「さくら、どうしたの？」


「あ、あと少しじゃというのに……お、おのれ、儂わしの背の低さを嘲あざ笑わらっておるのか、この生なま意い気きな板いた風情ふぜいが……ぬおっ!?」


　べちゃり。


「……」


「う、うう……か、神を馬鹿にするな……」


「……ほら、僕が下ろしてあげるから」


「ぬ、ぬ？」


「無理しないでいいって。届かないものはしょうがないんだし」


「む、むう、すまぬ……」


　さくらが計測ボードに手が届かなくて飛び跳はねた挙あげ句くに足を滑すべらせて床ゆかに引っくり返って涙目になっていたりと。


「…………」


「黒くろ崎さきさん？」


「あ、え、ええ何ですの？」


「いやなんか怖い顔してるから……」


「そ、そんなことありませんわ。気のせいだと思います」


「？」


　とにかく忙しくも騒さわがしい、要するにいつもの通りの時間だった。


「──っ、本当にジャマですわね、このおバカな三人組は……」


　で、そんな感じで何とか体育館内での測定を全すべて終えて。


「……ふう、それじゃ次はどこに──」


　次の場所に移動しようとしていると。


「…………」


「ん、どうしたの、さくら？」


「む、いや……」


　ふと横を見ると、何かを探すような顔できょろきょろと辺りを見回しているさくらの姿があった。


「だれかを探したりでもしてるとか？」


「あ、や、そういうわけではないのだが……」


　誤ご魔ま化かすように、ツインテールを振り回しながら首を振る。


「その、何でもないのじゃ。こちらのことなので、気にしないでよい」


「？」


「ほ、ほれ、あれじゃ。どこかにいぢめられている亀かめでもいないかと思って見ていただけじゃ。ふ、深い意味はないぞ」


「……」


　あからさまに怪しかったけれど、まあさくら本人が何でもないと言っているので、弘ひろ司しとしてはそれ以上は追及しないことにした。


「なんかよく分からないけど……、じゃあ次に行こうか」


「う、うむ、今行く」


　弘司が体育館の出口へと向かうのを見届けて、さくらは小さくため息を吐ついた。


「ここにはおらぬか……？　くそ、普段ならばこのようなことはないのに……どうにも調子が優れぬわ」








　　　３




　体育館の次に弘ひろ司したちがやって来たのは、校庭だった。


　ここでは百メートル走や走り幅跳とび、懸けん垂すいなどを始めとした様々な運動系の測定が行われていて、まさに元気いっぱいなネコマタ娘むすめの独どく壇だん場じようといった感じであった。


　事実、いくつかの測定を回り終わってみて、


「えへへ～、やっぱり身体からだを動かすのは楽しいねっ」


「そうですね～。しかし少し疲れました～。私としては早く胸などを計る次の身体測定に行きたいのですけれど～」


「はー、はー……ほ、本来儂わしは頭脳労働担当なのじゃ……こんな……」


　まだまだ体力があり余っていそうなのは美み亜あだけだった。さくらは言うに及ばず、マイペースな千ち鶴づるでさえも少し疲れの色を見せている。陸上部である奈な々なと佐さ藤とうさんは別格としても、それでもネコマタ娘の体力には改めて感心させられるものがあった。


「さー、次は百メートル走だー。楽しみだねー、奈々」


　佐藤さんが楽しげに奈々に話しかける。


「う、うん……」


「ま、あの馬うま岡おかが監かん視し員いんっていうのがちょっとヤだけど、そんなの無視してればいい話だしー」


「そうだね……」


　だけど奈々の反応はいまいちである。


（……どうしたんだろ？）


　何だか奈々はさっきからどこか元気がないように見えた。元気がないというか、何となく精せい彩さいを欠いているという感じである。もうお昼も近いしお腹なかでも空いたのかな……？


　そんなことを考えながら、測定場所へと辿たどり着く。


　百メートル走は、校庭の隅すみにある陸上部のトラックを利用して行われていた。


　石せつ灰かいで書かれたレーンを三人一組で並んで走る。


　タイムはゴール位置に待たい機きしている担当の生徒が計ってくれることになっているので、セルフサービスだった反復横飛びや上体反そらしなどと違って、ここでは自分たちで計測する必要はない。ただ並んで順番を待てばいいだけである。


「えへへ、かけっこかけっこ♪」


「……お主ぬしは本当に楽しそうじゃな。まったく、その頭の中がどうなっているのか一度見てみたいわ」


「きっと八割くらいが運動神経になっているのではないでしょうか～」


　最初にトラックへと向かったのはネコマタ娘むすめたちだった。


　ものすごく楽しそうな顔の美み亜あと、この上なく憂ゆう鬱うつそうなさくら、いつも通りにこにこな千ち鶴づると、三者三様な面持ちでトラックに並ぶ。


「だいたい何で儂わしがこんなことをせねばならぬのじゃ。神には身体能力など無用の長物……神しん力りよくさえ高ければそれで良いのじゃ。それなのにまったく……ただでさえ調子が悪いというのに、ぶつぶつ……」


「む～、さくらさっきから文句ばっかり～。あんまりそんなこと言ってると〝こじわ〟が増えるよ？」


「そうです～。いかにさくらさんが元ひきこもりでカピバラ（哺ほ乳にゆう類るいげっ歯し目もく）並みの救いがたい運動神経の持ち主ぬしだからといって、やらず嫌いはよくありません～」


「…………主ら、やはりケンカを売っておるじゃろう？」


　目元をぴくぴくとさせるさくらの周りにぱちりと小さな火花が舞う。


　と、


「ほらお前ら、早くしろ!!」


　ゴールの方からそんな怒鳴り声が聞こえてきた。


　怒鳴っているのは、監かん督とく役である体育教師の馬うま岡おかだった。確か陸上部の顧こ問もんも兼ねていたような気もする。三十代半ばのいかつい顔をしたおっさん（独身）で、生徒からの人気はあまりない。


「ほら～、さくらがもたもたしてるから～」


「怒られてしまいました～」


「む、むう……」


「はい、それじゃ位置について──」


　そんなやり取りをしながらも、美亜たちは百メートルを走り終わる。


「わ～い、いちばんっ」


「う～ん、こんなものですかね～」


「はあ……はあ……はあ……（疲労で声も出ないらしい）」


　記録はまあ大おお方かたの予想通りというか、一位美亜、二位千鶴、三位は大きく遅れてさくらだった。


「…………も、もう二度とやらぬぞ、こんな……こと……」


　死にそうな顔をして、干ひ上あがったアザラシのようにさくらは大の字になってグラウンドに横たわっていた。本当に、とことん運動不足な神様幼女です。


「んにゃ、さくら、だいじょぶ？」


「……これが……だいじょう……ぶに……見え……るか……？」


「お顔の色が死にかけたサバみたいに見えますね～。というか軽い貧血状態になっていると思われます～。これはお水を飲ませた方がいいかもしれないです～」


　千ち鶴づるがの～んびりと言う。


「うーん、だったら悪いけど二人とも、さくらを水飲み場まで連れていってあげてくれないかな？　僕たちは測定がまだだから……」


「うん、い～よ。わたしもちょうどお水を飲みたいと思ってたし」


「弘ひろ司しさまのお言いつけなら私は何でも～」


「それじゃ、頼むね」


「は～い！」「承うけたまわりました～」と元気良く返事をして、さくらを両肩かたに抱えた美み亜あたちは水飲み場の方へと消えていった。


「さて、と」


　三人を見送り、そろそろ弘司も測定を終わらせようかなと立ち上がりかけ、


「ん？」


　と、そこでトラックの方から大きな歓声が聞こえてきた。


　見ると、レーンのスタート地点周辺にはいつの間にかたくさんの生徒が集まっていた。何だろ、何かあるのかな？


「あ、奈な々なが走るみたいだねー」


　佐さ藤とうさんが声を上げる。


「奈々が？」


「うん、ほらー」


　言葉の通り、佐藤さんが指差した先にはトラックへと向かう奈々の姿があった。


「……でしたら、私も行きますわ」


　それを見て、沙さ耶や香かがずいっと一歩前に出た。「……白しら瀬せさんが出るとあっては、黙って見ているわけにはいきませんから」


　何やらものすごい気合をみなぎらせて、奈々の後を追いトラックへと歩いていく。


「あ、見て見て、白瀬さんが走るみたいよ」


「え、マジで？　どこよどこよ」


　そんなことをしている内にも、さらにトラックの周りにギャラリーが集まってくる。


「白瀬さ～ん、がんばって～」


「奈々さん、応援してるっす！」


「かわいいよー、奈々ちゃーん！」


「さ、沙耶香さん、とりあえず適当にがんばってください！」


「きっと今度こそ勝てますよ！　運がよければ！」


　男女教師生徒を問わずたくさんの生徒たち。その中には沙耶香の取り巻きの二人も混じっていたが、大半は奈々への応援や声援である。まるで動物園のパンダの檻おりの前のような盛せい況きようぶりだった。


「奈な々なってこんなに人気あるんだ……」


　集まった人数の多さに弘ひろ司しが思わずつぶやくと、


「ん、そうだよー。もしかして今頃気付いたのー？」


　隣となりの佐さ藤とうさんがちょっと呆あきれたように顔を傾けた。


「ほら、奈々って陸上部期待のホープだもん。二年生の中じゃダントツで、先せん輩ぱいとかにもすごく期待されてるんだよー。それに何だかんだいってかわいいし、性格もさっぱりしてて明るいし、本人は気付いてないけど学年でも五本の指に入るくらいの人気なんだからー」


「え……そう、なの？」


　どれもこれも初めて聞くことばかりだった。


　確かにいっしょに登下校している時なども奈々に声をかけてくる人とかは多いとは思ったけれど、まさかそこまで人気があるなんてことは全然知らなかった。


「んー、水みな上かみくんもこういうことにはほんっとに鈍いんだねー。自分のことも人のことも。そういうとこ、奈々にそっくりだよー」


「自分のことも？　それって……」


　どういうことなのかと訊きこうとして、


「あ、始まるよー」


　佐藤さんがトラックの方へと顔を向けた。


　トラックでは、奈々と沙さ耶や香かがちょうどスタートラインに立つところだった。


「はい、それでは位置について──」


　スタートコール係の男子生徒の声とともに、真剣な表情の奈々と沙耶香がゆっくりと前かがみになり地面に手を付いた。いわゆるクラウチングスタイルというやつである。


　空気に緊張感が流れ出し、辺りがシンと静まり返る。


「──よーい、スタート！」


　男子生徒がフラッグを上げると同時に、奈々と沙耶香が飛び出すように前に出た。


　他ほかの生徒たちとは明らかに違う俊しゆん敏びんなスタートダッシュ。


　その後に続く力強い走り。


　陸上についてはまったくもって素人しろうとな弘ひろ司しにも、二人の走りが特別なものであることがはっきりと分かる。


「すごい……」


　奈々が走っているところを真ま面じ目めに見るのは初めてだったけれど、こんなにすごいとは思わなかった。これなら二年生にして陸上部のホープだというのにもうなずける気がする。


　だが。


「……おかしいなー」


　佐さ藤とうさんがぼそりとつぶやいた。


「え？」


「フォームが崩くずれてる。いつもならこんなじゃないのに……」


「そうなの？」


　少なくとも弘ひろ司しには変な部分があるようには見えない。


「うん、陸上やってない人だと分からないかもしれないけど……でも、普段の奈な々なはこんなもんじゃないんだよー。上体も腕うでの振りも安定してないし、このままじゃ危あぶないかも……」


　その佐藤さんの言葉を裏付けるかのように、奈々の身体からだがぐらりと揺れた。


「！」


　弘司の目にも何か様子がおかしいことが分かるのと、奈々が砂すな煙けむりを上げて地面に倒れこむのとはほとんど同時だった。


「奈々！」


　慌あわてて駆かけ寄り、トラックのゴール付近でうずくまる奈々に声をかける。


「奈々、大丈夫!?」


「あ、う、うん……」


　だが幸い見た目ほど大した転倒じゃなかったのか、心配する弘司の前で奈々はすぐに起き上がると、少し気まずそうに笑った。


「べ、別にだいじょうぶよ。ちょっと足がもつれただけで、故こ障しようとかがあったわけじゃないから。ケガとかもしてないし……」


「でも……」


　それにしては、何だか奈々の態度がおかしいような気がする。


「ほんとだいじょうぶだから。弘司は気にしな──」


「何をやってるんだ、白しら瀬せ！」


　いきなり頭上から野の太ぶとい声が割り込んできた。


　馬うま岡おかが、ずかずかと大おお股またで迫ってくるのが見えた。弘司たちのところまでやって来ると、太い腕うでを組んでねっとりとした目で奈々を見た。


「よりにもよって走っている最中に転ぶなんて、集中していない証しよう拠こだろうが！　大会も近いというのに……」


「す、すみません……」


「まったく……ちょっとこっちに来い！」


「え、は、はい」


　馬岡は手招きをすると、トラックから少し離れた校庭の端はしにまで奈々を連れ出した。


「──」


「──」


　何かを話しているようだが、弘ひろ司したちのところまでは聞こえてこない。


「何を話してるんだろう……」


　と、そこで馬うま岡おかが動き出した。


　太い右腕うでをゆっくりと背中に回し、さりげなく奈な々なの肩かたを抱く。


「……」


「ねえ、ウマ、またやってるよ」


「懲こりないよね。いくら奈々ちゃんが大人おとなしくしてるからってさー」


「サイテー」


　と、周りからそんな声が聞こえてきた。


「あんなんだから嫌われるのよね」


「ほんと、さっさと何とかしてほしいっていうか」


「どっか別の学校にでも飛んじゃわないかな？」


「？」


　何のことだろう？


　弘司が疑問に思っていると、


「あの馬岡ってねー、陸上部の顧こ問もんなんだけど、セクハラ疑惑があるんだよねー」


　いつの間にか隣となりに来ていた佐さ藤とうさんが、そんなことを言った。


「セクハラ？」


「うん」


　佐藤さんがうなずく。


「指導をするフリをしてお尻しりを触さわったとか卑ひ猥わいな言葉を言ったとか、はたまた女子更衣室を覗のぞいてただとか、色々とどす黒ーい噂うわさが絶えないんだよー。それも最近になってますますひどくなってきたっていうかー」


「……」


　それはセクハラというよりほとんど犯罪のような……


「だいじょうぶかなー、奈々ってそういうのに無防備だからなー」


「うーん……」


　佐藤さんはそう言うものの、奈々ならたとえ相手がセクハラをやってこようとも返り討うちにできそうな気がする。それにいくら何でもこんな衆しゆう人じん環かん視しなところでそういった行動には出ないだろう。あの肩かたに手を回しているのだって、ちょっとしたスキンシップの一種だと言われればそれまでの話である。


　果たして弘司のその予想通り、奈々はそれからすぐに戻ってきた。


「奈々、だいじょうぶだったー？　ヘンなこととか言われてないー？」


　佐藤さんが心配そうに声をかける。


「あ、うん。別に何も」


「そっかー、良かったー」


「心配してくれてありがとう」


　笑って答える奈な々な。


　と、そこで弘ひろ司しと目が合った。


「──っ」


　まるで指名手配犯（容疑：痴ち漢かん）でも見たかのごとく、即座に目を逸そらされた。


「……」


　……いや、何で？


　ワケが分からず困こん惑わくする弘司をヨソに、


「ほ、ほら友ゆ香か、早く次に行こう。午前中の内に外でやる測定は終わらせておいた方がいいでしょ」


「うん、そだねー」


　佐さ藤とうさんを連れて、奈々は行ってしまった。


「…………だから、何で？」








　そんな弘司たちの様子を見つめながら、


「……これは、もしかしたらさっそく効果が出てきているのかもしれませんわね。この調子でいけばもう明日あしたにでも白しら瀬せさんが私の足下に跪ひざまずくことに……ふふ、うふふふふ……」


　沙さ耶や香かが、トラックの上で一人肩かたを震わせていた。


「あ、あのー、次の人が走るんでそこをどいてもらえるとありがたいんですけど……」


「ふふ、うふふふふふふ……」


「え、えっと……」


「おーほっほっほっ！」


　係の生徒が声をかけるものの、自分の世界に入っちゃった沙耶香にはまったく聞こえなかったようで、それから彼女が我に返るまでの三分間、何とも見事な高笑いがグラウンドに響き渡ったのだった。
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　どうしてあんな態度をとってしまったのか、奈々には自分でもよく分からなかった。


　別に弘司が何かをしたわけじゃない。


　ただ、あんな風にして転んだところを見られたのが、何だかものすごく恥ずかしかった。恥ずかしくて決まりが悪くて、弘ひろ司しの目をまともに見ることができなかったのだ。


　──心配してくれて、嬉うれしかったのに。


　転んでしまった自分に弘司がすぐに駆かけ寄って来てくれた時は、思わず胸がどきりとしてしまうくらいに嬉しかった。本当はもっとちゃんとした顔で笑って「ありがとう」って言うつもりだった。


　なのに、あんなそっけない返事をしてしまった。それもほとんど無視するようなカタチで。


　それだけじゃない。


　何だろう。


　ここ最近の、沙さ耶や香かと仲良くする弘司の顔を見ていると何だか無む性しようにイライラしてくる自分がいる。


　こんなことは今までなかった。


　美み亜あたちが弘司にべたべたとくっついたりしている時には──確かにそれはそれで色々と落ち着かない気分にはなったけれど──ここまで激しい、胸が締め付けられるような気持ちになることはなかった。


『今までの美み亜あちゃんたちのお嫁よめさんとか侍じ女じよだとか妻つまだとかはどこか夢みたいっていうか非現実的で、いまいち現実味がなかったけど、身近に現れたライバルのおかげでようやく奈な々なも現実的な危機感を持ったってわけかー』


　友ゆ香かの言葉が頭に浮かぶ。


　身近に現れたライバル。


　現実的な危機感。


　それがこの胸の痛みの正体だとしたら。


　頭を振る。


　そんなことはないと思う。


　この感情は、そんなものじゃないと理性の一部がそう叫んでいる。





　だって、それが意味することは──
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　そんなこんなで午前中が終了した。


　教室に戻ってきた弘司たちは、午後に備えて九人（美亜たち三人、奈々、佐さ藤とうさん、沙さ耶や香か、沙耶香の取り巻き二人）で昼食をとっていた。


「ん～、運動の後のご飯はおいし～ね♪　あ、これも食べちゃおっと」


「そんなに急がなくてもお弁当は逃げませんから～。あらさくらさん、食べないのですか～？」


「………………食欲がない」


　ぱくぱくとオカズを平らげていく美み亜あと、それとは対照的に疲れ切った顔でパック牛乳を飲むさくら、いつでもマイペースな千ち鶴づる。


　その隣となりでは、


「水みな上かみさん、良かったらこれも食べませんか？」


「え、これ、黒くろ崎さきさんが作ったの？」


「え？　あ～、え、ええ、そうですわ。水上さんのために、早起きをしてがんばってしまいました」


　微び妙みように声を上うわ擦ずらせつつ弁当箱を差し出してくる沙さ耶や香かの傍かたわらで。


「……実際は、私たちが五時起きして作らされたんですよね」


「沙耶香さん、ほんっとワガママだから……」


　何やら取り巻きの二人が重ーいため息を吐ついていた。


　そんなまあ、だいたいはいつも通り（プラス沙耶香たち）の賑にぎやかな昼食風景。


「…………」


　だがそこでも、やっぱり奈な々なはどこかヘンなままだった。そっけないというか弘司を避けているというか、目が合っても顔を赤くして素早く逸そらされるというか……
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「んー、水みな上かみくん、奈な々なとケンカでもしたの？」


　そんな奈々の様子に気付いたのか、佐さ藤とうさんがこっそりと訊きいてくる。


「そういうわけじゃないんだけど……」


　でも奈々がどうしてあんな態度を取るのか、弘ひろ司しにはさっぱり理由が分からない。


　すると佐藤さん、弘司と奈々そしてなぜか沙さ耶や香かの顔を順に見て、


「あー、そっか。なるほどね、そういうわけかー」


　ぽん、と手を叩たたいた。


「うんうん、奈々もとうとうそこまで意識するようになったのかー。ここまで来ればあと一歩だね。まあ水上くんの方はまだ全然みたいだけどー」


「？」


「がんばりなねー。あたしは断然、奈々×水上くんを応援してるからさー」


「??」








（奈々、どうしたんだろう……）


（あたしの気持ちは……）


（さて、ここからがほんとの正しよう念ねん場ばかなー。奈々も水上くんもがんばれー）


　弘司、奈々、佐藤さん。


（わ～、このカニコロッケもおいし～な♪）


（あらあら～）


（それにしてもどこにおるのじゃ……）


　美み亜あ、千ち鶴づる、さくら。


（うふふ、このお弁当攻撃に加えて、午後の測定でさっくりとトドメを刺してやりますわ）


（はあ、沙耶香さん、いつまでこんなことをやるつもりなんだろう……）


（明日あしたも五時起きしてお弁当を作ってこいなんて言われたらたまらないわ。さっさとあの男の子、落ちてくれないかな……）


　沙耶香、取り巻きの二人。





　様々な思いや思おも惑わくが渦うず巻く中、午後の測定を迎える──




　



[image: ]
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　第一印象は〝頼りない男の子〟だった。


　線が細くて女の子みたいな顔で、いつでも穏やかに笑っているだけの弱そうな子。


　まあ初めて出会ったのが幼よう稚ち園えんの年長組の時だし、特にあたしは小さな頃から女の子よりも男の子に混じって遊ぶ方が楽しく感じるような性格だったから、余計にそう思えたのかもしれない。


　実際、あいつは何をやってもいまいちだったし、基本的に闘争心というものがあまりないから、あたしが色々とフォローに回ることの方が多かった。


　幼稚園の遠足、小学校の運動会、中学校の修学旅行。


　幼おさな馴な染じみとしての時間を経て、気付けばあたしはあいつの保護者のようになっていた。


　だけど。


　ここぞという肝かん心じんな時には、いつだって助けてくれるのはあいつの方なのだ。


　幼稚園。


　掃除中に園長先生の大事な花か瓶びんを割ってしまった時に、いっしょに謝ってくれたのはあいつだった。


　小学校。


　クラス委員をやっていたあたしが集めた給食費を失くしてしまった時に、方々を探し歩いて夜遅くまで学校に残って、見つけ出してくれたのはあいつだった。


　中学校。


　合唱コンクールの練習になかなかクラスメイトたちが協力してくれなかった時に、みんなを説得して集めてくれたのもあいつだった。


　それ以外にも、エピソードはいくつもある。


　普段はぼーっとしているように見えて──いや実際ぼーっとしてるんだけど──いざという時には驚くほどの行動力と決断力を見せるのだ。


　それはきっとあいつの一面であり、本質であるのだろう。


　だからあたしは今でも信じている。


　あいつが何を考えているのかはいまいち分からないけれど。


　あいつの気持ちがどこに向いているのかに至っては全然分からないけれど。


　それでも。


　あたしが本当に困っている時は、必ずあいつが助けてくれるって。
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　昼食が終わり、午後になった。


「ではでは～、身体測定に行きましょう～」


　お弁当を片付けるなり、やたらと嬉うれしそうな声で千ち鶴づるが言った。


「カラダの発育具合は健康のバロメーターです～。ゆえに身体測定は健康維持のために必要不可欠である大切なファクターなのです～。うふふ、楽しみですね～」


　にこにこ顔で保健室へと向かい歩き出す。


「しんたいそくてい、しんたいそくてい♪」


　その横では、美み亜あがやっぱり楽しそうに自作の歌をハミングしながらスキップをしていた。どうもハシが転がっても身体測定が行われても楽しいお年頃らしい。


「…………ふ、ふん。そんなもの……」


　一方で一人だけメランコリーな表情を浮かべているのは神様幼女。自分のささやかな胸元にちらちらと視線を落としながら千せん尋じんの谷底のように深いため息を漏もらす。「……儂わしだって、あと十年もすれば……」


　他ほかには佐さ藤とうさんはいつも通りだったし、沙さ耶や香かもまた特に変わった様子はない。


「……」


　そんな中、奈な々なはやっぱり様子がおかしいままだった。


　別に弘ひろ司しに対して怒っているとかそういうわけじゃなさそうだったけれど、明らかにいつもとは態度が違いすぎる。うーん、本当にどうしたんだろう……と、あまり考え事には向かない頭をフル回転させて弘司が歩いていると。


「はい、水みな上かみくんはここまでねー」


　笑顔の佐藤さんに、ストップをかけられた。


「ここから先は通行止めー。私たちだけで行くからー」


「え？」


　いきなりそんなことを言われて戸と惑まどう弘司に、


「うーん、どうしてもいっしょに来たいっていうんなら止めないけどー、でもそれだと明日あしたから女子の間で指名手配犯になっちゃう可能性があるよー？」


　弘司の目の前を指差して、佐藤さんがそう言った。


「あ──」


　そこにあったのは『女子身体測定会場』の張り紙。


　どうやら考え事をしている内に、いつの間にか保健室の前まで来てしまっていたようだった。


「ご、ごめん」


　慌あわてて数歩ほど後ずさる。


　確かにこれ以上先に進もうものなら、指名手配犯どころかその場で極刑エグゼキューシヨンに処されても文句は言えない。


「ん～、わたしは別にヒロといっしょで全然いいんだけどな～。てゆうか、むしろいっしょの方がいいのに～」


「同感です～。何かを共に成し遂げるというのは男女のスキンシップ四十八手において上位の手なのです～。男女雇こ用よう機会均等法、ですか～？」


「む、むう、儂わしも妻つまとして胸の一つや二つ……い、いや、しかしここは……」


「……」


　相変わらず、とんでもないことを言いまくりなネコマタ娘むすめたちです。


「──と、とにかく、僕も身体測定を済ませてくるから」


　袖そでを引っ張る美み亜あたちに言う。


　男子の方の健康測定は別の教室で行われているので、弘ひろ司しはそっちに行くことにした。


「うん、りょうかいー。だったらまた後で合流すればいいよねー」


「まあ、さすがにここに入るわけにもいきませんものね。仮に私たちはよくても、他ほかの方々もいらっしゃいますから」


　佐さ藤とうさんと沙さ耶や香かがうなずく。


「あ、じゃあそういうことだから、奈な々なもまた後で……」


「…………」


　奈々にも声をかけるものの、返事は戻ってこない。ただ微び妙みように弘司から目を逸そらしながらこくりとうなずくだけである。


　もしかして、気付かない内に何か奈々を不快にさせるようなことをやってしまったんだろうかと気を揉もむ弘司に、


「だいじょぶだってー。奈々はちょっと自分の気持ちに戸と惑まどってるっていうか、よく分からなくなってるだけなんだよー」


　佐藤さんがそっと声をかけてきた。


「自分の気持ちに……？」


「そ。ま、簡単に言えばようやく奈々も大人おとなへの第一歩を踏み出したってとこかなー」


「??」


　佐藤さんの言うことは、弘司にはさっぱり理解できなかった。というか大人への第一歩と弘司に対してぎこちない態度を取ることとがどう関係しているのか、そこからしてもう分からない。


　すると佐藤さんはあははーと笑い、


「んー、まあ水みな上かみくんには分からなくていいんだよー。これは奈な々なの内面での問題だから、分かったところでどうしようもないしー。とにかく、奈々は別に水上くんのことを怒ってるとかそんなんじゃないから、そのヘンは安心していいと思うよー。じゃあまたねー」


　そう言って弘ひろ司しから離れると、美み亜あたちとともに保健室へと消えていった。


「うーん……」


　何だか最後まで分からないことだらけだったけれど、佐藤さんが言うには弘司には分からなくてもしかたがないらしい。だったら、これ以上あまり深く考えすぎてもしょうがなさそうだ。


「……ま、いっか」


　気持ちを切り替えて、男子の身体測定現場へと向かうべく保健室に背を向けた時。


『あん……ちょ、ちょっと友ゆ香か』


　保健室の中から、そんな声が聞こえてきた。


『ほらほらー、もー、まったくこの子は素直じゃないんだからー』


『ちょ、やめて、いや……』


『な、佐さ藤とうさん、何をやっているんですの？』


『いいからいいからー、お、黒くろ崎さきさんもかわいいカタチしてるねー』


『な、何をして、や、やめなさい……』


「…………」


　……いや、本当にいったい何をやっているんでしょうか。


　思わず頭の中にいつかの温泉の時のようなピンク色な想像が浮かぶ。そういえばあの時は美み亜あがちょっかいを出されてうにゃうにゃ鳴いてたんだっけ……などと思い返していると、


「おい、そこ、何をやってるんだ！」


「！」


　突然背後から声をかけられた。


「保健室の前で何をウロウロとしている？　今ここは女子の測定中だろう！」


「あ、え……」


　廊ろう下かの反対側から弘司を見ていたのは、先ほどのセクハラ疑ぎ惑わく体育教師──馬うま岡おかだった。その視線は明らかに不ふ審しん人物を見るソレである。


　女子身体測定をやっている保健室。


　その前にいる男子。


　確かにそれだけを見れば不審人物に見られてもしかたがないかもしれない。


「まさか何か良からぬことでも考えていたんじゃないだろうな。覗のぞきとかセクハラとか下着ドロボウとか……」


「い、いえそんな」


「本当か？」


「は、はい」


　やたらと具体的な事例が出て来るなーと思いつつ、弘ひろ司しは慌あわててそれらを否定した。


「……ならさっさとどこかへ行け。次に不ふ審しんな行動を見かけたら、指導室行きだぞ」


「は、はい」


　きつい目で睨にらまれ、弘司はそそくさと足早に保健室の前から退散したのだった。


　ゆえに。


「……ふん、邪じや魔ま者は消えたか」


　馬うま岡おかの目に、怪しげな紅あかい光が灯ともっていたことに、弘司が気付くことはなかった。
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　一方、その頃保健室の中では。


「だ、だからやめてって友ゆ香か……そんなとこ……」


　まだ佐さ藤とうさんがお触さわり行為をやっていた。


「えー、別にいいじゃんこれくらいー。女の子同士なんだしー」


「そ、そういう問題じゃ……や……」


　その様子を保健室にいる他ほかの女子たちはちらちらと遠巻きに見ている。そういうことにものすごく興味しんしんなお年頃のようだった。


「おー、夏の温泉の頃と比べて少し張りが出てるかなー。うーん、いい感じー」


「だ、だから……あっ……」


　しばし、奈な々なの体操服の下でごそごそと怪しい手の動きを繰り広げると、


「さてー、奈々は充分に堪たん能のうしたしー」


　佐藤さん、くるりと沙さ耶や香かの方に向き直って、


「よーし、じゃあ黒くろ崎さきさんも再チェックだー」


「なっ、『じゃあ』ってどういう流れからそうなるんですの？　だ、だからそういう破は廉れん恥ちな行為は……ちょ、あ……あんっ……」


　佐藤さんの手が再び沙耶香の体操服の下に滑すべり込む。


「うーん、大きさだと黒崎さんの方が上かなー。若じやつ干かんだけどー」


「え、そ、そうですの？」


　火ほ照てった顔に手を当てながら、まんざらでもなさそうな表情で沙耶香（Ｂ）が胸を張る。「う、うふふ、そういうことらしいですわよ白しら瀬せさん。私の方が大きさであなたに勝っていると──」


「あ、でもカタチは奈々の方がいいかなー。何となくだけどー」


「うっ……」


「カ、カタチって、何を基準に判断してるのよ……」


　沙さ耶や香かが顔を歪ゆがめ、奈な々なが恥ずかしそうに佐さ藤とうさんを睨にらむ。


　するとそれを見ていた霊れい鳥ちようお姉ねえさん（Ｄ）が豊満な胸の前で手を合わせながら、


「あらあら～、ほんとにお二人ともいい勝負ですね～。こういうのを何と言うのでしょう、竜りゆう虎こ相あい討うつといった感じでしょうか～？」


　のほほんとそんなことを言った。


「…………なにか、この人に言われるとものすごく複雑ですわ」


「…………同感」


　沙耶香と奈々、二人の意見が初めて合った瞬間だった。


「──と、とにかく、そんなことよりも早く測定を終わらせるわよ。ここであんまり時間をかけるのもアレだし……」


「んー奈々、それは一刻も早く水みな上かみくんに会いたいってことかなー？」


「なっ、ち、違うわよ。な、何でそういう話になって……」


「ふふー、ま、いいからいいからー」


　顔を赤くして否定する奈々に、佐藤さんが初めて立ち上がった我が子（三歳さい）を見るような微笑ほほえましい顔で笑う。


「でさでさ、身体測定って何をやるの？」


　と、ネコマタ娘むすめがそんなことを言った。


「ここって保健室だよね？　前にピンク色の制服を着てヒロの看かん病びようをした……また同じことするのかにゃ？」


「それを知らずにお主ぬしはあのような妙みような歌を歌っておったのか……」


「ま、まあ美み亜あちゃんだしねー」


　さくらが呆あきれた顔になり、佐藤さんが苦笑いをする。


「えっとねー、身体測定っていうのは──」


「肉体カラダの成熟具合を調べるのですよね～？　上から下、隅すみから隅、前から後ろまでじっくりたっぷりと～」


　言いかけた佐藤さんを、霊鳥お姉さんが遮さえぎった。


「楽しみですね～。色々なことが分かってきっと気持ちいいですよ～」


　にこにこと笑いながら頰ほおに手を当てる。間違ってはいないけれど、相変わらず果てしなく微び妙みような説明です。


　と、そこで気だるげな声が飛んできた。


「ほらお前らー、バックに白い百ゆ合りが狂い咲きしそうな乳繰り合いはどうでもいいから、さっさと服を脱いで並べー」


　声の主ぬしは、イスに座った白はく衣いにメガネのやる気のなさそうな女の人。


　旭あさひヶが丘おか学園の養よう護ご教きよう諭ゆにしてピンク色の偽にせ白衣（ミニスカート）の持ち主である香こう咲ざき香か織おりであった。


「さあ、今回もお前らの成長度合いをこの手でしっかりと測ってやるぞ。ああ、身長だの体重だのはお前らで勝手に測れ。興味ない」


　そんなどこか偏かたよった言葉とともに身体測定（胸）が始まったわけだが。


　奈な々な。


「お、白しら瀬せ、春よりも〇・三センチ大きくなってるぞ。やったじゃないか」


「え、あ……」


　ちなみにこの養よう護ご教きよう諭ゆ、ここ十年の女子生徒全員分の身体測定結果（一部分のみ）を記き憶おくしているとか何とか。基本的にやる気はないのに、ヘンなところだけ律りち儀ぎというか優秀である。


「わー、良かったね、奈々。毎日こっそり牛乳を飲んだり、バストアップ運動をやった成果が出たみたいだよー」


「あ、ありがと──って、何で友ゆ香かがそのことを知ってるの!?」


　美み亜あ。


「キミは童顔の割には良好な発育具合をしているな。うむ、いいことだ」


「にゃ？」


　千ち鶴づる。


「む、これはかなり……弾力は申し分なく張力も角度もどれも素す晴ばらしい。模も範はん的胸囲だ。偉いな」


「あらあら～」


　さくら。


「………………まあ、がんばれ」


「そ、その不自然な間はなんじゃ！」


　沙さ耶や香か。


「黒くろ崎さきは、見た目と性格がハデな割には意外と慎つつましいな。おまけに春からあまり成長していないし……」


「よ、余計なお世話ですわ！」


　とまあそんな感じで、全員の測定（胸）が終わった。


「～♪」


「えへへっ」


「あらあら～」


「…………」


「…………」


　上機嫌な奈々（Ｂ：成長アリ）、美亜（Ｃ）、千鶴（Ｄ）とむっつりとしたさくら（Ａ）と沙耶香（Ｂ：成長ナシ）。


　保健室の隅すみで畳たたんであった体操服を広げつつ、それぞれの悲ひ喜きこもごもな姿がそこにあった。


「？　あれ何だろ？」


　と、美み亜あがふいに天てん井じようを見て言った。


「ん、どうしたの？」


「ん～、なんか天井の方からヘンな気配がするんだよ。何かが動き回ってるみたいな音もするし……」


「音？　あたしには分からないけど……」


　というか、奈な々なには音以前にそんな気配すらも感じることができない。「ほんとに聞こえるの？」


「ほんとだよ～。わたし、耳がものすごくいいんだもん。ネコマタの里でも『地じ獄ごく耳美亜ちゃん』って呼ばれてたし」


　ちょっとムキになって美亜が言う。


「うーん、でも……」


「でしたら、試しに探ってみればよろしいのでは～？　だれかがいるのならば、それはそれで問題ですし～」


　悩む奈々に、千ち鶴づるが切り出した。


「でも、探るってどうやって？」


「うふふ～、それはこれを使うのです～。よいしょっと～」


　にっこりと笑うと、おもむろに胸（Ｄ）の谷間から長さ五十センチほどの棒状の物体を取り出した。特殊警棒のような造りのスライド式のその細長い物体は、伸ばすと最終的に二メートルほどの長さになった。


「携帯式の長槍やり〝千せん羽ば鶴づる〟です～。護身用と曲くせ者もの退治とを兼ねて常に携帯しているのですよ～」
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「……」「……」「……」「……」「……」


　一同、沈黙。


「……こ、この人、何者なんですの？」


「え、えーと、割とこういう人かなー」


　沙さ耶や香かの言葉に、いまいち答えになっているんだかいないんだか分からない答えを返す佐さ藤とうさん。


「それでは行きますよ～。そ～れ～」


　霊れい鳥ちようお姉ねえさんが長槍を軽く一回転させ、そのまま上へと突き出した。その青空のようなのーんびりとしたかけ声とは裏うら腹はらに、長槍が稲いな妻ずまのごとき鋭い勢いで天井へと差し込まれ──


『うおっ!?』


　野の太ぶとい男の声とともに、がたり！　と天井の方で物音が響いた。


「今の声、なに？」


「覗のぞきよ、覗き！」


　途と端たんに周囲から叫び声が上がる。


「覗きって、ノゾキ!?」


「いやー！」


「攫さらわれるー！」


　保健室内は、ちょっとしたパニック状態に陥っていた。


　そんな中、


「……お主ぬしら、気付いたか？」


「はい、それはもちろん～」


「うん、アレって……」


　千ち鶴づると美み亜あが神しん妙みような顔でうなずき、


「屋根裏掃除の人ですよね～？」「ねずみかなんかかなっ？」


「違うわ！」


　さくらがすごい勢いで突っ込んだ。


「く……このアホどもが。とにかく後を追うぞ。今の声とともに瞬間的に発せられた妖よう気き……おそらくアレが探していた『魔』じゃ。せっかく摑つかんだ手がかりを逃のがすわけにはいかん」


「あらあら～」


「りょうかいっ」


「あ、ちょっとさくらちゃんたち？」


　いそいそと服（体操着）を着ると、さくらたちは駆かけ足で保健室を出て行ってしまった。


　大騒ぎな保健室には、佐さ藤とうさんと奈な々な、沙さ耶や香かが残される。


「な、なんかすごいことになっちゃったねー」


「う、うん。まさか痴ち漢かんなんて……」


「何が何だか分かりませんわ……」


　三人とも、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかなかった。
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「え、美み亜あたちがどこかに行っちゃった？」


　男子の方の身体測定を終えた後に保健室の前で奈々たちと合流した弘ひろ司しが最初に聞かされたのは、美亜たちが何者かを追いかけていったまま帰ってこないとの話だった。


「そうなんだよー、なんか女子の身体測定を覗のぞいてた人がいたんだけど、それを追っかけて行っちゃったままでさー」


「うーん……」


　覗のぞきのことはここに来る前に、通りかかった生徒から聞いていた。だから騒ぎになっているのは知っていたけれど、しかし何だって美亜たちがその覗き犯を追いかけていくのかはさっぱり分からなかった。


「……これからどうする？」


「──そうですわね、こうなったらもう私たちだけで残りを回りません？　あまり時間もないですし……」


　沙耶香がそう提案する。


（うふふ、やっとあのおジャマな三人組がいなくなってくれたのですもの。このチャンスを利用しない手はありませんわ）


「ここで待っていてもあの方たちが必ず戻ってくるという保証もありません。だとしたら、まずは私たちだけでも測定を終わらせてしまう方が効率的だと思うのですが……」


「うーん……」


　沙耶香の言うことには一理あった。


　確かに、まだ終わっていない測定はそう多くはないとはいえ残っている時間もまた多くないというのが現状である。鉄てつ砲ぽう玉だまみたいにどこかに飛び出していってしまった美亜たちをこちらから見つけるのは難しいし、かといってここでずっと待っているというのも微び妙みように時間のムダっぽい。それにあの三人娘むすめは弘ひろ司しの匂においやら霊れい力りよくやらを辿たどれるという話だから、適当に動いていれば向こうから合流してくるかもしれない。


「……そうだね、じゃあとりあえずそうしようか？」


「おっけー」


「うふふ、さすが水みな上かみさん、見事な判断ですわ」


「……う、うん」


　で、弘司、奈な々な、佐さ藤とうさん、沙さ耶や香かの四人のメンバーで測定巡めぐりが再開されたわけだが。


　その道すがらでの会話では、


「ね、ねえ友ゆ香か、この前の練習でさ──」


　奈々は佐藤さんにばかり話しかけ、


「それでですね、水上さん──」


　沙耶香が弘司にばかり話しかけるという構図ができあがっていた。


　そのためグループは完全に二分化され、四人で回っているというよりは、ほとんど奈々と佐藤さん、弘司と沙耶香の二グループがいっしょに回っているといった状況になってしまっていた。


「うーん、これは良くない傾向だなー」


　佐藤さんが、皆に聞こえないくらいの声でひっそりとつぶやく。


「水上くんをきちんと意識するまでになったのはいいことだけど、それがまた裏目裏目に出ちゃってるのがいかにも奈々らしいっていうか……。うん、ここはちょっと荒あら療りよう治じが必要かなー。よし、そうしよー」


　うんうんとうなずき、


「────あ、そういえば私、ちょっと職員室に行かなきゃいけない用事があったんだー」


　唐とう突とつに、そんなことを言った。


「職員室？」


「そう、担たん任にんのマウンテンゴリラに呼ばれててさー。すっかり忘れてたよ。あははー」


「あ、それじゃあたしたちもいっしょに──」


「いいよいいよー。けっこう時間もかかりそうだから、奈々たちは適当に回っててー」


「う、うん……」


　奈々がどことなく心細そうな顔を見せる。


「そういうわけだから、後は三人で回っててねー。私も後で合流できたら合流するから。それじゃー」


「あ──」


　そう言って、佐藤さんは足早に去って行った。


　去り際に、


「んー、私がいると奈な々なは私とばっかり話しちゃうからねー。黒くろ崎さきさんと一対一の勝負をさせちゃうのは少し辛つらいかもしれないけど、でもこれくらいやらないと奈々は自分から動こうとしないからねー。ま、かわいい子には旅をさせよっていうし。がんばれ、奈々ー」


　などと小さくつぶやいたりしていたのだが、それは当然奈々たちには聞こえていなかった。








　というわけで、佐さ藤とうさんと別れ三人となった弘ひろ司したちだったが。


「えっと、それじゃ行こうか」


「…………うん」


「……そうですわね」


　奈々の様子が変だということも相まって、何となく気まずいというか重苦しいというか、夏の夕立前の積せき雷らん雲うんみたいな、そこはかとなくどんよりとした空気が辺りを漂ただよっていた。


（うーん……）


　廊ろう下かを歩きながら、チラリと左右を見る。


　左側に奈々、右側に沙さ耶や香か。客観的に見れば両手に花という言葉をそのまま体現したかのごとき幸せなシチュエーションなのだろうけど、当の弘司にとっては何となく居心地の悪い状態だった。


「……」


「そういえば水みな上かみさんって、好きな子とかいますの？」


「え？」


　そんな中、ふいに沙耶香がそんなことを口にした。


「教室ではいつも鈴すず鳴なりさんとかといっしょにいることが多いですけれど……」


「鈴鳴……あ、美み亜あのことか」


　言われてみれば、美亜はそういう名みよう字じを名乗っていたのだった。いつも名前で呼んでいて名字を呼ぶことなどほとんどなかったため、まったくもって忘れていた。


「いや美亜は別にそういうのじゃ……」


　ない……のかな？　と、心の中で疑問符を付けてしまう。無条件に肯定できるものじゃないけれど、かといって完全に否定できるほどあっさりとした関係じゃないようにも思える。ただここでそれを肯定してしまうとややこしいことになりそうなのは必ひつ至しだったので、弘司は首を横に振った。


「それでは鳳ほう凰おう堂どうさんや神かみ代しろさんですか？　仲良くいっしょに登下校されていますよね」


　さらに沙耶香が訊きいてくる。


　ちなみに鳳凰堂が千ち鶴づる、神代がさくらの名字である。


「千鶴さんたちも違う……と思う」


　千ち鶴づるやさくらにしても美み亜あと同じだった。


　もう半年以上もいっしょにいるわけだし、好きか嫌いかで言えば間違いなく好きである。だけど、いわゆる沙さ耶や香かが言う意味での好きに当てはまるのかどうかまでは分からない。というか弘ひろ司し自身、そういった好きだとか何だとかについてはまだいまいちよく分からなかったりするのだ。


「そうなのですか？」


「う、うん」


　曖あい昧まいにうなずく。


　沙耶香が小さく笑った。


「うふふ、良かった。いつも三人といっしょにいるのでてっきりそうかと……。でも、それならまだ私にもチャンスがあるということですわね」


「え？」


　それってどういう……？


　意味が分からずに目を瞬しばたかせる弘司に、


「それとも──」


　そこで沙耶香はちらりと奈な々なの方を見て、


「もしかして、実は白しら瀬せさんだったりしますか？　幼おだな馴な染じみで、とても仲がよろしいのですよね？」


「え？」


　それは予想外な言葉だった。


　美亜たちについてはまだそういう風ふうに言われるのも分かる。お嫁よめさんだとか侍じ女じよだとか妻つまだとかを公言しているわけだし、学園でも夕ゆう凪なぎ荘そうでも弘司の傍そばには常にあの三人のだれかがいるのが普通だった。だからもしかしたら沙耶香みたいに勘かん違いする者がいてもおかしくはないかもしれない。


　だけど奈々は違う。


　確かに女子の中では一番仲が良いし、何だかんだ言って十年来の付き合いであるのだから気心も知れている。でも弘司自身、奈々をそういう目で見たことはないし、周りからもそういう風に見られることがあるなんて思ってもみなかった。


「どうなのですの？　私、知りたいですわ」


　戸と惑まどう弘司に、沙耶香が迫ってくる。


「え、ええと……」


　弘司にとっては答えにくいことこの上ない質問である。言葉に詰まり思わず奈々の方を見た。


「あ──」


　当然今の話は聞こえていたのだろう。弘司の視線に、奈々は頰ほおを赤くするとささっと顔を窓の外に逸そらした。


　そんな奈な々なを見て沙さ耶や香かは、


「白しら瀬せさんはどうなんです？　水みな上かみさんのこと、どう思ってるんですの？」


「あ、あたしは別に……」


「では、キライということですのね？　分かりましたわ」


「え、そ、そういうわけじゃ……」


「水上さん、白瀬さんにキライと言われたからって落ち込まないでください。私がいますから」


「だ、だから…………っ」


　何かを言いかけて、しかし顔を伏せてしまう奈々。


　それきり、声を失ったかのように黙り込んでしまう。


（ふふふ、作戦通りですわ。あとはこのまま私が水上弘ひろ司しを落としてしまえば……）


「……」


「……」


「……」


　沈黙。


　それがどれくらい続いただろう。


「あ、あのさ、弘司──」


　やがて何かを決意したかのように奈々が口を開きかけて、


「白しら瀬せ！　そこにいたか！」


　突如響いてきた野の太ぶとい声が、それを遮さえぎった。


　声の主ぬしはまたもや馬うま岡おかだった。何やらハァハァと息を荒らげ、そのごつい顔には焦あせりのようなものが浮かんでいる。


　馬岡は、ズカズカと大おお股またでこちらまで駆かけ寄ってくると、


「白瀬、ちょっと俺おれといっしょに来い。大事な話がある」


　いきなりそんなことを言った。


「話、ですか？」


「ああ、分かるだろう。午前中の一件についてだ。今すぐに体育準備室まで来てもらうぞ」


「え、でもまだ体力測定の途中で──」


「そんなのは後回しにしろ。──いいから早く来い！」


「あっ──」


　腕うでを摑つかんで強引に引っ張っていこうとする。


「わ、分かりました。今行きますから、ちょっと待ってください」


　奈々はそう言って弘司の方へと向き直った。


「ごめん。そういうことだから……」


「あ、うん……」


「……」


「……」


　また、何となく沈黙。


「──ほら白しら瀬せさん。馬うま岡おか先生がお待ちですよ。早く行かないとまずいんじゃありませんの？」


　沙さ耶や香かが急せかす。


「…………うん。それじゃ」


　どこか名残なごり惜しげな声でそう言うと、最後にもう一度弘ひろ司しの顔をちらりと見て、奈な々なは馬岡に付いて廊ろう下かを駆かけていった。


（……うふふ、これはますますチャンスですわね。この隙すきに水みな上かみ弘司を私の魅み力りよくで虜とりこにしてしまえば、きっと白瀬さんも泣いて悔くやしがるわ。そうすればまた私の時代が……）


「──ねえ水上さん」


　何か釈しやく然ぜんとしない気分の弘司に、沙耶香が改まった口調で言った。


「ん、なに？」


「ちょっとお話があるのですけれど……いいかしら？」
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　──あたしはさっき、弘司に何を言おうとしたんだろう。


　馬岡に連れられて廊下を早足で歩きながら、奈々はずっと自分に問いかけていた。


　沙耶香に弘司との関係を問われて、思わず口に出そうになった言葉。それが何なのか、自分でもよく分からない。


　ただここのところ感じていた胸の痛み。


　弘司と沙耶香が仲良くしているのを見た時から感じていた痛み。


　最初は僅わずかだったそれは時間とともに次第に強くなり、さっきの沙耶香が弘司の好きな人を訊きいているのを目にした時に、最高潮になった。


　自分は弘司のことが好きなのだろうか？


　それとも単に仲の良い幼おさな馴な染じみにちょっかいを出されるのが、何となく気に入らないだけなのだろうか？


　そんなことを考えているうちに、体育準備室に到着した。


「入れ」


　馬うま岡おかに押されるようにして、中へと入る。


　体育準備室は、お世せ辞じにも整せい頓とんされているとは言い難い状態だった。


　床ゆかには鉄アレイやら砂の入ったペットボトルやらが乱雑に転がっていて、汚きたない山を作っている。本棚には分類も仕分けもされていない雑誌が、大量のホコリを被かぶったまま適当に並べられている。部屋に一つしかない窓には厚いカーテンが引かれていて、まだ昼間にもかかわらず室内は夜のように薄暗い。


「そこに座れ」


　馬岡が部屋のドアに鍵をかけながら、そう指示をした。


「はい」


　どうしてわざわざ鍵をかけるのか少し不ふ審しんに思いつつ、それでも言われた通りに奈な々なは部屋の中央にあったパイプ椅い子すに腰こしを下ろした。古びて錆さびの目立つその椅子は、奈々が座るとギシリと音を立てた。


「さて、やっと二人になれたな……」


　奈々が座るのを確認して、額ひたいに汗を浮かべて息を荒らげた馬岡はゆっくりと口を開いた。


「初めて見た時から目は付けていたんだ。生き娘むすめは何人かいたが、お前が一番上じよう物ものそうだった。本当はもう少し後まで取っておきたかったんだが、そんな余よ裕ゆうはなくなったんでな」


「？　何のことですか？　それより午前中のことについてのお話は……」


「ああ、いいんだよ。そんなのはお前をここまで呼び出すための建たて前まえに過ぎないんだから」


「え？」


　馬岡の手が奈々の肩かたにかけられる。


「それじゃあ、いただきまーす」


「!?」


　奈々が本能的に危機感を覚えるのと、馬岡のニヤけた顔が迫ってくるのとはほとんど同時だった。
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「黒くろ崎さきさん、話って？」


　話があるという沙さ耶や香かに誘われ、弘ひろ司しが連れてこられたのはなぜか人ひと気けのない空き教室だった。


　高等部校舎の四階隅すみにある、今は使われていない教室。


　古びた机やら椅子やらが大量に置かれているここは、空き教室というよりもほとんど物置に近いような寂さびれた状態である。ホコリっぽいし、あまり話をするのに適している場所とは思えないのだけれど……


「まあまあ、そんなに慌あわてないでくださいな」


　だが沙さ耶や香かはそんなことはさして気にした様子もなく、弘ひろ司しの正面に回りこむと意味ありげに微笑ほほえんだ。


「話というのはさっきの続きですけれど……水みな上かみさん、私のこと、どう思います？」


「え、どうって」


「好きな人はいないという話でしたよね？」


「あ、うん」


「だったら……私がその対象になれません？」


　上うわ目め遣づかいにそう言うと、沙耶香は弘司へと近づいてきた。


「私……水上さんのことが気になるんですわ」


「え……？」


　一瞬、沙耶香が何を言っているんだか分からなかった。


　きになるっていったいどういうことなんだろう？　木になる……黄になる……奇になる……どれも変換としてはおかしい。ということは、気になる、が正しいということになるわけだけれど、それが意味することは……？　え？


　混乱する弘司にさらに近づき、沙耶香はこんなことを言った。


「水上さんさえよろしければ……私と、付き合ってくださいませんか？」


「あ、え……」


　沙耶香の腕うでが、戸と惑まどう弘司の首に回される。


　あまりに突然な展開に、弘司は何が何だか分からずトコロテンのように固まるしかなかった。


（ふふふ、私の魅み力りよくにすっかりメロメロのようですわね。雑誌に書いてあった通り、男なんてちょろいもんですわ。ここまで来ればあと一押しで……）


「水上さんは……私のこと、どう思っていますか？」


「ぼ、僕は……」


「私のこと……嫌い、ですか？」


　胸元に手を当てて、切なそうな表情で見上げてくる。


「そ、そんなことはないけど……」


　だけど何と言ったらいいのか分からない。


「だったら……」


　その言葉とともに、沙耶香の手がゆっくりと彼女の体操服にかけられた。


「!?」


　ぱさり、と小さな音とともに体操服が床ゆかに落ち、白い肌はだと薄い布地に包まれたささやかなふくらみが弘司の目の前で顕あらわになる。
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「く、くくく黒くろ崎さきさん!?」


「水みな上かみさんなら私……いいですわよ」


　助けを求めるように沙さ耶や香かから目を逸そらすも、ここは空き教室である。しかも体力測定真まっ最さい中ちゆうの。助けが来る様子はまったくもってない。


　ちなみに教室の外では。


「はー、沙耶香さん、早く終わらせてくれないですかねー。今日は見たいテレビがあるからさっさと帰りたいのに……」


「別にわざわざ人払いなんてしなくてもこんな空き教室になんてだれも来やしないってのに。こういうベタな小こ細ざい工くが好きな人だから……」


　取り巻き二人がぶつぶつと愚ぐ痴ちを言っていたのだが、当然弘ひろ司しがそんなことを知る由よしもなかった。


「さあ水上さん……お返事を聞かせてもらえると嬉うれしいですわ」


「え、う、あ……」


（私がここまでやってあげてるんだから、後はもう大人おとなしくうなずいちゃいなさいな。それでフィナーレなんですから）


　目を潤うるませて、少し紅潮した顔で迫ってくる沙耶香。


　その艶なまめかしい姿に思わずうなずきかけ──
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「な、何するんですか！」


　気付いた時には、奈な々なは馬うま岡おかに組み伏されて床ゆかに倒れていた。


　両腕うでを摑つかみ、覆おおい被かぶさるように顔を近づけてくる馬岡。その目には安キャバレーの電でん飾しよくのような怪しい紅あかい光がテカテカと灯ともっている。


「何って、まあ、楽しいことだよ。……だいたい分かるだろ？」


　ニヤリとヤラしい笑みを浮かべて馬岡が舌したなめずりをした。


「や、やめてください！　他ほかの先生に報告しますよ!?」


「ん、好きにすれば？　ていうかもういいんだよ。お前を最後に俺おれはこいつの身体からだから離れるからな。土地神のやつも動き出しているし、そろそろ潮しお時どきだ。まったく、教師のフリってのもラクじゃないな。おかげで今まではしょぼいセクハラでガマンさせられていたが、最後くらいパーッとヤリたいことをヤってから逃げるってのもアリだろ？」


「な、何を言って……」


　馬岡が何を言っているのか奈々には分からない。だけどこのままではまずいということだけはイヤというほど分かる。何とか振りほどこうとするものの──


「な、何これ……力が入らない……」


　馬岡に触さわられたところからまるで吸い出されるかのように力が抜けていく。貧血や脱水症状にも似たような症状。抜け出すどころか満足に抵抗もできない。


　しかも、異常はそれだけではなかった。


　奈々の身体に覆い被さるように触ふれている馬岡の身体。それにも変化が起こっていた。


「ふぅおお、興奮するぜぇ！」


「え……」


　奈々の目の前で、馬岡の全身の筋肉が異常なまでに盛り上がっていき、それらは一瞬の内に中からジャージを突き破る。四角かった顔は縦たて長ながに変形し頭からはツノのような突起物がニョキニョキとタケノコのように生えてくる。遅れてきた成長期……なわけがない。


「な、何なのよ……」


　変へん貌ぼうしたその姿は、まるで昔話にでも出て来る馬の顔をした鬼おにのようだった。


　怯おびえる奈々に、馬岡（？）は楽しそうに笑いかけた。


「おー、怖がれ怖がれ。その方がこっちとしては快感だからな。ちなみに暴れたってムダだ。見て分かるだろうが腕わん力りよくで俺おれに勝てるわけがないし、そもそもその腕力だってロクに出せやしないだろ？　ほら、いいから大人おとなしくしてろ。じっとしてればすぐに終わる」


「い、いや……」


「さーて、まずはどこからいただこうかな……」


　エロく歪ゆがんだ馬うま岡おかの顔がさらに近づいてくる。


（や、やだ……）


　こんなところで、こんなワケの分からないヤツにおかしなことをされるなんて、そんなのは絶対にイヤだ。


（だれか、助けて……）


　心の中で助けを求める。


　その時、心の中に浮かんだのは、たった一つの名前だった。


　一番呼び慣れていて、そして一番大切な名前。


　その名前を、奈な々なは力いっぱい叫んだ。


「ひ、弘ひろ司し……助けて！」
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「……あれ？」


　何かが聞こえたような気がして、弘司は我に返った。


「どうなさいましたの？」


　沙さ耶や香かが怪け訝げんそうな顔で見上げてくる。


「…………行かないと」


「え？」


「ごめん……今なんか、奈々の声が聞こえたような気がした」


　幻げん聴ちようかもしれない。


　ただの勘かん違いかもしれない。


　でも確かに今、助けを求める奈々の声が聞こえてきた。


　だったら行かないわけにはいかない。


　奈々が、幼おさな馴な染じみが助けを求めている。


　好きだとか何だとかは正直言ってよく分からないけれど、それでも弘司にとって奈々が大事な人であることには変わりがない。


「だから僕は行かないと……本当にごめん」


　沙耶香の身体からだを引き離すと、弘司は一直線にドアへと向かって走り出した。


「あ──」


　後にはぽつんと、上半身顕あらわな姿の沙耶香が残される。


「な、何なのよ……」


　わなわなと肩かたを震わせながらつぶやく。


「な、何でまた私じゃなくて白しら瀬せさんですの……わ、私がここまでやってあげたっていうのに……こ、こんなの、こんなのって……きしゃ～っ！」


　髪かみの毛を逆さか立だてて、近くにあった机の山に強烈な前蹴げりを叩たたき込んだ。


　その勢いで山の一番下にあった机が横に大きく吹っ飛び、ばきっという音とともに壁にぶつかって大破する。そして。


「──え？」


　土台を失った机の山は、当然のごとく引力に従って崩ほう壊かいし、


「ちょ、きゃ、きゃあああああっ！」


　がらがらがしゃん!!


　沙さ耶や香かに向かって、雪崩なだれのごとく襲い掛かった。


「さ、沙耶香さん、だいじょうぶですか！」


「い、生きてます？」


「う、うーん……」


　大音響を聞きつけた取り巻き二人が教室に入った時には、見事なまでに崩くずれさった机の山と、それに埋もれてぐるぐると目を回す沙耶香の姿があったのだった。








「奈な々な！」


　体育準備室に飛び込んだ弘ひろ司しが見たものは、床ゆかに組み伏せられる奈々とその上に馬乗りになっている馬うま面づらをした馬うま岡おかの姿だった。


　その姿はまるで使用前→使用後のようで、とても人間には見えない。


「ひ、弘司……」


「……ん？　お前、何で入って来られるんだ？」


　馬岡（使用後）が不思議そうな顔で弘司を見る。


「ドアには確かチカラを使って施せ錠じようをしてあったはずなんだが……つーか、何で俺おれの姿を見て逃げようとしない？　目が悪いのか？」


　アゴが伸び鼻が突き出た競走馬ライクな顔を傾けて何やらブツブツと言っているようだったが、そんなものは弘司にとってどうでもよかった。


　押さえつけられて、泣きそうな顔で弘司を見る奈々。


　その姿を見た瞬間。


「──っ！」


　頭の中で、何かが爆発したような気がした。


「この──」


　気が付けば弘司は馬岡に向かって一直線に走り出していた。


「あん？　なにマジになってやがる。白はく馬ばの王子様のつもりかぁ？」


「奈な々なを放せ！」


　馬うま岡おかに摑つかみかかるものの、


「あー、青いねえ。そういうのはそんなにキライじゃねえが…………だけどムダだっての！」


「うわっ！」


　逆にその太い腕うでに払われて、ボーリングのピンのごとく無ぶ様ざまに床ゆかにゴロゴロと転がされた。


　ホコリっぽい床の感触が頰ほおに触ふれる。


「弘ひろ司しっ！」


　馬岡の腕うでの中で奈々がもがいた。


「おおっと、暴れるんじゃねえよ。どうせロクに動けねぇんだから──」


「うるさいっ！　放せ、このヘンタイ!!」


「ぐべぼっ!?」


　次の瞬間、奈々の渾こん身しんのストレート（グーパンチ）が馬岡の顔面にぐしゃりとめり込み、馬岡は床にあった鉄アレイやペットボトルを巻き込んで盛大に吹っ飛んでいった。ほとんど水平飛行。そのまま部屋の隅すみにあった本棚に激突して、轟ごう音おんとともに床に落ちる。


「……」


　本棚（鉄製）は、人型にべっこりとへこんでいた。


　……ものすごい破壊力です。


「弘司、だいじょうぶ!?」


　奈々が必死な顔で駆かけ寄ってくる。


「あ、うん。何とか……」


　ちょっと払われただけで、大したケガをしている様子もない。というかむしろトラックに跳はね飛ばされたかのような勢いで吹っ飛んでいった馬岡の安あん否ぴの方が心配だったりもした。……まさかとは思うけど、死んでないよね？


「ま、まったく、弱いんだからムチャしないでよね……」


　そう言う奈々の目には涙が浮かんでいた。


「奈々……」


「ほんとに……普段は頼りないクセに、こういう時だけは必ず助けてくれるんだから……」


「いや助けてないんだけどね……」


　結局馬岡を殴なぐり倒したのは奈々のわけだし、結果的に弘司はほとんど何もしていなかったりする。


　だけど奈々は首を振って、


「ううん、来てくれただけで弘司は充分にあたしの助けになってくれたよ。あたしにはそれだけで充分。……あ、でも、どうして分かったの？」


　奈な々ながふと気付いたかのように言った。


「え？」


「あたしが、その、こんな状況になってるなんてことをどうして……」


「あ、ええと、それは……」


　何となく奈々が助けを求める声が聞こえたような気がしたから……とは、恥ずかしくて言えない。絶対に言えない。どう誤ご魔ま化かそうか悩んでいると、


「…………やってくれたな」


　背後から、怒りに満ちた野の太ぶとい声が響いてきた。


　身体からだに降りかかった雑誌を払いのけながら、馬うま岡おかがのっそりと立ち上がる。


「馬岡……」


　奈々のアレを食らっていちおう生きていたことに安あん堵どはするものの、同時に今の自分たちの置かれている状況を思い出して弘ひろ司しは気を引き締め直した。


　変態した（色々な意味で）馬岡。


　その馬岡と三人きりで同じ部屋内にいて、しかも出口は馬岡の背にある。


　……もしかしなくても、これはかなりマズイ状況なんじゃないだろうか？


「……女に殴なぐられて三メートルも飛ばされた上に一瞬失神させられちまうなんてな。まさかここまでコケにされるとは思わなかったぜ。土地神がうろついてやがる以上、あんまりハデなことはやりたくなかったが……ここまでやられて黙っているほど、俺おれも優しくないんでね」


　目をギラギラとさせて、馬岡が近づいてくる。


「そっちの生き娘むすめならいざ知らず、思春期爆発な男の精気になんか本来興味はねえ。だがこうなった以上、二人まとめて吸い取ってやる。──覚かく悟ごしな！」


　怒声とともに、馬岡がその丸太のような腕うでを伸ばして襲い掛かってきた。


「危あぶない！」


「きゃっ！」


　慌あわてて奈々を横に突き飛ばす。


　間かん一いつ髪ぱつで奈々を馬岡の射程距離外に逃がすことに成功したものの、馬岡の腕は残った弘司の肩かたをがっちりと摑つかんでいた。


「う……」


「へっ、捕まえたぜ。まずはテメエからだ。天てん日ぴ干ぼしにしたアジの干ひ物ものみたいにカラカラになるまで吸い取って──っ!?」


　突然、馬岡が顔色を変えて（いや馬うま面づらだからよく分からないけれど）、後ろに飛び退のいた。


「な、何だテメエは……？　直接触さわっても吸い取れねえ……いやそれどころか逆に妖よう力りよくを奪われただと…………まさかテメエ!?」


「？」


「『統ま神と者め』……か？　そうか、それなら錠じようがあんなに簡単に破られたのも精気が吸えねえのも納得いく。ハハハ、これは思わぬ拾いモンだ！」


　大声で笑い出す馬うま岡おか。


　何か勝手に納得しているようだが、弘ひろ司しにはさっぱり分からない。


「予定変更だ。とりあえずテメエは確保。もうそっちの女はどうでもいいや」


「うわっ！」


　馬岡が、その巨大な両腕うでで弘司の身体からだを摑つかむ。


「弘司！」


「どうやらまだ完全に覚かく醒せいしきってないみたいだな。妖よう力りよくを奪われるといっても使役されるまでには至らない……今なら俺おれでも何とかなる」


「なっ……」


「俺といっしょに来てもらうぜ。なーに、別に取って食おうとかクスリ漬づけにして海外に売り飛ばそうとかってわけじゃねえ。俺は男にはこれっぽっちも興味がないからな。ただ拉ら致ちるだけだから安心しろ」


「は、放せ！」


〝ただ〟なんて言っているが、こんなヤツ（変態した鬼おに）に拉致されるなんてそれだけでも充分にイヤすぎる事態である。


　何とか逃れようとするものの、


「諦あきらめろって。男が暴れても見苦しいだけだっつーの」


　馬岡の力は強く、いくら暴れてもビクともしない。


「くっ……」


　弘司が半ば諦めかけたその瞬間──
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「うにゃ～、ねこねこふらいんぐぼでぃあた～っく！」


　そんな場違いなかけ声とともに、勢いよくネコマタ娘むすめが飛び込んできた（体育準備室のドアを盛大にぶち破って）。


「ぐぼっ！」


　馬岡の顔面に美み亜あの交差された腕がクリーンヒット（二回目）して、その拍ひよう子しに弘司の身体は自由になった。


「み、美亜？」


「ヒロ、だいじょぶっ？」


「う、うん、何とか……」


「あらあら～、美み亜あさんは相変わらずやることが大おお雑ざつ把ぱですね～」


「……妖よう力りよく錠じようを破るくらい、もう少し別の手段があったろうに。だいたいそのわけの分からん掛け声は何なのじゃ……」


　続いて壊こわれたドアの向こうから、霊れい鳥ちようお姉ねえさんと神様幼女が姿を現した。


「弘ひろ司しさま、ご無事で何よりです～」


「まさか儂わしらより先にこの下げ衆すがお主ぬしと接触してしまうとはのう。せっかく秘密裏りに事を運ぼうとしておったのに、台無しじゃ。まったく……」


　倒れている馬うま岡おかをさくらが忌いま々いましげに睨にらみつける。


「……く、土地神………」


「わざわざ台風の日を狙ねらい侵入し、こんなところにちまちまと隠れて〝せくはら〟をしながらチカラを蓄えていたのか。どこの流れ者か知らぬがご苦労なことだ。だが……それも終わりじゃ」


　さくらの周囲の空気が変わり、蒼あおい火花が舞い散る。


　それを見て、馬岡の顔色が変わった。


「……ちっ、こうなったらしかたねえ。やってやるぞ、このツルペタがぁ」


　その一言に、さくらの肩かたがぴくりと震えた。


「…………今、何と言った？」


「あん？　やってやるって……」


「……その後じゃ」


「ああ、ツルペタのことか？　さっき覗のぞいた時に見たんだよ。お前の胸がツルツルでペタペタだから──」


「…………死にたいようじゃな、この下衆が」


　蒼い火花が一気にスパークした。


　さくらの周囲にいくつもの火の玉が浮かび上がり、それらは一いつ斉せいに馬岡に向かって襲い掛かる。


「なっ、本当のことを言っただけだろうがっ!?」


「う、うるさいうるさいっ！　儂の胸を馬鹿にするやつはどいつもこいつも敵じゃ！」


　両手をぐるぐると振り回しながら、癇かん癪しやくを起こした子供みたいにさくらが火の玉を四方八方に乱射する。


　体育準備室の中は一気に戦闘状態に突入した。


「弘司様と奈な々なさんはこちらに～」


「こっちこっち～」


「あ、はい」


　千ち鶴づると美み亜あに呼ばれて、弘ひろ司しと奈な々なは廊ろう下かに退たい避ひする。


「な、何だかものすごくハデにやってるみたいなんですが、大丈夫なんですか？」


　さくらの火の玉の余波を受けて窓ガラスが割れたりさくらの火の玉が激突して机が壊こわれたりさくらの火の玉がかすめてカーテンが焼け焦こげたりと、とてつもなく目立つ状況である。騒ぎを聞きつけて教師や他ほかの生徒たちが集まってきたりしたらマズイんじゃないだろうか？


「それはだいじょうぶですよ～。この辺りはさっき私が人払いをしておきましたから～」


　千鶴がのんびりと言った。


「人払い？　千鶴さんもそんな術を使えるんですか？」


「はい～。ここに来る前に『ただ今清掃中につき関係者以外立ち入り禁止です～』と書いた貼り紙を各所に貼っておきました～。これで完かん璧ぺきです～」


「……」


　全然完璧に聞こえなかったけれど、それでも何となくこの霊れい鳥ちようお姉ねえさんがそう言うと大丈夫のような気がしてくるから不思議です。


「とにかく、さくらが馬うま岡おかを何とかしてくれれば……」


「ぬおっ！」


　と、その時、さくらが馬岡の腕うでに薙なぎ払われ廊ろう下かの壁に叩たたきつけられた。


「さ、さくら？」


「は、ははは、何だ。土地神つっても意外と大したことねぇなあ。これならそんなに警戒することもなかったか。それとも胸の大きさにチカラも比例するもんなのか？」


　床ゆかに倒れたさくらを見て薄笑いを浮かべる馬岡。


　ついさっきまでさくらが押していたはずなのに、いつの間にか形勢が逆転していた。


「～っ！　く、くそ、言わせておけば……」


　真まっ赤かな顔でさくらが起き上がり再び火の玉を放つ。だが馬岡はそれを軽く手で受け流すと、さくらの頭にデコピンをした。


「ぬおっ!?」


　弾はじかれた勢いでごろごろごろ……と坂道を転げ落ちる雪だるまのように後ろに転がっていくさくら。


「さくら！」


「む、だ、だいじょうぶじゃ」


　べちゃり、と壁にぶつかって止まったさくらが、頭を振りながら起き上がる。


「で、でも……」


　今までさくらがこんなに苦戦するのは見たことがなかった。いつかのハムスターもどきの時も、海での悪あく霊りようもどきの時も、一瞬で相手を屈くつ服ぷくさせていたのに……


「今は十月ですからね～、さくらさんのチカラが一年で最も下がっている時なのですよ～」


　千ち鶴づるがのんびりと言う。そういえば、木こノ葉はたちからもそんなことを聞いていたような気もする。


「加えてですね～、性格と外見はアレですがあのエロ鬼おにさんはかなり強いですよ～。おそらく高等妖よう怪かいでしょうね～。それも『魔』に属しています～。今のさくらさんだけでは少々荷が重いかもしれませんね～」


「……」


　それって、そんな『今日の夕ご飯はカレーです～』みたいなゆったりとした口調で言うことじゃないような……


「だ、だったら助けないと！」


　走り出そうとする弘ひろ司しの前に、


「おっと、テメエは人の心配をしてるヒマなんてねえと思うけどなあ」


　石像のように立ち塞ふさがり、馬うま岡おかが言った。


「そこの生き娘むすめもロリ顔ネコマタも巨乳鶴女つるめもなかなか惜しいが……まずはテメエの確保が最優先だ。なんせ『統ま神と者め』ってことは、『花はな婿むこ』である可能性があるってことだ。これを逃のがす手はないだろ」


「な……」


「むう、弘司に手を出すでない──ぬおっ！」


「ジャマだって、ツルペタ」


　飛びかかろうとしたさくらにもう一度デコピンをしてはね飛ばすと、馬岡はニヤリと弘司に笑いかけた。


「んじゃ行くか。おら、巨乳鶴女とロリ顔ネコマタはどけ。ツルペタ桜さくら姫ひめでムリなんだからお前らで俺おれを止められるわけないだろ」


「あらあら～」


「うにゃっ！」


「きゃあっ！」


　弘司の周りを固めていた千鶴と美み亜あ、奈な々なを押しのけて、馬岡の腕うでが伸びてくる。


　もはや万ばん事じ休きゆうすかと思われたその時、


「だめ～っ！　ヒロは渡さないにゃっ！」


　語尾にどこまでも緊張感が感じられないそんな声が響き、弘司は自分の身体からだがふわりと宙に浮く感覚を覚えた。


　何かに抱きかかえられる感触。同時に視界がめまぐるしく動き、遊園地のコーヒーカップにでも乗っているかのようにくるくると回る。な、何これ？


　やがて回転が止まり、視界が安定する。ようやく落ち着いた弘司が顔を上げた先にあったものは──


「み、美み亜あ？」


　ネコマタ娘むすめのぽややんとした顔だった。


「もうだいじょぶだから。ヒロ、しっかり摑つかまっててねっ」


「えっ……うわっ」


　再び迫ってきた馬うま岡おかの腕うでをかわし、美亜は弘ひろ司しの身体からだを抱きかかえたままちょこまかと素早く動き回る。


　状況をよく認識できない弘司を抱えたまま美亜はさらに馬岡の攻撃を回かい避ひすると、そのままくるんと一回転してさくらたちのもとへと見事に着地して、弘司を廊ろう下かへと降ろした。


「美亜ちゃん、すごい……」


　奈な々なが驚きの声を出す。確かに、美亜にこんな芸当ができたなんて全然知らなかった。


　すると、


「……ふん、これはネコが偉いわけではない。ほとんどは弘司、お主ぬしのチカラじゃ」


　さくらが不満そうな顔で、そんなことを言った。


「僕の？」


「そうじゃ。お主の『統ま神と者め』としてのチカラは、相手の霊れい力りよくや妖よう力りよくを取り込みそれと同化することによって使役する代わりに、その者の能力を激増させるものじゃ。……ネコのやつはおそらくそれと知らずにお主と何らかの身体的接触を交わしておったのじゃろう。それにより使役の第一段階に入っている」


「身体的接触……」


　言われて、いつかのお祭りの夜のことが頭に浮かぶ。


　あの時弘司の頰ほおに触ふれたモノ。


　あれは確かに身体的接触といっても申し分のないもの……だったとも言えるだろう。


　ちなみにその〝ほっぺにキス〟は実は二回目だったりするのだが、それは弘司は与あずかり知らぬことである。


「間違いなくやっておるはずじゃ。ほれ見るがいい。これがその証しよう拠こじゃ」


「うにゃ？」


　さくらが指差した先には、身体からだ全体がぼんやりと白く光った美亜の姿。その頭と腰こしには、いつの間に出ていたのかふさふさのネコミミと二本のネコシッポが……


「……ん、二本？」


　弘司の勘かん違いでなければ、美亜のシッポは一本だったはずなんだけど……


「……ネコマタはそのチカラを増す度にシッポの数が増えていくのじゃ」


　さくらが苦々しげに言う。


「……まったく、抜け駆がけをしおって。後でじっくりと問い詰めてやらねば……」


「勝手に先走りやがってこのドロボウネコが、ですね～」


　そんな物ぶつ騒そうなことを言うさくらと千ち鶴づる。


「──とはいえそれは後のこと。今はそれよりもこの現状をどうするかじゃ。いくらネコが素早くなったからといって逃げ回るだけではラチがあかん。あの鬼おにを退治するためにはそれだけのチカラが必要じゃ。──そ、そのために弘ひろ司し」


「うん？」


　そこでさくらが急に顔を真まっ赤かにして、


「わ、儂わしにもその……あ、あれだ……し、身体的接触をだな、してほしいというか……ごにょごにょ……」


　そんなことを言った。


「え、そ、それって……」


「そ、それさえすれば儂のチカラが格段に上がる。神無月かんなづきによるチカラの減少もそれで十二分に補ほ塡てんできるはずじゃ。──あ、あれじゃぞ？　別にネコに先を越されて悔くやしいからとかそういうわけでは……」


　もじもじと指先を絡からませる。


「あらあら～、それなら私もさせてもらいますよ～。美み亜あさんに続き、さくらさんまで抜け駆がけはずるいです～」


　千鶴がのほほんと手を上げて言った。


「お、お主ぬしは人の話を聞いておったのか？　ずるいとかではなくてだな、儂は妻つまとして弘司を守るために……」


「それなら私も侍じ女じよとしてその権利があります～。ご主人様のお気に召すまま、ですか～？」


「そ、それは何か違うじゃろう……」


「あらあら～」


「むう……」


　互いに譲ゆずらない千鶴とさくら。


　にらみ合ったまま（千鶴はいつもとあまり変わらなかったけれど）弘司を挟はさんで対たい峙じする。


　そんな弘司たちの後ろで、


「テメエら、俺おれを無視して痴ち話わ喧げん嘩かとはいい度胸だな……」


　馬うま岡おかがこめかみをピクピクとさせながら拳こぶしを握っていた。


　……そういえば、いるのをすっかり忘れていました。


「──っ、しかたない。これ以上ぐずぐずしていてはおれぬ。こうなったらツル、やるぞ！」


「はいです～」


「弘司、そのまま動くなよ」


「え？」


　何だかよく分からない弘司に、


「そ、それではいくぞ」


「はい～」


　ちゅっ♪


　と、両頰ほおに何かとても柔らかいモノが触ふれる感触がしました。


「あ、な……」


　い、今のってもしかして……。


　隣となりでは奈な々なも完全に凍こおり付いている。


「よ、よし、これで儂わしも妻つまとしてネコに遅れを取らずに──で、ではなく、こ、こほん、身体的接触完了じゃ」


「うふふ～、初体験ですね～」


　そう言うさくらと千ち鶴づるの身体からだが、薄っすらと光っているように見えた。これが身体的接触の効果なのだろうか。


「さあ、主ぬしらは下がっておれ。儂はアレに〝つるぺた〟と言った報いを受けさせ──もとい、世に迷めい惑わくをかけるエロ鬼おにを退治せねばならん」


　さくらが一歩前に出て、


「──天より降り注ぐ日輪の欠片かけら……天あま照てらすの祝福を受け熱き刃やいばとならん…………貫け、陽よう神じんの真しん紅く！」


　その号令とともに、無数の紅あかい矢のようなモノが炎ほのおを纏まといながら飛ひ翔しようし、そのまま馬うま岡おかの身体に吸い込まれるように突き刺さった。


「があああああっ!!」


　発情期のクマのような絶叫が響き渡り、同時に炎が周囲に撒まき散らされる。


「あらあら～、危あぶないです～」


　弘司たちのところにまで及んだ炎の欠片かけらを、千鶴がツバサを出して払いのけた。


「あ、ありがとう、千鶴さん」


「いえいえ～、ご主人様をお守りするのは当然ですから～」


　ツバサで弘司たちを覆おおったまま、にっこりと笑う。


「あつっ、あつ、熱いよ～！」


　その横では、とばっちりを食らった美み亜あがネコシッポ（×二）に燃え移った炎を必死に消しているところだった。「も～、さくら！　もっとちゃんと周りを見て攻撃してよっ。もう少しでシッポが火事になっちゃうところだったんだから～！」


「知るか。抜け駆がけをしたのだからそのチカラでそれくらいよけるがいい。──ふん、そんなことより見たか、この神たる儂の圧倒的なチカラを。胸の大きさとチカラとは関係ないのじゃ」


　そんな美亜の文句をきれいさっぱり受け流してなだらかな胸（Ａ）を張るさくらの前には、床ゆかに倒れ伏すトランクス一枚の馬岡と、それを見下ろすように傍かたわらに立つ鬼の姿があった。


「え、二人？　これって……」


「憑ひよう依いを解いたのじゃろう。『魔』に属するモノどもは人間のカタチをしていないことが多いからの。何かをやろうとする時には、適当な人間に取り憑つくことが多いのじゃよ」


「それじゃあ……」


「ああ、アレがあの鬼おにの本体じゃ。さて、無事に宿主から離れたことだし、儂わしに対する暴言を後悔させつつトドメを刺すとしようか」


「ぐ……ちくしょう…………」


　鬼が憎にく々にくしげにさくらを睨にらみ付ける。


　だがその視線に、さっきまでの威圧感はない。


「仕方ねえ……ここは退ひいてやる。勝てる見込みのない戦いを続けるほどバカじゃない。だがテメエの面つらは忘れねえぞ、ツルペタ土地神……」


「…………ま、まだ言うか。というより、儂がむざむざと逃がすと思うのか？」


「それを逃げてこそ鬼ってもんだ。これでも『百人喰い』の二つ名で呼ばれるくらいなんでね。それくらいできなきゃ名がすたる。──おらっ！」


　と、鬼は落ちていた馬うま岡おかの身体からだを摑つかむと、それを力いっぱいさくらに向かって投げつけてきた。


　トランクス一枚の中年男（ごつい、毛深い、むさ苦しい）のある意味それだけで公こう序じよ良りよう俗ぞく違反な肉体が、ギュルギュルと回転しながらさくらに襲い掛かる。


「ぬ、ぬおあああああっ!!」


　絶叫。


「く、来るなっ！　け、汚けがらわしい！」


　ほとんど泣きそうな顔でさくらが火の玉を撃ちまくり、それにより軌き道どうを変えられた馬岡の肉体は直撃を避けることはできたものの、


「……はあ、はあ…………な、何とか避けられたか……む？」


　その間に、鬼の姿はどこかへと消えていた。


「……」


「……」


　見事なまでに逃げられた瞬間だった。


　さくら、少しばかり気まずそうな顔で、


「ふ、ふん、逃がしたか。……まあ良い。物理融合は解けたし、あの状態ではもはや何もできないだろう」


「ハダカの王様というやつですね～」


　それはかなり違うんじゃないかなーという台詞せりふを千ち鶴づるが言って、


「ん～、とりあえずあの変なのはどっか行っちゃったんでしょ？　だったら早く帰ろ～よ。わたし、お腹なか空いた～」


　美み亜あがぺたりとその場に座り込む。


　なんか、いつも通りの光景だった。


「……そんなことよりネコよ。主ぬしには少しばかり確認せねばならぬことがあるのだがな」


「抜け駆がけに関する尋じん問もん及び取り調べですね～」


「にゃ？　な、なんか二人とも目が怖いんだにゃ～……」


　さくらと千ち鶴づるが、両側から肩かたに手をかけて美亜を廊ろう下かの隅すみへと連行していく。


　そんな中、


「弘ひろ司し……ありがとう」


　弘司のジャージの袖そでをつまみながら、奈な々ながそっとつぶやいた。


「え？」


「危あぶないところを助けてくれて……ケガとかしてない？」


　心配そうな目でじっと見上げてくる。
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「大丈夫。それに助けたのもさくらたちみたいなもんで、僕はほとんど役に立ってないし」


　勢い込んでやって来たものの馬うま岡おか（使用後）には逆に殴なぐり倒され、その後も一方的にやられ美亜たちに助けられた挙あげ句くに、最終的にその本体である鬼おにを追い払ったのはさくらだった。いや改めて考えれば考えるほど本当に何の役にも立っていないような……


「ううん、そんなことない」


　奈な々ながふるふると首を振った。


「あたしは嬉うれしかった、弘ひろ司しが来てくれて……それだけで、すっごく嬉うれしかったんだから」


「奈々……」


「本当にありがとう……」


　小さくぺこりと頭を下げた後、奈々は顔を上げて、


「あたし……やっと分かったの」


「え？」


「自分の気持ちがどうなのかが。だからもうそれに噓うそはつかない。そう……決めたんだ」


「？　自分の気持ち？」


「うん、あたしの大事な気持ち」


「それって……」


　どういうことなんだろう？


　頭をひねる弘司に、


「ふふ、ひみつ」


　奈々はイタズラっぽく笑いながら、一言だけそう告げたのだった。





　　　＊





　その巨体を引きずるようにして、鬼おには建物から建物へと隠れるように移動していた。


「くそっ！　あの鬱うつ陶とうしい土地神め……」


　思わず悪態が口をついて出る。


　神無月かんなづきでチカラが落ちていると思い、タカをくくっていたのが甘かった。


　まさか他ほかにネコマタと鶴女つるめがいるなんて考えていなかったし、ましてやそれらに後ろ盾だてとなる『統ま神と者め』がいるなどとは、想像だにしていなかった。


「くそっ」


　再び毒づく。


　やられた傷がズキズキと痛み、その度に言いようのない怒りが込み上げてくる。


「ちっ、マシなことといえば『花はな婿むこ』候補を見つけられたことくらいか……」


　せめてもの救いがそれだった。桜さくら姫ひめを含めた三人の高等存在を使役できるほど強いチカラを秘めた『統神者』。あれは『花婿』である可能性が高い。このことを報告すれば、きっとそれなりの報ほう酬しゆうがあるだろう。そうすれば少しはこの苦労も報われる──


「はい、そこまでー。止まりなさい」


「うおっ！」


　と、突然鬼おにの目の前に巨大な炎ほのおの柱が上がった。


「な、何だテメエは!?」


　鬼の行く手に立ち塞ふさがっていたのは、安っぽいタヌキの面めんを被かぶった巫み女こ服ふく姿の女だった。


「んー、悪いけど、あなたをこのまま行かせるわけにはいかないのよねー。まだ他ほかの『魔』の眷けん属ぞくたちにあの子のことを知られると色々とまずいからねん。とりあえず、『地じ獄ごく』に還かえってもらおうかしらー」


「テメエ、ただの人間じゃねえな……」


「あらん？　ちょっとした妖よう怪かい退治が趣味の可か憐れんな美少女よん♪」


「少女じゃねえだろ……」


「…………そこに突っ込むなんて、いい度胸してるわねー」


　そう言う女の手から蒼あお白じろい炎が渦うずのように立ち昇った。


「喜んでいいわよー。焰ほむらの名において、一瞬にして跡形も残らないくらいにきれいさっぱり殲せん滅めつしてあげるからー」


「ホムラ、だと？　若い女……タヌキの面……ホムラ……げ、てことは、お前まさかあの有名な『丸焼きウェルダン』の……」


「ぴんぽーん、正解。──それじゃ正解者には美少女から素す敵てきなプレゼントをあげるわん」


　女が手を振ったのと同時に、鬼の周囲にいくつもの炎の渦が現れた。それらは目にも留まらぬ速さで動き出し、鬼の身体からだを包み込むかのように収縮していく。


「が、テ、テメエ……」


「焰ほむら禁きん厭えん流りゆう炎えん術じゆつ『封ふう殺さつ獄ごく炎えん陣じん』。どう、美少女にふさわしい可憐な業わざでしょ？」


「こ、この凶きよう悪あくな術のどこが可憐なんだよ！　ていうか少女じゃねえ……」


　それが、鬼の最さい期ごの言葉となった。


　収縮した炎は鬼の身体を中心として一気に爆発し、一つの大きな渦となって燃え上がる。


　それはまるで炎の竜たつ巻まき。


　内にあるモノ全すべてをこんがりと焼き尽くす、まさに〝丸焼き〟の竜巻だった。


　渦が消えた時、そこには何も残っていなかった。


「まったく、どこまでも失礼ねー。こーんな若くて可憐でぴちぴちした私に文句を付けるなんて。目が腐くさってるのかしらー」


　腰こしに両手を当てて不満そうにつぶやく。


「さて、とりあえず今回は何とかなったけど……」


　タヌキの面めんを取り、女が顔を上げる。


「思ったよりも覚かく醒せいが早そうねー。これはちょっと計画を再検討しないとまずいんじゃないかなー」
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「んー、なんかよく分からないんだけど、奈な々なたちも色々大変だったみたいだねー」


　体力測定が終わったその日の夜。


　夕飯を食べに夕ゆう凪なぎ荘そうへとやって来た佐さ藤とうさんが最初に言った言葉がそれだった。


「でもこっちもこっちで大騒ぎだったんだよー。大きな音が体育準備室の方から聞こえたから行ってみればたくさん人が集まってるわ、窓ガラスは割れてるわ、壁にヒビは入ってるわ、馬うま岡おかは真まっ裸ぱだかで失神してるわ、おまけによく分からないけど黒くろ崎さきさんは上半身下着のままで保健室に運び込まれてるわで……。なのに肝かん心じんの奈々たちはどこにもいないしー。ちょっと心配したんだからねー」


「ごめんね、友ゆ香か」


　あの後──さくらたちの手によって鬼おにを追い払った後、騒ぎを聞きつけてたくさんの生徒や教師たちが集まってきた（千ち鶴づるの人払いは、やっぱり何の役にも立っていなかった）。


　まああれだけハデな戦闘をやっておいてそれまで人が集まってこなかった方が不思議かもしれないが、何にせよ状況が状況である。壊こわれた備品、焼け焦こげた廊ろう下か、半はん裸らで倒れている馬岡。色々訊きかれると厄やつ介かいだということで、とりあえずその場は逃げることにしたのだった。


「術で現場を復元する時間もなかったからのう。だがまあ、だいじょうぶじゃ。明日あしたには適当に事故か何かということで片付けられておるじゃろ」


「いやさすがにそれは……」


　ムリがあると思うんですが……


　しかしさくらは平然とした顔でこんなことを言った。


「平気じゃ。まず間違いなく瑞みず葉はたちが揉もみ消すだろうて。あやつは色々とおかしなコネを持っておるのじゃ。少し前にも〝けんかいぎいん〟とかいうのが挨あい拶さつに来ておったしの」


「……」


　確かに、あの人なら何でもアリそうです。


「まあそういうわけで、この件はこれで終わりじゃな。あの鬼もあそこまでぼろぼろになれば一ヶ月は儂わしらの前に戻ってはこないじゃろう。もともとのチカラさえ戻れば、あんな下げ衆すごとき儂の敵ではないしな」


「そうですか～？　さっきも言いましたがあのエロ鬼さん、見かけはアレですけれどけっこう強いですよ～。向こうも手て負おいであったようですし～」


「む……だ、だが万全な儂ならば倒せぬということはない」


「それはそうでしょうけど～」


　さくらと千ち鶴づるが難しい顔でそんなことを言い合い、美み亜あが一人「うにゃ？」っとノンキそうな顔で首を傾げる。


　一方の弘ひろ司しは、鬼おにと言われてふと思い出したことがあった。


　弘司を連れていこうとした時に、あの鬼が言っていた妙みような言葉。確か『花はな婿むこ』がどうこうとか……


　あれは弘司に向けて言っていたのだろうか。文脈からするとおそらくそうなのだろうけれど、でもそれだと意味が分からない。当然のごとく弘司は結婚などしていないし、まさか奈な々なを見て何かそういったことを勘かん違いしたのだとも思えない。だとするといったい──


「うーん……」


　考えてみるも、さっぱり分からなかった。


　というか見当すらつかない。


　それならばこういうことに詳くわしそうなさくらにでも訊きいてみようかと声をかけようとして。


「さくら、あのさ──」


「あ、そうです、弘司さま～、本日の身体測定の結果の方はどうでしたか～？」


　いきなり霊れい鳥ちようお姉ねえさんがそんなことを言い出した。


「私は侍じ女じよですので～、弘司さまの肉体の全すべてを知っておく義務があるのです～」


「え？」


「あ、もちろん私の結果もお報しらせしますよ～。私の肉体は弘司さまのモノですから～。ええとですね～、胸囲が九十──」


「あっ、ずるい！　わたしも教えるっ。あのねあのねっ──」


「し、仕方ない。儂わしらだけの秘密じゃぞ？」


「あ、え？」


　我先にと迫ってくる三人。


「ほらほら、奈な々なも行かなきゃー」


「あ、あたしは……」


　佐さ藤とうさんの言葉に慌あわてて首を振るものの、すぐに思い直したかのように顔を上げ、


「…………ううん、そうだね。もう自分の気持ちに噓うそはつかないって決めたばっかりだった。だから──」


「おー？」


　何かを決意した顔で、弘司のもとへと一直線に歩いていく。


「ひ、弘司」


「ん、何？」


「あ、あたしもっ……その…………」


「？」


「あの、そのっ……し、身体測定の……」


　真まっ赤かな顔をして何かを言おうとする奈々に、弘司が首を捻ひねっていると、


「あ～、ナナ。ナナも見せっこしたいのっ？」


「え？　そ、そういうことじゃないんだけど……」


「あらあら～、ということはつまり、奈な々なさんも弘ひろ司しさまと肉体カラダについての詳しよう細さいな情報を共有したいということですね～。本格参戦というやつですか～？」


「ぬう、厄やつ介かいな……」


「さ、参戦って……ち、違わないけど、なんか違う……」


　そんな奈々たちを見ながら、


「うんうん、奈々も立派になったなー。我が子が成長してカレシを初デートに誘うのを見る親の気分だよー」


　佐さ藤とうさんが感慨深げにそうつぶやいていた。





　　　＊





「……というのが、今回の顚てん末まつです」


　受話器の向こうの人物に対して、女はそう告げた。


　女の報告に少しの間相手は沈黙し、やがて言葉が返ってきた。


「ええと、つまりこういうことかな？　思ったよりも早くチカラが目覚め始めてしまっていると。それもヘタをすれば『花はな婿むこ』として存在を認識されてしまうまでに」


「はい」


　女がうなずく。


「うーん、それはまいったなあ……こっちの計算ではあと一年くらいは大丈夫なはずだったのに。強いチカラを持つ者たちといっしょにいることで覚かく醒せいが促されたのか……。──どうしようか？」


「いえ私に訊きかれても……」


　というかその指示を仰あおぐために女は電話をしているのであった。これでは本ほん末まつ転てん倒とうもいいところである。


「えっと、守護の状況の方はどうなんだい？」


「はい。どうやらネコマタのみならず、鶴女つるめ、桜さくら姫ひめも契約の第一段階をクリアした模様です。チカラが上がっていましたから」


「ふむ……」


　受話器の向こうで何かを考え込んでいるような様子。


　と、そこで別の声が聞こえてきた。


『お父とう様！』


「お、絢あや。どうしたんだい──」


『どうしたじゃないですっ！　静流しずるお姉ねえ様から聞きました。お兄にい様に何かあったのですか!?　襲われたって、どういうことなんですかっ！　説明してください！』


「あ、あー、ちょっと落ち着きなさい」


『落ち着いてなんていられませんっ！　いいから教えてください。お兄様の現状はどうなっているんです！　教えてくれないのなら、お父とう様が隠れてまた高価な通販商品を大人おとな買いしたことを静流お姉さまにバラしますよ！』


「だ、だからだね…………キ、キキョウ！」


『……はい。絢あやお嬢じよう様、こちらへ』


『は、放して～！』


　叫び声が遠ざかっていく。


　こほん、と気まずそうな咳せき払ばらいが聞こえてきた。


「──と、とにかく、その『魔』はうまくキミが処理したんだよね？　だったら大丈夫だよ。もう少し様子を見よう」


「ですが……」


「その『魔』は最初から弘ひろ司しを目当てに来たわけじゃなさそうだし、気付かれたのも神無月かんなづきで真しん柱ちゆう結けつ界かいの効力が弱くなっていたからかもしれない。『妃きさき』の現界もまだ確認されていない以上、こっちからヘタに動かない方が無難じゃないかな。それにいざという時はキミもいる。瑞みず葉はさんもいるし、風カザ祀マツリの一人娘むすめもいるだろう。きっと何とかなるさ、あはは」


「……」


　相変わらずの楽観的な物言いだった。


「ま、まあほら、場合によっては水う神ちからもまた一人行くことになるかもしれないし……」


『お兄様にはやっぱり私が必要なんです！　帰ります、今すぐ日本に帰ります！　私、明日あしたから秋休みだもの！　桔き梗きようさん、放して～！』


　再び受話器の向こうから響いてくる叫び声。


「……」


「……ね？」


「それは、確かに……」


　あの調子だと、許可が下り次第すぐにでも飛んでやってきそうである。


「というわけだから、そういうことで頼むね。また何か変更があったら連絡するからさ。瑞葉さんたちにもよろしく伝えておいてよ。それじゃ」


　通話が切れた。


　ツーツーと音を発する黒電話に向かい、女はため息を吐つく。


「はー、つまりはとりあえず現状維持ってことよねー。いいんだけど、これ以上弘司くんのチカラが増えると私一人じゃちょっと辛つらいのよねん。ヘタをすると手に余るようなのも寄ってくるかもしれないし……」


　そこで上から聞こえてくる賑にぎやかな歓声にふっと相そう好ごうを崩くずし、


「ま、いっか。かわいい弘ひろ司しくんたちのためだし、おねいさんはがんばるわよん。それにどうせなるようにしかならないだろうしねー」


　そう笑ったのだった。





　　　＊





　その頃、弘司たちは。


「ほ～ら～、ヒロ見てよ～。先生もりょ～こ～でさいこ～でごくじょ～だって言ってたよ～」


「私の肉体カラダの成長具合をちゃんと知っておいてください～」


「こ、ここに儂わしの測定結果が記されておるから、そのだな……」


　まだエンドレスな押し問答をやっていた。


「だ、だから、そういうのはあんまり男の僕が見ない方が……」


　弘司としては何とか思い留とどまらせようとするものの、


「何で～。ヒロはお婿むこさんだからいいんだもん」


「そうです～。ご主人様は何でもアリですよ～」


「お、夫たる弘司には知られておく必要が……ごにょごにょ……」


「あ、あたしも、弘司になら……」


　だけど美み亜あたち（加えて奈な々なまで）は全然譲ゆずってくれない。頼みの綱つなの佐さ藤とうさんは佐藤さんで、その様子をただ面白そうに眺めているだけである。


　本気でどう対処しようか弘司が悩んでいると、


「う～ん、というかこうなったらもう、直接お見せした方が早いような気もしますね～」


　また霊れい鳥ちようお姉ねえさんがとんでもないことを言い出しました。


「そだね～。ちょっと恥ずかしいけど、でももうヒロには何回も見られちゃってるから………………ぽっ」


「む、むう、それも止やむを得まい……」


「え、ちょ、直接って……え、ええ!?」


　美亜とさくらが頰ほおを赤くし、奈々が驚き、


「私たちの身体測定はこれから始まるのです～」


　千ち鶴づるが相変わらずよく分からないことを言う。


「ふふー、水みな上かみくんも大変だねー。これでトライアングルプラスワン……そうだ、絢あやちゃんもいるからプラスツーだねー」


　そんな弘司たちを、佐藤さんがにこにことに見守っている。


　まあそんな感じで。


　とりあえず。


　今日のところは、夕ゆう凪なぎ荘そうはいつも通り平和のようであった。
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　あとがき




　こんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。


『はにかみトライアングル』の[image: ]巻をお届けいたします。








　本書の第九話、十話はそれぞれ「電撃ｈｐ」39・40号に掲載されたものを加筆修正したもので、残りの二話及びエピローグは書き下ろしとなっております。





　さて、今回は夏休み最終日から十月の始めくらいまでにかけてのお話です。


　前巻では夏の話が秋に、今巻では秋の話が春に発売されるという、微び妙みように季節感がズレまくりな展開になってしまっています。最初の内は少しでも合わせようかと努力していたのですが、すぐにムリだと気付きました。まあこのまま行けばそのうちまた一ひと巡めぐりしてどこかで合うだろうからいいかなーなどと思ってもみたり。


　というわけで（？）今回は秋のお話ですが、今まで通りに読んでいて明るく楽しいお話を目指しております。少しでも楽しんでいただければ嬉うれしく思います。








　以下はお世話になった方々に感謝の言葉を。


　担当編集の和わ田だ様、三み木き様。毎度毎度体操服の描写などの細かいところにこだわって時間をかけてしまってスミマセン。あとがきはこれからも二ページでお願いします（ぺこり）。


　イラストのみずき様。いつも本当にかわいらしいイラストをありがとうございます。イラストに負けないように本文もがんばっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。


　またデザイナー様に校こう閲えつ様、その他この本を出すにあたってご尽じん力りよくいただいた方々、本当にありがとうございました。





　そして最後になりますが、この本を手に取ってくださった読者の皆様に最大限の感謝を。








　それではまたお会いできることを願って──







二〇〇六年一月末日　五十嵐雄策





五十嵐雄策


第４回電撃ｈｐ短編小説賞の最優秀賞受賞者。『乃木坂春香の秘密』で電撃文庫デビュー。弁護士を目指すかたわらで執筆活動をスタート。執筆しつつ司法試験の勉強をし、勉強をしつつ執筆を。最近、時間を有意義に使えるようになってきたのがはにかみポイント[image: ]！
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みずき


１９７９年、出身・静岡県。現在・東京。特技・器械体操。特技２・ツインテール。『電撃萌王vol.16』でも「いかにツインテールが素晴らしいか」を語りに語り尽くせてはにかみポイント[image: ]！




電撃文庫


はにかみトライアングル[image: ]





五十嵐いがらし雄ゆう策さく





二〇十二年七月十三日　配信
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